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ごあいさつ

環境省東北地方環境事務所　所長

德　丸　久　衞

　東日本大震災から丸3年が過ぎ、東北の遅い春がまた去りゆこうとしてい

ます。

　本書「3.11あの時」も3冊目となりました。被災地にあらゆる角度から関わっ

てきた方々1人ひとりの声は、災害を経験した人達のみならず、その場には居

なかった人達すべてに届き、心に響き、共鳴することでしょう。

　私が被災地を初めて訪ねたのは震災の年の暮でした。荒れ果てた沿岸の街

や村、累 と々続く瓦礫の山、あらぬ場所にうち捨てられた船、バス、広告塔な

どに唖然としたものです。

　そして昨年の夏、転勤で仙台に参りました。被災地ではたしかに瓦礫の山は

消え、廃屋の多くは片づけられ、信号や道路も生き返っておびただしい数の車

両が行き来してはいますが、町並みの消えた平地などはただ草に覆われている

だけで、お世辞にもかつての姿と人の暮らしが戻って来ているとは言いがたい

状況でした。

　それでも今、沿岸域には復興からさらなる発展に向かう槌音が聞こえ始めて

います。そして新しい東北の未来を切り開こうとする人々の力強い息吹が感じら

れます。

　「3.11あの時」の中にはそうした人々の声が詰まっています。私も、環境省と

いう行政の一員として、グリーン復興を進める際に、皆さんの声を参考にさせ

ていただきたいと思います。

　最後に、ヒアリングにご協力いただいた方々、そしてこの冊子をまとめていた

だいた、東北環境パートナーシップオフィス（EPO東北）のスタッフの皆さん

に心より感謝申し上げ、私のごあいさつとさせていただきます。

1　ごあいさつ
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さ
つ

公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）理事長

長谷川　公　一

この決意と希望を地域と未来につなぎたい　

　毎月11日が続くと、心に波立つものがある。毎年3月11日が近づくと、どき

どきしてくる、鼓動が速くなってくる。東日本大震災から丸3年が経過した。3

年という時間は短いようで長く、長いようで短い。

　本書は「3.11 あの時」の2013年度版だ。EPO東北による28件の聞き書

きの記録だ。Stage1、Stage2と合わせて3年分を合計すると102件になる。

102通りの涙と汗と決断の物語だ。被災地も捨てたもんじゃない、東北も、日

本も捨てたもんじゃないと、希望が湧いてくる。震災に負けないぞ、負けるもんか、

と力が湧いてくる。

　今回の大地震や大津波を身近で経験した私達には、自分は震災を生き延び

たのだ、という否定しがたい感覚がある。運が良くてたまたま助かったに過ぎな

い。時に自問する。生き延びた特権をどう使っているのか。生き延びた事に値

するだけの活動をしているのか。賜った時間を、十分に活かしているのか、と。

1945年8月15日を生き延びた親達や祖父母、先輩の方 も々おそらく発しただ

ろう自問である。

　あたかも福島原発事故などなかったかのように、あたかも東日本大震災など

なかったかのように忘れたふりをするのは極めて非倫理的である。

　小回りの利く小さな仕組みの大事さ、１人だから自分の責任の範囲内で自分

の決断次第で動ける事の大事さ、普段からの顔の見える関係の大切さ、何気

なく過ごしてきた日常の大切さ、自分が社会を作っている当事者だという事の再

発見、構想力を磨きたいという決意、地域へ、未来へつないでいこうという決

意などなど。合計102件の物語の中には、大きな決意と希望が一杯詰まってい

る。何度も味読して、決意を新たにしたい。忘れたふりはもう止めよう。

3.11あの時　Stage 2013
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※出典：警察庁緊急災害警部本部発表『平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震の被害状況と警察措置』

被害状況（2014年3月10日現在）

秋田県

青森県

岩手県

宮城県
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山形県

 岩手県 4,673 1,142 19,107 30 4 -

 宮城県 9,537 1,280 82,912 390 12 45

 福島県 1,607 207 21,146 187 3 -

 全国合計 15,884 2,633 127,302 4,198 116 45

堤防決壊橋梁被害道路損壊家屋全壊行方不明者死　者

発生時刻　2011年3月11日（金）14時46分頃
発生場所　三陸沖（北緯38度06.2分 東経142度51.6分 深さ24km）
最大震度　7
発震機構　西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

五所川原市

青森市

三沢市
弘前市

秋田市

横手市

 

仙台市

名取市
亘理町

天童市

山形市

上山市

高畠市

米沢市

石巻市

塩釜市

大崎市

栗原市

陸前高田市

盛岡市雫石町

野田村

花巻市 遠野市
大槌町

釜石市

刈田郡
七ヶ宿町

南三陸町

気仙沼市

福島市

郡山市

いわき市

南相馬市

相馬市

青森県

岩手県

宮城県

福島県

その他

秋田県

山形県

Stage2011 1 件
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Stage2011 9 件
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Stage2013 7 件
 合計 16 件

Stage2011 21 件
Stage2012 12 件
Stage2013 13 件
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Stage2011 7 件
Stage2012 8 件
Stage2013 2 件
 合計 17 件
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「3.11 あの時」（別冊）
　取材：2011 年 4 月～2012 年 3 月
　発行：2012 年 5 月 31 日

「3.11 あの時 stage 2012」（別冊）
　取材：2012 年 6 月～2013 年 2 月
　発行：2013 年 5 月 31 日
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　発行：2014 年 3 月 31 日

ヒアリング所在地

5　ヒアリング所在地
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は
じ
め
に

はじめに

　東日本大震災発生後、東北環境パートナーシップオフィス（EPO東北）が2011年４月から

取り組んできた「3.11あの時」レポートは、環境NPOにこだわらず広く環境活動に携わってき

た皆様にヒアリングを行なう方針を掲げて取り組んで参りました。環境NPO以外に企業、福祉

団体、協同組合、メディア関係者、大学関係者、中間支援組織、個人、実にさまざまな立場

の方々にご協力いただきました。快くヒアリングにご協力くださった皆様に、改めてお礼申し上げ

ます。

　「3.11あの時」と題した本レポートは、あの時何が起きたのか当時の様子とその後の活動に

ついて伺い、記録すると共に全国の皆様に向けて発信していく事を目的とし、EPO東北が現地

の状況を伝えるスピーカーの役割を担おうと始まりました。時間が経過すると共にヒアリングの

内容も少しずつ様相を変え、現場で起きた課題や支援の成功要因、そして大震災からの教訓と

して感じている事を伺いました。いつの間にか現場の情報発信から、支援活動と教訓を記録し

発信するレポートへと役割が変わっていきました。2011年度はとにかく現場の情報を伝えようと

岩手県、宮城県、福島県を中心にヒアリングを行ない、続く2012年度は支援活動の拠点となっ

た青森県、秋田県、山形県へヒアリング範囲を広げ、現場での直接的な支援、後方支援など、

さまざまな形の支援活動を取り上げました。3年目となった2013年度は、短期的な支援の時

期が終わり地域のニーズが複雑化する中で中長期の支援に取り組む団体や、ヒアリングの中で

多く出てきたキーワードである「地域エネルギー」に焦点をあててヒアリングを行ないました。

　Web-site上での発信のみを行なう予定であった本レポートは、「冊子化して記録として残す

べきだ」と全国から寄せられた多くの声を受けて、2012年の春に１冊目の冊子を発行しました。

冊子化する事でさらに多くの方に読んでいただき、支援活動に入る前の事前学習として、今後

起こるかもしれない「もしも」のための対策を考える教材として、広く活用されたことは大変嬉し

く思っています。

　３年間継続してきた本ヒアリングは、３冊目となる本冊子の発行をもって終了します。３年間

で集めたレポートは合計102件となりました。その１つひとつに、皆様へ伝えたいメッセージが

込められています。たくさんの方に何度でも読んでいただき、多くの喪失の中で得た教訓が各

地で活かされる事を願います。

東北環境パートナーシップオフィス（EPO東北）

スタッフ一同

2014.3.31
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3月11日　14時46分
事務所はビルの2階と3階にあった。地震が来て、

「かなり大きいな」と思った。縦揺れではなく、
長い横揺れだったので、震源地が遠くの地震だと
思った。この地域で地震が起きる時の震源地は大
体が太平洋側だ。僕が青森県に来て、日本海側が
震源地だった事は1度か2度である。太平洋側に
実家があるスタッフがいたので、すぐに電話をす
るよう伝えた。僕は東京にいる子ども達に電話を
した。最初にかけた時はつながったが、それ以降
はつながらなかった。
青森市は揺れが収まってすぐに停電した。緊急事
態だと判断してスタッフには帰宅の指示を出し、
僕も帰宅することにした。水が止まった地域はな
かったようだが、僕の家はマンションなので停電
で水が出なくなると思った。帰宅途中で水を買い
にコンビニエンスストアに寄ったが、停電でレジ
が動かず買う事ができなかった。情報がなく、何
が起こったのかまったく状況がつかめなかったの
で、携帯電話のワンセグとラジオで情報を収集し
た。ワンセグで津波の映像を見て、大変な事が起
こっているのかもしれないと思ったが、初めは何
が起きたのかはっきり分からなかった。それに、
地震が発生して時間が経過してから津波が来てい
るので、皆が無事に避難したのだと思っていた。

情報収集に徹した2週間
地域によっては、丸2日停電したところもあった。
自宅マンションがある地域では近くにたまたま病
院があったため、翌日の朝に電気が復旧した。そ
れからはだんだんとテレビなどを通して情報が入
るようになり、大変な事が起きていると分かった。
メールはできそうだと思ったので、すぐに仙台の
仲間にメールを送った。しかしまったく連絡は取
れず、2週間ほど経過してからやっとメールが通
じるようになった。それまでは共通の知人を通し
て「○○さん、大丈夫だって！」と連絡しあい、
無事を確認した。

職員は地震のあった翌日から出勤し、事業を進め
ると同時に情報収集を行ない、約2週間は被災し
た地域の仲間と連絡を取るためにさまざまな対応
をした。1週間、10日と時間が経つにつれ、「バ
スで移動してボランティアに行った」などの情報
が他団体から入ってきたが詳しい事は分からず、
団体としてどう動くべきなのか判断がつかなかっ
た。
3月25日、淡路島などに出張する予定があった
のだが、青森市もずっとガソリン不足が続いたの
で車が使えず、バスで行く事になった。また、電
力不足が原因で貨物電車を動かす電力がなく、秋
田で止まってしまい、青森まで生活物資が流通し
ない事態が起きた。3週間ほど経ってから、よう
やく物流が回り始めた。

青森県民として 
自分達にできる事
2011年3月27日、東日本大震災緊急支援フォー
ラムを開催し、青森県民としてこの度の大震災と
どう向き合い、どのような支援が可能なのか、被
災地の復興に向けて何をすべきなのか考えるため
の緊急フォーラムを行なった。講師に末村祐子さ
んをお招きし「悲しみの分かち合い～緊急支援と
復興への道」と題して基調講演をしてもらった。
末村祐子さんは大阪経済大学客員教授であり、阪

取材日

「人」を育て、「想い」をつなぐ
三澤 章 NPO法人あおもりNPOサポートセンター

あおもりNPOサポートセンター常務理事・事務局長。同団体は「NPOのためのNPO」として、市民にむけた啓発活
動、NPOの支援とネットワークづくり、調査研究や政策提言を主な活動としている。東日本大震災後は団体ではなく、
そこに所属する「人」を育てる事に主眼を置いた人材育成の事業を展開した。

NPO
青森市 2013.11.26
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神淡路大震災の際も復興支援に尽力した方だ。東
日本大震災が起こってからは遠野で支援活動に取
り組まれていたので、現地の情報提供をお願いし
た。他にも弘前大学の李教授や当団体元理事長の
有谷にも、阪神淡路大震災でのボランティアにつ
いて話をしてもらった。一般の方も多く参加し、
意見交換の中ではさまざまな意見が出た。緊急で
行ない、ほとんど告知もできていない状況の中で
約50名の方にご参加いただいた。自分達にでき
る事として、当団体のホームページに「心をつな
ぐポータルサイト」を開設し、支援金や情報の後
方支援を始めた。

初めて被災地を訪れて
2011年4月、八戸市を訪れて船が川で転覆して
いる現場を見た。八戸市はもともと漁師の方が多
く、津波が来る事は分かっていたため、幸い人的
な被害は少なかった。
5月の大型連休の後、被災地の情報収集と記録の
ため南三陸町へ向った。それまで幾度となくテレ
ビなどを通して、津波被害の大きかった地域の様
子を見たけれども、それは映像であり、おかしな
もので僕は傍観者として見ていた事に気づいた。
南三陸町の何もない光景を目の当たりにして、「こ
んな事があるのだろうか」と本当に驚き、涙が出
て、シャッターを押す事ができずに帰ってきた。
4月に訪れた八戸市の状況とは別の世界だと感じ
た。

ステップアップと 
チャレンジのサポート
2011年6月、青森県から「被災した人達を支援
したい」と、震災に関連する緊急雇用事業の相談
があったので、当団体からはボランティアバスや
被災地の方の人材育成の提案をした。しかし、県
では機運がだんだん下がり、動き出すまでに時間
がかかってしまい、実際に動き出したのは12月
からだった。時間の流れの中で被災地のニーズは
変わっていったので、その時点ではボランティア
バスは適切ではなかった。
そこで、2012年1月より「復興支援コミュニティ
ビジネスモデル事業」を県と協働してスタートし
た。震災により被災された方々や、県外から青森
県への避難を余儀なくされた方々が、青森県で楽
しく暮らせるようにサポートする事が目的だ。ま
ずは、県外から青森県に避難された方を探した。
お子さんのためを考えて、福島から奥様のご実家
のある青森に移住した方を新聞で見つけたので、
コンタクトを取って雇用させていただいた。県内
の被災者と、青森県に避難を余儀なくされた県外

からの被災者と地域の方々が協力して、8人から
なる「チームEn」を作り、復興支援活動に取り
組んだ。1月と2月はNPOやコミュニティビジネ
スを学ぶ事から始まり、4月と5月には被災地の
ニーズや課題の調査を行なった。復興支援商品を
商店街で販売する「En-shop」、株式会社エドウィ
ンの青森工場で出る切れ端を活用した商品開発、
シニア世代向けの「情報端末教室」などを通じて、
復興支援の活動に善意のお金が回る仕組みを調
査、検証した。
2013年3月で事業は終了したが、現在も「チー
ムEn」のつながりが続いている。最初は「仕事
が必要なので雇用されればいい」と言っていたメ
ンバーも、このつながりを通してステップアップ
し、独立したり、就職している。緊急雇用とは次
のステップに進むためのサポートであり、そのサ
ポートによって個人がステップアップして、次の
チャレンジに活かさなければならない。そうした
意味でこの事業は本来の緊急雇用の役割を果たし
たと思う。

地域で活躍するNPOの力を信じて
2012年3月より、日本NPOセンターやワールド・
ビジョン・ジャパンと一緒に岩手県、宮城県、福
島県で人材育成の事業をスタートした。震災後、
被災地では助成金、支援金バブルの状況になって
おり、それらを受託するためにたくさんのNPO
が発足していた。その活動の多くはおそらく資金
が切れたら終わってしまうはずだ。しかし、被災
地では個人が落ち着き始めてからやっとまちづく
りに取り組むようになる。その時に、絶対にしっ
かりとした市民活動の動きが必要となるだろう。
そこでせっかく立ち上がったNPOを育てようと、
被災3県で各20団体ずつ、次期リーダーや立ち

撮影：2012.5.30～31　岩手県花巻市
「市民活動団体（NPO）育成・強化プロジェクト」講習
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上げたばかりの団体を対象に、全国の中間支援団
体がサポートする事業をスタートした。僕はメン
ターとして隣県の岩手の団体を担当した。
NPOの社会における役割や経理処理、事業提案
の仕方、資金計画の立て方などの基礎を学ぶ講習
会を行なった。また、組織の中における個人の悩
みの相談役やスキルアップしたい時の講習の紹
介、アドバイスなどを行なった。この事業はあく
までも個人を育てる事に主眼を置いている。支援
した団体は震災を機に発足した団体もあれば、震
災以前から活動している団体もあった。しかし、
どの団体もNPOが本来すべき事を理解しておら
ず、中長期的に事業を考える視点が不足していた。
NPOは社会的使命があるからこそ存在する。皆
を元気にするためにイベントをやるのは簡単だけ
れども、それ1回で終わってはならないし、次の
活動につなげていかなければならない。また、そ
の事業を行なう資金の調達方法は非常に重要であ
り、助成金、支援金ならば当然報告の義務がある。
そうした基本的な部分をしっかりと理解し、今回
勉強したメンバーがその下の世代を育てていける
人材になってほしかった。事業終了後、講習会の
内容は冊子「NPOリーダーのための15のチカラ」
にまとめられた。
事業は2013年7月までの約1年間続いた。終了
後もメンターとして僕が担当した被災地の団体の
方とはコンタクトが続いており、これからまだま
だ関わっていく予定だ。団体のつながりがあり、
仲間のいるその地域がどうなっていくのか末永く
見ていきたい。

大震災を振り返って
これから東北で課題となっていくのは経済だろ
う。現在は経済があまりにも一極集中で回ってい
る。そうではない価値観を日本人が見つけないと、
田舎はどんどんいらなくなってしまう。さらに、
東北地方は各地で過疎化が進み、それが震災で顕
著になった。震災で流出した人口はもう戻らない
だろう。あったものを継続する事はできるが、な
くなったものを新しく作る事はなかなか難しい。
被災地の方々にとって、津波は想定内の自然災害
だったはずだ。なぜ大きな被害になってしまった
のか。地域が残っていないから災害が起きるのだ
と思う。市町村合併などによる村や町の名称変更
は危ういことだ。地名は土地の特徴が示された先
人達のメッセージであったのに、それらを無視し
て開発を進めてしまった。昔の人達は自然と自分
達の境界線をきちんと保っていた。自然は変わら
ない。人間や社会が変わってしまった事を見つめ
直し、自分達の生き方はこれでいいのかと考えな
ければならないと思う。

震災により、急速に変化している地域もある。子
ども達が幸せに暮らしていける未来を残したい。
もしもそれができないのなら、せめて元通りにし
て次世代の人達の迷惑にならないようにしたい。
それは皆で知恵を出し合って真剣に考えていく事
だと思う。震災に対して人々がどう感じ、その中
でどのように奮闘して、暮らしをつないだのか。
僕達のやるべき事は、そうした「気持ち」をつな
いでいく事だと感じている。その時その時の人々
の気持ちの変化を記録していくべきだ。昔から記
録というものはあったはずだが、それはきちんと
後世に伝わっていなかった。これまで津波の歴史
はたくさんあったが、当時の庶民の暮らしぶりや
想いはほとんど分からない。僕達の経験した地震
や津波もいくら地震の大きさや波の高さの数字を
残しても、後世の人々に寄り添う記録でなければ
伝わる事はないと思う。時間が経ち忘れていく前
に、庶民の暮らしに寄り添う「気持ち」の部分を
次世代につないでいきたい。

撮影：2013.12.14　青森県三沢市
市民活動推進講座ワークショップ風景

「市民活動団体（NPO）育成・強化プロジェクト」講習
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3月11日　14時46分
普段通り小岩井農場内の執務室にいた時、強い地
震を感じた。非常に長い揺れが2度3度連続した。
かなり大きな揺れであったが、明治時代の建物で、
かえって強度が強く倒壊などの心配はしなかっ
た。玄関まで出て様子を見ていると、そのうち電
気が消えた。地震直後は通話可能だったため、す
ぐに各地の何人かに電話で連絡を取り、被害状況
の把握と確認を行ない、併せて自分の無事を知ら
せた。
小岩井農場内は大きな被害はなかった。盛岡で1
人暮らしの90歳になる義母が気がかりで、迎え
に行き盛岡の自宅へ戻った。蓄電式の信号機が2
基ほど作動していたがその他の信号機は停電で消
え、いたるところの交差点が混乱して渋滞してい
た。車の中でラジオを聞き、大津波が押し寄せた
事とその被害を知った。まさか沿岸部があのよう
な大災害となるとは思わずにおり、大変な衝撃を
受けた。前々日に起こった大きな地震の津波が
50～60cmだったので、もし津波が来るとして
も少し高いくらいで大事には至らないだろう、む
しろあの長い大きな揺れによる被害の方が大きい
のではとさえ思っていた。自宅は蓄熱式暖房機の
ため、寒さから当日は逃れる事ができた。太陽光
パネルが設置してあり、翌日からの電力は確保さ
れた。テレビで津波による被害を目の当たりにし、
改めて被害の大きさを認識した。盛岡市内の中心
部で電力が復旧したのは震災翌日の夜であった
が、多くは3日間の停電となった。

「助けたい。何かしなければ」
地震による停電は復旧作業を長期化させると感じ
た。小岩井農場では、イベント開催時にお世話に
なっている業者から電源車2台を借りることがで
き、ライフラインが復旧するまでの3日間、乳牛
700頭の搾乳や牛乳冷却、養鶏部門の孵化場・施
設内空調など緊急の対応が続いた。
沿岸部には知人が多くいたが連絡不能で、ずっと

その人達の事が気がかりだった。地震の直前に「大
槌に講演に来ている」との連絡をもらった岩手県
立大学の先生とは、地震後すぐに連絡が取れなく
なった。共に県の環境審議会を務めており10年
以上のお付き合いがある方だ。大槌町での講演の
準備をしていた時に大津波に遭い、津波の直撃被
害を受けたと思った。その後も連絡がとれず絶望
的と思っていた。ところが、地震から3日後の夕
刻、先生から電話が入った。「大槌町の避難所を
脱出した。遠野まで送ってくれた方がいて、遠野
の道の駅から電話が通じた」と言う。先生は危機
一髪で津波から逃れたが、この地域でも多くの死
者・行方不明者が出た。すぐに迎えに行き大学へ
送り届けた。その送り迎えにより、車のガソリン
が残り僅かとなって行動が制約される事となっ
た。
被災地に初めて行ったのは、ガソリンが手に入る
ようになった4月に入ってからで、連絡のつかな
い沿岸部の知人の安否を確認するために、陸前高
田、大船渡、釜石、宮古まで北上して消息を確認
した。知人は皆無事であったが、家や家族を流さ
れた方がたくさんいた。津波被害のあった地域へ
近づくと、あるところから風景が全く変わり、一
部の道路だけが通行を確保されていて、瓦礫が両
側に積まれていた。道路はやっと車が通れるくら
いの幅だ。自衛隊の救出活動の目覚ましい姿が強
く印象に残っている。町に入っても自分がどこに

取材日

本能を活かせるようなまちづくりを
野澤 日出夫 小岩井農牧株式会社

総面積約3,000haの総合生産農場である小岩井農場の特別常任顧問。他にNPO法人環境パートナーシップいわて代
表理事、日本ビオトープ協会理事副会長を務める。大震災後、地域やNPO、大学と連携して「緑のカーテンプロジェ
クトいわて（GCPI）」を発足させ、仮設住宅への支援活動や、被災林再生支援などを行なっている。

企業
雫石町 2013.06.05
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いるのか分からず、カーナビは瓦礫の先を誘導し
ていた。

「沿岸部の知人達を助けたい。何かしなければ」
と思った。支援活動をしている仲間もたくさんい
たが、自分が手伝いに行ってもその活動だけに
なってしまう。むしろそうした活動を支える軍資
金確保などが必要だと感じ、直接支援活動へ行く
事と葛藤した。
大槌町には、NPO法人遠野まごころネット副理
事長の臼澤良一さんがいた。彼は環境審議会のメ
ンバーだったので、彼から被災した話を聞いた。

「何でも言ってほしい。できる事は何でもする」
と言って、大槌町に何度も通い、食料や水を運ん
だ。臼澤さんを支援しようと思ったのは、彼が大
槌町小鎚の避難所で取りまとめ役や相談役を引き
受け、広場にテントを張り、寒さの中で活動を続
けていたからだ。彼の健康が危惧されたが、常時
広場に待機している事で必需品の調達や、避難所
の皆さんが何かと相談でき安心できた。彼は見る
からにやつれていたが、その頃はできる人がすべ
てを背負っていたように思う。彼の行動が、避難
所の運営を混乱なくできたものと敬意を表してい
る。非常時にこのようなリーダーやコーディネー
ターが必須と感じた。

緑のカーテンプロジェクトいわて
（GCPI）発足

2008年3月11日、JAXA（宇宙航空研究開発機構）
の土井隆雄宇宙飛行士は、植物種子と共に「エン
デバー号」に乗って、国際宇宙ステーション（ISS）
へ向かった。国際宇宙ステーションの日本モ
ジュール「きぼう」内に9ヶ月間保存されたアサ
ガオの種は日本で発芽後栽培され、採取した2代
目種子3,800粒が2011年、NPO法人自然環境復
元協会へ譲渡され、その会員であった岩手県立大
学平塚明教授に分譲された。この宇宙を旅したア
サガオの種から作った「緑のカーテン」を仮設住
宅に設置し、日陰と共に潤いを提供したいという
志によって「緑のカーテンプロジェクトいわて（代
表・野澤）」が生まれた。仮設住宅の建設は全体
的に遅れがちな上、断熱や換気など気候条件に全
く配慮されていない西向きの建物は強い日差しで
室内の壁も異常に暑くなる状況であった。そこに
少しでも潤いを提供したかった。岩手県立大学総
合政策学部の平塚明教授が中心となって学生達が
苗を作り、私が仮設住宅との調整を行なった。仮
設住宅工事の進捗に合わせて2011年7月、現地
のグループや住民・ボランティアセンターの協力
のもと、釜石市と大槌町の仮設住宅に緑のカーテ
ンを設置した。居住空間の温度が下がる効果も
あったが、それ以上に緑のカーテンを話題にして

隣近所と話すきっかけができた事は大きな成果で
あった。設置前まではせいぜい隣の人と話すくら
いだったが、「きれいだね」「うちのはこんなに大
きくなったよ」と会話が生まれたようだ。
設置する仮設住宅団地を毎年増やしながら、震災
から3回目の設置となった。3年目の今年になっ
て、仮設住宅に住む方々の気持ちに変化が生じて
きているように感じる。仮設住宅団地のまとめ役

（自治会長・リーダー）によって、住民の意識に
差が出てきていると思われる。昨年までは仮設住
宅に住んでいる皆で協力して何かやろうという雰
囲気があった。しかし、この1年間でだんだんと
入居者に条件の違いが生まれてきた。ある程度資
金がある人、復興住宅の抽選に当たった人が出て
行く一方で、自分はいつ出られるのだろうと不安
を抱える人もいる。そうした条件の違いが心に隙
間を生み出し、仮設住宅団地での付き合いがうま
くいかない方も出ている。あるいは仮設住宅周辺
の隣人からの支援や協力も少なくなってきている
と思われる。

100年後の曾孫の代を思って
今、復興に向けて事業が進められているが、その
基準は震災直前の状態に戻す事が優先されてい
る。例えば、大槌町においては高度成長期の開発
によって、2つの河川の河口の位置を変えて防潮
堤が作られ、かつての干潟や砂浜・防砂林は消え
てしまった。復興計画ではこれまで通りより高い
防潮堤を作り、ビオトープエリアも作る計画が示
されている。しかし、ビオトープ復元も重要であ
るが、むしろ自然に戻し居住エリアをステップ
バックさせてしっかり守るべきではないだろう
か。今回の大震災により、防潮堤が壊され、地盤
も下がり、干潟が戻ってきている。こうした自然

撮影：2012.6.23　岩手県内の仮設住宅に緑のカーテンを設置
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の働きは非常に貴重である。震災後、地元の方々
が「子どもの頃の干潟や海が戻っただけ」と言っ
ていたのは印象的であった。自然の現象（大津波）
を人工的に防ぐ事に、限界があるだろう。実際に
現地の被災した方々の意見を集約すれば、もちろ
ん多くの意見はあるが、防潮堤は低い方がよいと
いう意見が多い。危険は自分の目で察知しなけれ
ばならない。高い防潮堤は住民を海から遮断し、
危険を察知できなくなる。本来リスク察知の本能
であるはずの五感が働かなくなっている。防災を
考えるなら、「本能を活かせるようなまちづくり」
をしなければならない。
現在、世の中では持続可能なエネルギーに関する
しっかりとした理念がない。二酸化炭素の削減（化
石燃料削減）も本気で取り組んでいない。今回の
震災はそうした事に気づき、変わるチャンスなの
だと思う。持続的なエネルギーのもとになる資源
は無尽蔵にある。その資源をフルに活用する技術
開発に、原子力発電開発同等の国家予算を投じれ
ば、新しい産業が生まれる。これまでと同じ産業
が持続する事はないかもしれない。今植えた木を
最終伐期で伐採する時、社会はどうなっているだ

ろうか。80年後、100年後の曾孫の時代、化石
燃料は底をつき、新たなエネルギーに移行して、
社会は大きく変わっているだろう。今、遅ればせ
ながら、持続可能なエネルギー開発に真剣に取り
組むべき時にきている。

撮影：2012.6.23　岩手県内の仮設住宅に緑のカーテンを設置

撮影：2013.7.7　岩手県陸前高田市（EPO東北スタッフ撮影）

撮影：2012.6.23
岩手県内の仮設住宅に緑のカーテンを設置（野澤 日出夫さん提供）

撮影：2013.7.7　岩手県陸前高田市（EPO東北スタッフ撮影）

撮影：2013.7.7
岩手県陸前高田市　一本松（EPO東北スタッフ撮影）
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3月11日　14時46分
翌日、沿岸部に出張する予定があり、屋外で車両
を点検している時に地震が発生した。屋外にいた
せいかゆらゆらと非常に長い揺れが続いていた
が、ゆっくりとした横揺れだったので、この地域
に大きな被害を招く揺れとは感じなかった。
学生時代を仙台で過ごし、大学2年生の時に
1978年の宮城県沖地震を経験した。友人が自転
車で転倒し、手当てのために病院に付き添った。
診療が終わった直後に地震が来た。その時の揺れ
は尋常ではなかった。突き上げるような縦揺れを
感じ石灯籠が倒れて、吊り下げ式の照明が天井に
ぶつかるほどだった。窓ガラスが割れ、塀が倒れ
た。
その時と比較すると、立っていられないような激
しい揺れではなく、非常に長い揺れが続いたので、
震源地は遠いのだろうと判断していた。直接的な
被害としては、農場内の建物で天井のはがれなど
はあったが、私のいた事務所は書類などが落下し
た程度で大きな被害はなかった。
即座に停電になり、PCが使用不可能になるなど
通常の業務はできなくなった。停電はしたものの、
ラジオで災害に関する情報は入手できており、そ
こでは津波に関する情報も流れていた。また、携
帯電話のワンセグを見ると、仙台空港近くの津波
の映像が映し出されていた。その映像を見て、た
だ事ではないと初めて気がついた。農場内はワン
セグの電波状況が悪いため、窓際にくっついて食
い入るように映像を見た。
その後、社内に対策本部が立ち上げられ、従業員
の安否確認、動物への対策、翌日以降のお客様の
受け入れ対応などを検討すると共に、停電したた
め発電機の確保やお取引先様の被災状況の把握に
あたる事となった。特に動物を扱う部署の従業員
の多くは帰宅できない状況となった。
地震の後、家族の安否確認のためすぐに自宅に電
話をかけたが、なかなかつながらなかった。やっ
と電話がつながり、家族の無事が確認できた。娘
が仙台の大学に通っていたのだが、ちょうど春休

みで帰省中で、中学生の息子もたまたま家にいた
ので、安否の確認に手間取るなどの心配をせずに
済んだ。

電気が復旧するまで
停電した2日間は、会社としても正念場だった。
乳牛は1日に朝夕2回搾乳する。地震の時は夕方
の搾乳の準備をしているところだった。停電によ
りコンプレッサーが機能せず、牛の乳房に付ける
ミルカーが動作しなくなった。ずっと昔であれば
手搾りだったのだが、800頭近くいるため手搾り
では対応できない。乳業工場も停電に見舞われて
おり、搾った原乳を受け入れる事ができないので、
それは結果的に廃棄する事になるのだが、廃棄に
よる損失はもとより牛の体調が重要である。乳を
搾ってあげないと、牛の場合は乳房炎を起こして
しまう。乳房炎にかかると生産性は著しく低下し、
回復には長期間を要するので、特に注意が必要だ。
所有している発電機では小さくて間に合わず、日
頃からお付き合いのあるイベント業者から大型の
発電機を借りる事で、何とか乗り切るという状況
だった。
また、鶏も非常に繊細な動物で、大きなストレス
を受けると鶏同士が怖がって集まり、圧死状態を
引き起こしてしまう。パニックにならないように
デリケートな管理が必要であった。

取材日

東北の皆で頑張っていかなきゃ
鎌田 徹 小岩井農牧株式会社

小岩井農場の品質保証部部長。1891年、火山灰地の荒野に1本の木を植える事から始まった日本最大級の民間総合農
場である小岩井農場は、「環境保全・持続型・循環型」を基本とし「安全・安心・素性明らかプラス質の高さ」をすべて
の基礎に生み出す商品・サービス・情報などを通して社会に貢献している。

企業
雫石町 2013.07.09
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灯油や重油は若干の在庫があったのでその点では
良かったのだが、燃料が切れれば発電機は使えな
くなる。人間は何とか食べ物やガソリンを探して
動けるが、動物を放置する事はできないので、動
物を管理する部門は大変気を遣っていた。
雪はちらついていたが、3月だったので凍えるほ
どの寒さではなかった事が幸いだった。自宅は電
気さえ復旧すれば大丈夫だろうと考えていたし、
当初発電所の停止による電力不足などは思い浮か
ばなかったので、電気はすぐに復旧するだろうと
考えていた。地震発生の翌日に盛岡市内の電力供
給が復旧したので、いくら遅くても3日目にはこ
の地域の電気も復旧するのではないかと予想して
いた。実際、農場周辺の電気は2日目の午前中に
復旧した。
もっとも電力の復旧以外は、まったく先が見えな
い状態だった。家庭も会社もまだまだ落ち着いた
状況にはなっていなかったし、津波の被害がひど
い地域の事も心配で不安だった。停電が復旧する
までは、会社で発電機を使ってずっとテレビを見
る事ができたので、悲惨な状況を見て、これから
一体どうなるのだろう、この状況がいつまで続く
のだろうと不安な気持ちになっていた。

自然や動物と向き合う仕事
エサの手配については2ヶ月ほど大変な時期が続
いた。牛や鶏のエサを作っている会社が石巻など
の被災地域にあり、飼料の確保が困難となった。
特にこだわったエサを使っていると、「非常時の
ため、特殊な配合のエサは対応が困難」と飼料メー
カーから言われる事もあり、調達が大変だったと
いう。飼料メーカー自身が大きな被害を受けてい
たのだからそれもそのはずだ。この状況下でも最
大限の協力をいただき、北海道や愛知などの遠隔
地の工場から運んでもらって必要量を確保した。
通常の農場運営に回復するまでには相当時間がか
かったと思う。
3月いっぱい「まきば園」は休園したが、グリー
ンシーズン（4月中旬～）はオープンできた。ご
来園者の動向は壊滅的な状況ではなかったが、レ
ジャーに関しては自粛ムードに覆われていたよう
に思う。
5月に入ると、また新たな事態が発生した。「県
内の牧草から放射性物質が検出された」と岩手県
農政部から飼料に関する注意喚起と利用自粛要請
が出たのだ。小岩井農場内は粗飼料用として牧草
地を広大に抱えており、これをエサとして給与で
きないとなると大変である。種々の調査の結果、
この地域の利用自粛は徐々に解除され、牧草の利
用に関しては大きな影響は受けなかったが、風評
被害は大きかった。放射性物質に関するお問い合

わせなどは私の部署が対応しているので、一時は
「そちらの牛乳や卵は大丈夫か」というお問い合
わせの対応に追われた。
また、一般の方から「福島県の牛などの動物がか
わいそうなので、何とかそちらの農場で受け入れ
られないか」とのお問い合わせもいただいた。同
業者の方は、通常であっても防疫衛生上の問題や
飼料の確保の問題で簡単には動物を受け入れられ
ない状況であると事情をよく知っていらっしゃる
のだが、一般の方はテレビなどで報道されていた
福島の酪農家の現状に相当衝撃を受けたのだろ
う。お問い合わせに対しては、お気持ちはよく分
かるが、会社としては受け入れる事ができない事
情を説明するしかなかった。

日常で自分にできる事
岩手県山田町の沿岸部に親戚がいて、お米を送っ
たり、ホタテやワカメをお返しに頂いたりという
お付き合いをしていた。テレビで沿岸部の津波の
映像を目にしているので、一体どうなってしまっ
たのだろうと心配になり、ずっと電話をかけ続け
ていた。結局こちらからの電話はつながらなかっ
たが、地震から2日目くらいに親戚伝いに家屋の
被害もなく無事である事が分かった。宅配業者は
復旧していたので、すぐに米や野菜をかき集めて
送った。
いつか絶対に行かなければと思っていたが、こち
らもなかなか落ち着かず、ようやく少し落ち着い
てきた2011年7月に様子を見に行く事ができた。
妻と一緒に盛岡から宮古、山田町、釜石、花巻の
ルートで回った。瓦礫は山積みになっていたのだ
が、あまりにもきれいに片づきすぎていて、本当
に何もない、何か感情を通り越しているような感
覚だった。喪失感というのか、悲しいのではな
く、正直、呆然としていた。親戚の家は海岸から

岩手県雫石町　牧草の収穫風景

3.11あの時　Stage 2013
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日頃からつながりを大事に
震災を経験して、普段意識しているとは言えない
多くの事について改めて考えさせられた。エネル
ギーの問題、家族やたまたま山田町に住んでいた
親戚の事。人とのつながりは何かがあってからど
うにかしようとしてもどうしようもないし、急に
相手がいなくなってしまう事もある。震災がなけ
れば、何気なくやり過ごしていたであろう日常の
大事さに気づく事もなかっただろう。天災、特に
地震は突然訪れる。そうした事を考えると、日頃
から感謝の気持ちを忘れない事、それを伝える事、
そしてつながりを大事にしておかなければいけな
いと改めて思う。

200m程度で、海が見える位置にある。家の4軒
前まで津波が到達したそうだが、山のちょっとし
た高台になっている場所に家があったので助かっ
たようだ。しばらくは行政がサポートする民間の
避難所扱いになっていて、支援物資が届く拠点に
もなっていたらしい。実際に行ってみると、津波
に流された家屋は片づけられており、以前は家の
間から少ししか見えなかった海が見渡せるように
なってしまっていた。
同じ岩手県にいても、もっと自分達よりも大変な
状況にある方々のために、何もできない無力感を
感じた。内陸部でも被害はあったが、人的被害は
多くはなかったし、沿岸部ではもっと大変な被害
を受けているので、「内陸部の我々よりももっと
困っている方のために何か」という気持ちが皆に
あったと思う。しかし、何かしたい気持ちはあっ
ても、ガソリンは不足しており、帰って来られる
かどうか分からない状況下から、行こうと思って
も行けなかった。
私は岩手県花巻市の出身で、大学は仙台、仙台か
ら戻ってきてずっと地元岩手、東北に住んでいる。
復興にあたって現在思う事は「東北の皆で頑張っ
ていかなきゃいけないんじゃないか」という事だ。
私の中では「東北一体で」という気持ちが震災後
ますます大きくなっている。個人として大それた
事はできないし、直接何かできるわけでもない。
だから、これを機会に改めて東北各地に出かけよ
うと思っている。

岩手県雫石町　小岩井農場の1本桜

撮影：2011.3.20　岩手県盛岡市　被災した事務所
（大立目 勇次さん提供）

震災時、停電により約800頭の乳牛の搾乳の対応に追
われた（EPO東北スタッフ撮影）

緊急時に対応できる強さを発揮した薪ストーブ
（大立目 勇次さん提供）

1903年建設　国の登録有形文化財である本部事務所
（EPO東北スタッフ撮影）
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3月11日　14時46分
図書館で映画「降りてゆく生き方」のスタッフ上
映会を行なっている時、これまでには経験した事
のない、強い揺れの地震が来た。かなり揺れたた
め本棚などが倒れる危険性があり、外に出る指示
が出され、上映会は何となしに中止になった。図
書館の目の前にある川を見ると、水が濁っている。

「かなり大きな地震だったんだな」と思い、すぐ
に自宅に帰った。
その後3日ほど停電した。ガスはプロパンガスで
水道も止まらなかったので、困ったのは電気がつ
かず暗かった事くらいだ。薪ストーブで暖を取り、
食料は家にあるものを食べた。ガソリンは手に入
らなかったので、なるべく歩くようにして節約し
た。

「復興する、未来はある」
遠野市宮守町にある柏木平レイクリゾートの多田
一彦社長は、震災が発生してからすぐに支援物資
を積んで被災地を訪れた。震災から5日後、柏木
平レイクリゾートの社員である僕も、多田社長と
一緒に物資を持って岩手県大槌町へ向かった。テ
レビで被災地の状況は見ていたので、大変な状況
だろうと分かっていたし、もしかしたら山なども
無くなっているのではないかと思っていた。とこ
ろが、現地に着くと悲惨な状況が目に飛び込んで
きたものの、地震や津波で壊れてしまったのは人
間が作ったものであって、自然のあるべき姿であ
る山や川は残っている。率直に「すぐに復興する、
未来はある」と感じた。
それから約1ヶ月は多田社長と一緒に被災各地を
回った。どこに物資を届けたら良いのか分からな
いような混乱があり、土地勘がない方々のために
避難所の場所と人数、リーダーを記した地図を
作った。また、被災地の状況を内陸部に伝えて支
援を呼びかける事が役割だと思ったので、現場で
御用聞きをした。初期の要望は食料だったが、だ
んだんと調味料、長靴、服などに変化した。

「遠野まごころネット」設立
被災地を見た多田社長が何とかしなければと考
え、「遠野の風土と観光（産業）を考える会」（略
称＝遠風会［えんぷうかい］）※のメンバーと集
まり、連携を呼びかけた。この連携が後に、遠野
市民を中心とした岩手県沿岸部の被災者支援ボラ
ンティア集団「遠野まごころネット」設立につな
がっていく。
阪神・淡路大震災で支援に携わった、被災地
NGO協働センターの村井雅清さんが、被災地を
支援するために遠野に来ると聞いた。当初、多田
社長や僕は災害支援ノウハウを持つプロの人がい
るならば、任せようと考えた。僕達はプロが来る
まで現地の情報収集をして、次の支援活動につな
げようと思っていた。
2011年3月25日、被災地NGO協働センターの
村井さんが遠野へ来た。災害支援のノウハウを教
えてもらうと、きちんと団体として組織化し、い
ろいろな支援者と連携しなければ対応できない事
が分かった。日本では社会福祉協議会がボラン
ティアを扱っているので、遠野市社会福祉協議会
にも連携を要請した。遠野市社協の常務理事、佐
藤正市さんが理解のある方で、協力してくれた。
こうして3月28日、「遠野まごころネット（遠野
被災地支援ボランティアネットワーク）」が立ち

取材日

遠野を農的な暮らしができる集落のモデルに
伊勢崎 克彦 個人

岩手県遠野市の馬搬継承者、農家。遠野を馬と共に林業や農業をしながら、地域の資源で生きていける持続可能な集落
にする事を目指して、日々取り組んでいる。東日本大震災では被災地とボランティアをつなぐコーディネーターを務め、
また、全国に花・野菜の苗や種の提供を呼びかけて被災地に届け、復耕（復興）支援をした。

個人
遠野市 2013.08.21
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何とか解決できないかと県社協に提案したが、こ
の課題は解決されなかった。

被災地に持続可能な種を
被災地に通っていると、「土いじりをしたい」「お
花が好き」という声が聞こえてきた。野菜が採れ
る時期ではないため野菜は無かったが、周りに呼
びかけると種が集まってきた。しかし、集まって
くるのは全てF1品種（次の世代を生まない品種）
の種だった。僕は、種取りをしてまたまいて実る
種を渡したかった。本当に被災地が復興する事を
考えると、持続可能性のある本物の種をまきたい
思いが強くあったからだ。遠野の有機農家や、埼
玉で「たねの森」という固定種や在来種を扱って
いる種屋さんにお願いをしてみると、種を送って
くれた。
最初に被災地へ行った時、避難所にいるおばあ
ちゃんが「来てくれてありがとう」と言ってくれ
た。そして「戦争の時は誰も来なかった。食べ物
も無かった。今回はこれだけの被害があったけれ
ども、大勢の方が来てくれて、食べ物も持ってき
てくれて、ありがとう」と言った。でも、そのあ
と「これからは物がたくさんあるのが良いのでは
なくて、昔に戻らなきゃダメなんだな。でも若い
人達には昔に戻れっては言えないからな」としん
みり言っていたのがとても印象的だった。僕達の
生活している現代の社会システムは完全に破綻し
ている。物質的なものが無くなって、新たに町が
興こる時に、これまでとは違う価値観が生まれる
だろうと思った。復興するプロセスの中に、良い
意味で世界が抱える問題を解決する希望があるの
ではないかと感じていた。被災地の人達がどう感
じたかは分からないが、そうした想いを被災地の
方に説明しながら、種や苗を配った。

上がった。

※「遠野の風土と観光（産業）を考える会」（略称=遠
風会［えんぷうかい］）…2011年1月に立ち上がった。
地域おこしをしようと志ある人達のネットワーク。

支援の拠点となった遠野
大槌町の社会福祉協議会が地元の方々からの要請
を受け、瓦礫撤去作業を始めたが、圧倒的にマン
パワーが足りていなかった。遠野まごころネット
が最初の支援に向かったのは、大槌町桜木町地区
だ。桜木町地区は津波により家屋1階天井まで浸
水の被害はあったものの、流失した家屋が比較的
少なかった。浸水した1階を片づければ、何とか
2階で暮らせるまでに住居を回復できる。避難所
生活者を少しでも減らしたい思いで桜木町地区か
ら支援をスタートした。
被災地は混乱しているので、コーディネートが本
当に大変だった。遠野は被災地とつなぐ支援拠点
となり、東京などから大勢のボランティアがやっ
て来た。ボランティアに瓦礫撤去の作業であると
説明し、バスに乗せて現場へ行くけれども、状況
は刻々と変化しかつ混乱しているため、最初から
段取りが決まっているわけではない。行った先で
現地の方と交渉した。周辺は瓦礫の山で、バスを
どこに停めたらよいかも分からない。現地の方と
ボランティアの狭間で調整した。首都圏からは、
被災地のために何か手伝いたいとやる気満々でボ
ランティアにやってくる。時には「気持ちは分か
るけれど、待つ事もボランティアの仕事だよ」と
声をかけ、今は非常時で現地がとても混乱してい
る事を理解してもらった。

社会福祉協議会との連携と課題
大槌町では多田社長も僕もどこの馬の骨か分から
ない。大槌の方々に片づけを手伝うと申し出ても

「ここはおらほのところだから、自分達でやる」
と断られ、最初は壁があった。だけれど被災地で
社協のビブスを着ていると、僕達は社協の人間で
はないが、現地の人達は社協の人間だと思って
しゃべる。そうした点では現場での支援マッチン
グがスムーズになる事もあった。
西日本の県社協からは、1～2週間ずつの交替で
人員が派遣され、被災地に入っていた。しかし、
同じ人が長期に滞在しないので、地元の方と築い
た関係性などは引き継ぐことができない。新しく
来た方は土地勘もないので慣れるまでに時間がか
かる。せっかく社協として支援体制を作り、申し
送りをしても状況は刻々と変わり、社協の支援体
制はなかなか構築されなかった。こうした状況を

撮影：2011.6.16　岩手県遠野市
三陸エコビジョンフォーラム実行委員会
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ば蓄積されていくものがあり、農村にはさまざま
な可能性があると思う。これから遠野に「馬搬の
森」を作りたい。集落の水源の森だ。そこから皆
が水を取り、僕はその水を使って自然栽培で米を
作る。1つの水系に恩恵を受けている持続可能な
集落のモデルのイメージだ。1人で広い面積で大
規模な農業をするのではなく、その地域に住む人
達がどれほど小さな面積でもよいから農業を暮ら
しの中に組み込み、農的な暮らしができる集落を
再現したい。本当は被災地でできると思ったが、
そこに住む人達の中にやりたいと思う人がいなけ
れば成り立たない。だから、自分が住んでいる地
元、コントロールできる場所で、住まい方を楽し
く提案していきたい。遠野は地元の方もいて、外
から来る人もいて、集落の中にも僕の考えを分
かってくれる方がいる。おそらく新しい集落に変
わっていくだろう。

大震災を振り返って
その土地で誇りを持って住んでいる「人」がとて
も大事な要素だと感じた。地域の世話役、リーダー
がいろいろな意味で良い人だと、非常時でもその
地域は何とかやっていける。結局、場所や物は変
わらないけれど、住む人によって地域は変わって
くる。その地域にどんな人材がいたのかに尽きる
と思うし、遠野も多田社長をはじめとするリー
ダーがいたからこそ、さまざまな団体が集結して
行動する事ができたのだと思う。

遠野を持続可能な集落のモデルに
馬搬を始めて4年が経つ。山の事も初めは分から
なかった。お金持ちではないのでレジャーで楽し
む馬は持てないが、働く馬は生きていく上で必要
とするものだ。遠野に馬と働く仕事があるならば、
馬と一緒に生活ができると思ったのが始まりだ。
馬は機動力があるので馬搬もでき、田畑を耕す事
もできる。馬搬や農業に携わっていると家畜の重
要性がよく分かる。昔の人は牛や馬などの家畜と
共に暮らしていた。家畜の力を借りて農作業を行
ない、田んぼの畦の草は家畜の朝ごはんに刈り、
家畜の排泄物は田畑で肥料として使った。資源を
有効に活用する考え方が当たり前で、循環型の暮
らしが普通に営まれていた。また、農的な生活か
らは神社や祭りなどの文化が育まれてきた。しか
し、そうした農村の循環型の暮らしは無くなりつ
つある。今は田んぼの畦の草は焼かれ、無駄になっ
ている。集落から人は出ていくばかりで、第一次
産業から離れる人も多い。僕が小さい頃と比べる
と、明らかに川は汚くなっているし、生き物も少
なくなっているのを肌で感じる。集落に人が住ま
なくなり、第一次産業から離れる人も多くなれば、
循環型の暮らしや神社、祭りなどの文化は必然的
に無くなってしまうだろう。
現代は規模を拡大する農業や林業が、第一次産業
のスタイルと捉えられている。どのようなライフ
スタイルを選択するかにもよるが、換金の目的だ
けで農業を見ると、確かに規模を拡大しなければ
農業だけで生活していくのは厳しい。しかし、農
業だけを拡大するのではなく、林業も釣りもする
し、得意分野を活かして山のガイドやパラグライ
ダーのインストラクターもすれば生活はできる。
いくつも仕事を持っていて良いと思う。
昔は都会に憧れたけれども、人間がロボットを
作ったとして、どんなに人間に近づけてもそのロ
ボットは人間にはなれないし、僕達は新しくハエ
や蚊を作り出す事はできない。結局、本物に勝る
ものはない。農的な仕事の面白みは本物を作る事
であり、やるほど面白い。農業には何年も続けれ

撮影：2011.8.4　岩手県遠野市
遠野まごころネットの拠点となった遠野市総合福祉センター

撮影：2013.8.21　岩手県遠野市（EPO東北スタッフ撮影）
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試行錯誤の道のり
創業以来、釜石市内の大手製鉄所の設備補修など
を専業としていたが、平成元年に高炉休止となり、
事業転換せざるを得なくなった。下請けの仕事を
続けながらも、「自社製品を持たなければ生き残
れない」と奮起し、自社製品の開発に挑戦し続け
た。自分達で調査、開発、製造し、そして売り込
むという試行錯誤の道のりであった。現在、薪・
ペレット兼用ストーブ「クラフトマン」とワカメ
塩蔵機「しおまる」が事業の2本柱になっている。
2001年、岩手県工業技術センターの勧めがきっ
かけとなり、木質燃料の鉄製ストーブを開発、販
売する事業に乗り出した。最初は同センターに岩
手県軽米町の建具店経営者の「薪ストーブ」技術
を紹介された経緯もあり、薪ストーブを生産した。

「薪ストーブ」技術は薪の燃焼効率を最大限まで
高める技術で、建具店経営者が余った木くずを有
効活用するため、10年かけて完成させた仕組み
である。日本でペレット燃料が流通し始めた頃か
ら、ペレット用ストーブへ「薪ストーブ」技術の
応用を考えた。2003年に試作機が完成し、2004
年から本格販売を開始した。デザインも良く、環
境にも良いと県内外の環境団体などに好評とな
り、さまざまな展示会に呼ばれるようになった。
2013年度も日本全国へ積極的に赴いている。
また2003年、中国産ワカメの増加により国産ワ
カメ業界が危機に瀕した状況を受けて、取引先
のお客様から相談を受けた。これがきっかけとな
り、ワカメ塩蔵機（ワカメの塩漬け加工装置）の
商品開発に着手した。岩手県水産技術センター、
岩手大学工学部との共同開発である。これまで1
～2日を要していた塩漬け作業が約1時間に短縮
され、コストの大幅な削減と省力化、高品質化が
できると漁師さん達からとても好評な製品となっ
た。

3月11日　14時46分
事務所にいる時に地震が来た。とてもすごい揺れ

で、ロッカーやキャビネットが倒れそうになった
ので必死に抑えた。釜石市出身のため、子どもの
頃から地震が来たら避難する事は習慣として染み
ついている。尋常ではない揺れだったので、津波
が来ると直感的に思った。すぐに従業員を帰宅さ
せて、自分も会社の近くにある自宅へ帰った。家
族が避難した事を確認し、高台の小学校へ避難
した。最初はラジオで「予想される津波の高さ
は3mです」と報道されていたので、防潮堤も超
えないだろうと思っていた。しかし、湾口防波堤
で少しは弱まったのだろうが、あっという間に公
共埠頭や橋が波にのまれた。そして予想を上回る
大きな津波は、海の近くにある2階建ての我が家
の屋根が隠れるほど押し寄せ、家を飲み込んでし
まった。信じられないと思ったが、「はぁ…こん
な事もあるんだな…」と流される様子を見ている
しかなかった。その日の晩は小学校の避難所で「も
う世の中の終わりかな、会社ももうやめようか」
と自問した。

従業員達の姿を見て、 
会社の再建を決意
翌朝会社に来ると、3つある工場の1つは全壊で、
2つは鉄骨だけになっていた。機械はすべて海水
をかぶってひどい状況だ。停電しているし、ガソ
リンもない。周囲の道路は瓦礫で溢れていた。と

取材日

日々心豊かに生きられるように
石村 眞一 石村工業株式会社

石村工業株式会社代表取締役。岩手県釜石市で薪・ペレット兼用ストーブ「クラフトマン」や高速ワカメ撹拌塩蔵機「し
おまる」を自社製品に持ち、製造・販売している。東日本大震災の津波で大きな被害を受けたものの、いち早く操業を
再開し、現在も順調に事業を継続している。

企業
釜石市 2013.08.21
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ころがそうした中、従業員が徒歩や自転車で会社
に来て片づけを始めた。私は指示を出していない。
従業員達には「会社はもう駄目だ」という考えは
一切ないようだった。自主的に片づけをする従業
員は、日を追うごとに1人、2人と増えていった。
そうした従業員達の姿を見て、会社の再建を決意
した。
まずは資金が必要だ。半年、会社を維持できるお
金を用意しようと銀行に掛け合った。釜石市内の
銀行は一般市民の対応に追われ企業への対応はで
きなかったので、盛岡まで行き資金を確保した。
ビニール波トタンを使って、自分達の手で工場の
壁を張り替え、中古の機械をすぐに手配した。全
国から応援を兼ねたストーブの注文が来るように
なり、5月末からは少しずつ出荷を始める事がで
きた。また、6月頃には漁師さん達からワカメ塩
蔵機の注文が来るようになった。漁師さん達も被
災したが、ワカメは1年で収穫できる。ワカメ養
殖を再開するにあたり塩蔵機が必要になったの
だ。自社製品を持っている事が幸いした。

全国の支援に感謝を伝えた 
被災ストーブ
工場を片づけていると、瓦礫の中から在庫のス
トーブがたくさん出てきた。海水をかぶり多少傷
がある。さらに錆が出てくる可能性もあるため売
り物にはならないが、修繕して塗装すれば使用す
る分には問題がない。そこで、木質バイオマス燃
料の普及に役立てていただければと思い、活用し
てくださる団体への無償提供を呼びかけた。全国
紙が記事に取り上げてくれた事も手伝って、全国
各地から応募が来た。被災したストーブは、過疎
化した農村の活性化に取り組んでいる団体や森林
セラピーをしている団体、老人ホームなどへ行き
先が決まった。その後高知県の老人ホームの方が
来てくださって、毎日炎を見ている年配の方に笑
顔が戻ったと、ストーブの活躍を報告してくれた。
もちろん修理の費用はかかったが、全国に薪・ペ
レット兼用ストーブを通じたネットワークができ
たので、提供して良かったと思っている。

大震災を振り返って
日本での木質燃料暖房機の普及はまだまだ課題が
多い。外国製のストーブも流通が増えているため、
全国で薪の供給が足りていないようだ。「薪を購
入できないか」と関西からのお問合せもあった。
現在、釜石地方森林組合と山から木を切り出し、
薪にし、供給するまでのシステムを研究している。
また、都市部では煙とストックが問題になるため、
薪よりもペレット燃料が良い事が分かってきた。

これから家庭用も農業用も技術的な研究をさらに
進め、人々の身近なエネルギーとして広めていき
たい。
私も約2週間避難所で生活したが、被災した方々
は少なからずオール電化住宅のように1つのエネ
ルギーに頼って暮らすスタイルは危ういと感じた
と思う。ヨーロッパでは薪ストーブが暖房として
多くの方に使われている。しかし、日本では石油
燃料のストーブが主だ。日本には全国に山があ
り、木質バイオマス燃料は私達にとって、とても
身近なエネルギーである。少々手間はかかるけれ
ど、薪を作って炎を見ながら煮炊きをして暖を取
り、身近なエネルギーと暮らす方が人間らしいの
ではないだろうか。かつての日本人はそうした人
間らしいライフスタイルだったはずだが、いつの
間にか変わってしまった。震災後、釜石でもこう
したライフスタイルの重要性が話題となった。震
災前は岩手をはじめとして長野や北海道からのス
トーブの注文が多かったが、震災後は関西地方か
らの注文が増えている。南海トラフ地震なども危

撮影：2011.3.11　岩手県釜石市　建物を飲み込んだ津波

撮影：2011.3.31　岩手県釜石市　被災したストーブ工場
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惧されている事から、電気だけに依存せず停電時
でも暖を取れるほか、煮炊きもできる点が好評だ。
震災を受けて、薪ストーブのような再生可能エネ
ルギーに対する人々の認識は変わったように感じ
る。
東日本大震災で釜石でも大勢の方が犠牲になっ
た。日々心豊かに生きられるように、自分にとっ
て何が大事なのか、どう生きていくかが重要だと
思う。家族と共に毎日美味しい食事をして、仕事
ができ、自然の恵みの元で生きていけるありがた
みを改めて感じている。

薪・ペレット兼用ストーブ「クラフトマン」

撮影：2011.3.18　岩手県釜石市　被災した工場内部
（石村 眞一さん提供）

撮影：2011.3.13　岩手県釜石市　被災した元事務所
（石村 眞一さん提供）

撮影：2013.8.21　岩手県釜石市　復旧した工場内部
（EPO東北スタッフ撮影）

撮影：2011.3.13　岩手県釜石市　被災した本社工場
（石村 眞一さん提供）
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だらすこ工房の始まり
【大澤さん】「だらすこ工房」は私が25～6年前
から叔父叔母の家をコツコツと改築して作ってき
た場所だ。久慈市内で長年勤め、厄年の前後に病
気になり「自分は長生きできないのだろうな」と
思った時、先の事を考えた。昔に比べて村には人々
が集まる場所がとても少ない。昔は家の縁側に誰
かが座っていて、家の前を通る人に「おい、よっ
てけー」と声をかけていた。そうした場所が減り、
自分を含めて男性は退職後に時間を持て余してし
まうのではないかと心配になった。退職後は地域
の人々の集まる遊び場のような工房を作る事が夢
となった。

3月11日　14時46分
【大澤さん】だらすこ工房で作業をしている時に
地震が来た。とても長く、揺れ方は尋常ではない
変な感じだった。地震が来た時、年長者の昔の話
をよく聞いていたので、すぐに津波が来ると分
かった。家族や町内の身体の不自由な方、お年寄
りが心配になり、工房を出発する準備をして町の
方へ向かった。ところがすでに津波が来ている事
を聞き、町に入る事はできなかった。その晩は家
族の消息も分からず、不安な一夜を過ごした。

【畑村さん】薪割りをしていた。「そろそろ3時だ
からお茶でも飲むかな」と思い、自宅に入ったと
ころで地震が来た。とても長い揺れだったが、家
の中では物が落ちる事もなく、ストーブの上に置
いてある鍋からお湯が少しこぼれるくらいだっ
た。大きな地震があった時は必ず津波が来る。す
ぐに高台へ避難した。

【幸作さん】旭町の修理工場にいる時に地震が来
た。とても浜に近い場所なので、間違いなく津波
が来ると思った。周囲の人に「何も持たずに、と
にかく年寄りと孫を車に乗せて逃げろ」と指示を
した。揺れているうちに停電になったため、警報

は入らなかった。

【大澤さん】翌朝、避難所を確認し、家族の無事
が分かった。自宅は流されてしまった。ショック
がないと言えば嘘になる。当然、心の中には悲し
い気持ちや悔しい気持ちがあったけれども、表に
は出さないようにした。

【畑村さん】自宅を津波で流され、妻の実家に1
週間ほど避難した。ところが親戚の家にいても何
も情報が入らなかったので、久慈工業高等学校の
避難所に入った。高校は山の方にあったので、電
気は2～3日で回復したようだ。

【大澤さん】津波が起きて、自分の家が海の近く
に建っていた事を再認識した。もちろん、海の近
くに住んでいる事や津波が来る地域である事を
知っていたが、自宅を流される想定で暮らしてい
るわけではなかった。しかし、自然災害は仕方が
ない。これほど海の近くに家があったのだから、
流されるのは当然だろうと思った。家族が無事
だった事が幸いだし、俺の将来はもう短いのだか
ら、1日でも多く楽しんだ方がよいのではないか
と感じた。

地域の人々の防災意識
【畑村さん】3月11日の2～3日前にも地震があっ

取材日

千年後の未来、村や後世を想って
大澤 継弥、畑村 茂、廣内 幸作 だらすこ工房

小さな木工工房は岩手県野田村の山中にある。東日本大震災後、5人のメンバーで始まった。震災の記憶と復興して行
く被災地の姿を伝えるため、村を守りながら倒れた防潮林の黒松を用いて木工品を作っている。また、再生の足がかり
として地域主体の自然エネルギー発電所「野田村だらすこ太陽光発電所」を自分達の手で建設した。

任意団体
野田村 2013.09.25

大澤 継弥さん
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その矢先の震災だった。津波によってそろえた防
災グッズは流されてしまった。
小学生の孫に「おじいちゃん逃げよう、逃げよう」
と言われて、しぶしぶ逃げた方は多いらしい。ま
た、津波を見物していて、思わぬ大津波に必死で
逃げて間一髪で助かった方が大勢いるそうだ。避
難路や避難所の整備は大切だが、個人の防災意識
は最も重要なポイントではないだろうか。旭町で
自主防災組織を立ち上げた目的の1つは「防災意
識の向上」だった。どのような津波が来るのかは
分からないのだから、想定内、想定外は関係ない
のだ。避難路や避難所が活かされるような防災意
識をすべての人が身につけなければならないと思
う。

「千年の松」プロジェクト
【大澤さん】皆が仮設住宅に入るようになった頃、
周りの様子を見ていると、男の人達が時間を持て
余して散らばっている。集会所では女性が集まっ
てお茶っこしていた。「あぁ、やっぱり男の居場
所はないのだ」と思った。「遊び場があるから来
てよ」とだらすこ工房の事を何人かに声をかけた。
そのうちの1人に畑村さんがいた。

【畑村さん】仮設住宅で「輪の会」というグルー
プがあったので、大澤さんから話を聞いて仲間に
声をかけた。2012年6月からだらすこ工房へ来
ている。最初は「試しに行ってみるか」と軽い気
持ちだったが、現在まで通い続けているのだから、
だらすこ工房を気に入ったという事だと思う。

【大澤さん】時間制限も拘束もない。誰が何をす
るのかも決まっていない。工房が少しでも元気の
素になれば良いと思っているので、自由に利用し
てもらいたかった。
だらすこ工房では「千年の松」プロジェクトに取
り組んでいる。昭和10年、野田村には約1万本
の黒松が防潮林として植えられた。村民の手に
よる3年がかりの一大事業だ。東日本大震災で黒

た。私は避難したのだが、近所の人達は逃げてい
なかった。家に戻ると妻は「恥ずかしい」と言っ
た。周りの人は逃げていないのに、自分達は逃げ
たからだそうだ。人々にはこうした気持ちがどこ
かにあるのかもしれない。また、その時の地震で
津波が来なかったため、3月11日の地震の後も
津波は来ないだろうと判断して逃げなかった人も
いたかもしれない。

【幸作さん】それでも津波は黙ってやって来る。
いつ来るのか、どのくらいの高さなのか、津波が
来るまで分からない。万里の長城と言われた旧田
老町の防潮堤でさえ、絶対に安心ではないのだ。
どの台風でも町を流してしまうほどの台風はない
が、津波は細いところに入るほど威力が増し、波
もどんどん高くなる。三陸沿岸は細く狭くなって
いる場所がたくさんある。だから大きな船も内陸
へ運ばれてしまう。津波は何の知らせもなく、静
かにやって来る。それを分からずに防潮堤を高く
しても意味がない。

【畑村さん】地震が来たら逃げるのは当たり前だ。
昭和8年（1933年）の昭和三陸津波の話を聞い
ていたならばなおさらだと思う。逃げる時は海か
ら1歩でも遠く、1歩でも高いところに逃げなけ
ればならない。そうすれば助かる可能性が上がる。
逃げるのは恥ずかしい事ではない。

【大澤さん】幸作さんのように豊富な経験を正し
く認識している事が重要だ。津波はブルドーザー
と同じ原理で、細く狭い場所に入ると威力が増し
て波は高くなり、波同士がぶつかればさらに波は
高くなる。もしかしたら年長者の中には昔の話を
聞いて、豊富な経験から自分なりの解釈をしてし
まった人もいるかもしれない。犠牲になってし
まった方々の状況から原因を把握し、また悲劇を
生まないためにも、これからの復興や防災意識に
活かしていかなければならないと思う。
2010年に、旭町自主防災組織で防災設備を整備
した。旭町内会長を務めており、役場から「津波
や水害のある地域なので自主防災組織を整備しな
いか」と提案された事がきっかけだ。会長に就い
たからにはぜひ何かをやってみたいと思っていた
し、津波や水害が常襲の地域に住む者として、防
災は大切だと日頃から感じていた。（財）自治総
合センターのコミュニティ助成事業を活用し、発
電機、携帯ラジオ、簡易トイレ、救急箱、災害用
車いすなどをそろえた。また、地域の方を対象に
聞き取り調査とアンケートを行ない、要介護者や
英語が必要な方をリストアップした。支援体制も
防災グッズもそろったので、2011年4月からは
それらを使って訓練を行なおうと計画を立てた、

廣内 幸作さん
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と二つ返事で、とんとん拍子に話は進んでいった。
この事業に取り組む事を決めたのは、震災で停電
を経験し、福島第一原子力発電所の事故があった
事をきっかけにいろいろと考えさせられたから
だ。これからのエネルギーには何が良いのか、知
らず知らずのうちに情報として入ってきていた。

【畑村さん】現代の社会では電気やガソリンが無
いと何もできない。もしも近くにエネルギーの供
給源があり、どのような状況でも灯りさえつけば、
精神的にとても救われるはずだ。

【大澤さん】2012年11月、雑木林の木を伐採し
て片づけ、12月に太陽光パネルを載せる単管パ
イプの基礎を作った。1週間ほど技術指導の方が
1人だけ来てくれたが、すべて自分達で建設した。
私は配線関係を担当し、仲間には大工や土木関係
者のプロフェッショナルがそろっていた。いろい
ろな人が集まると得意を持ち寄って、何かができ
る。

【畑村さん】2013年6月、「野田村だらすこ太陽
光発電所」が完成した。単管パイプやパイプを地
面へ打ち込むための機械はとても重くて大変だっ
たが、建設にかかった約6ヶ月間は本当にあっと
いう間だった。この発電所の建設に取り組んでか
ら、自分が作った電気だと思える。これまで使っ
ていた電気は他の人が作ったものだと実感した。
震災を経験したからこそ分かった事であり、よそ
から入った業者ではなく、自分達でやったのが良
かった。自立運転ができるので、非常時に備えて、
50 kwくらいの発電所を村にたくさん作れたら良
いと思う。

【大澤さん】歳を取っているけれども、我々も将
来やエネルギーの事を考えている。大震災を通し
てエネルギーに対する意識は変わった。市民共同
発電所の提案があった時、すぐに挑戦してみよう
と思った。この発電所は自分達のためではなく、
未来の子ども達のために作ったと思っている。村

松は村を守りながら倒れ、現在は数えるほどしか
残っていない。復興へ向かう事ができる感謝を忘
れず、未来の子ども達をまた来るかもしれない津
波から守るために、だらすこ工房では村を守った
黒松を活用して、木工品を制作販売し、売り上げ
の一部を村に寄付をする事にした。それを「千年
の松」と命名し、防潮林の苗を買うための資金に
充てている。我々の取り組みを子ども達が意識し
て、感じてくれれば良いと思っている。何のため
に、どんな思いで取り組んだのか、我々のストー
リーが伝わり続ければ、津波に対する意識の向上
にもつながると思う。未来の子ども達を守り、夢
のある村を残したい。

【幸作さん】教える人は立派な先生でなくともよ
いと思う。経験した人が教えていかなければ分か
らない。

【大澤さん】学者などの立場からの見解ももちろ
ん必要だろうが、地元の経験者を大事にした方が
良いと思っている。今後の防災意識の向上や防災
教育について、しっかりと練り直すべきだ。大震
災では多くの映像が残っている。正直、当事者と
しては見たくはないが、そうした映像を見せる事
も、忘れてしまわないため、今後の犠牲者を出さ
ないために必要かと思う。

【畑村さん】この出来事を伝え続けるしかない。
それを子ども達にも伝えたい。この大震災を経験
した人が自分の子ども達に話せば、その子達は友
達に話すかもしれないし、大人になってから自分
の子ども達に話すかもしれない。「100年前にね
…」「200年前にね…」と、そのように伝えてい
くしかないと思う。

【大澤さん】だらすこ工房は、取り組んでいる事
はてんでんだけれども（めいめい違うけれども）、
仲間とお話しできるのが楽しい。何かを作る事が
目的ではなく、ここに集まっての情報交換が何よ
り大切な事だ。そして、自分達が何とかめげずに
やっている事を、これまで支援をしてくださった
方々や若い世代に見せたい。野田村に住む我々の
取り組みを発信する事で、野田村の元気を知って
もらう事ができると考えている。

「俺たちが作ったんだ」
【大澤さん】NPO法人環境パートナーシップいわ
ての佐々木明宏さんから、市民共同発電所事業の
提案をいただいた。市民ファンドで太陽光発電所
を建設し、事業を通して自立と復興を目指そうと
する取り組みだ。仲間に相談すると、「やる！」 畑村 茂さん
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集まる場所として千年続いてほしい。

【幸作さん】津波は明治三陸地震、昭和三陸地震、
チリ地震と何度も来ている。その都度皆で頑張っ
て、何とか立ち直ってきた。何回津波が来ても、
何とか立ち直ってきた。流れたものは元には戻ら
ない。村も行政も国も悪くない。自然災害が起き
た時、誰のせいかと考えても誰も悪くないのだ。
なんぼ流れても（何度流されたとしても）元の場
所に家を建てたいと思うし、これまで何度も立ち
直ってきた野田村を守りたい。
村には昔のような縁側もなくなったし、年寄りが
歩いている事は少なくなった。仮設住宅ばかりに
いるより、だらすこ工房へ来て、仲間と集まる方
がとても楽しい。薪を割ったり、お茶を飲んだり
するだけなのだが、また遊びに来たくなる。だら
すこ工房は野田村の中で最高の場所だ。

【畑村さん】津波で家を流されてしまったが、流
れたら流れたで仕方がないと感じている。今はと
てもシンプルな気持ちで、移転先が決まるのを
待っている。だらすこ工房へ来て自分が作った木
工品の売り上げが村に寄付されるので、工房に来
ると「少しは野田村のためになっているかな」と
いう気持ちになれる。行政が頑張っている間は、
少しでも野田村のためになるよう取り組みを続け
たい。
とても便利な社会になったが、すべてが便利にな
ると、人間は駄目になってしまう。便利な社会に
なったとしても、昔の知恵や道具は残しつつ、緊
急時の備えをしなければならない。そして、津波
から逃げる時は、1歩でも海から離れ、1歩でも
高い場所に行かなければならない。子ども達、孫
達…とずっと命がつながっていけば、その先が未
来なのだと思う。津波からてんでんに（めいめい
に）逃げて、命さえ助かればまたいつかは会える
かもしれない。それを伝え続けなければならない
と思う。自分の子ども達、孫達…と順番に教えて、
1世代、1世代、積み重ねていけば、千年後につ
ながっていくだろう。

の人達やいろいろな人を巻き込んで、自分達で
作ったのが良かった。エネルギーをより身近に考
えられるし、発電所を「俺達が作ったんだ」と子
ども達に言う事ができるし、実物を見た時にス
トーリーが始まる。手づくりの発電所が村のあち
こちにあるようなまちづくりをしたい。
新聞やテレビなどのマスコミに取り上げられた事
もあり、花巻や仙台、気仙沼から「自分達もやり
たいなと思っている」と見学者が来るようになっ
た。現在は2号機の建設も考えている。また、使
わなくなったパネルを再利用して、移動式の携帯
用発電キットを作ろうとしている。これらの取り
組みは夢にも思わなかった展開であるし、このよ
うな経験ができてとても勉強になった。仕事とし
て何十年もやってきた事を活かせるのは、「やっ
たな」という達成感がある。ものすごく楽しい。

村への想い、大震災を振り返って
【大澤さん】東日本大震災が発生し、全国、世界
中から多くの方が支援に来てくれた。本当にあり
がたい。支援をしてくださった方々に何とか感謝
の気持ちを伝えたいと思い、だらすこ工房の活動
を続けてきた。自分1人だけの力ではできないの
で、仲間や行政に協力してもらう。幸作さんはだ
らすこ工房にとって、とても頼れる先輩だ。漁師
を経験し、昔の事、道具の使い方やロープの結び
方など何でも知っている物知り博士である。
次世代の人達はこれからの日本を背負っていかな
ければならない。高齢者が増え、震災の復興もあ
り、原発の問題も抱えている。少ない人数でこの
日本を支えていかなければならない人達の事を思
えば、我々も何かできる事を示したい。動いて
いれば100人のうち1人でも見ていてくれると思
う。村や後世を思う気持ちはきっと世界共通だ。
我々のために先祖が防潮林や伝承などを残してく
れたように、意識はしていないけれども、村や後
世を思うDNAが根づいているのだと思う。
自然災害は誰の責任でもない。自分の家だけが流
されれば、「なんで俺の家が…」と思うのだろう
が、今回の震災では多くの方が大変な思いをした。
形のあるものは流されてしまう。防波堤や防潮林
には限度があり、それを超える津波が来たのだか
ら仕方がない。目標としてきた、家を建てる事は
達成できた。もう流されて無くなったけれど、自
分の人生で家を建てた事実は変わらない。これま
で自分の一生はこうありたい、一生のうちにこれ
をやりたいと思い描きながら生きてきて、震災を
きっかけに思わぬ方向転換があったけれども、最
終的に考えてみると、だらすこ工房にたくさんの
仲間や村民が集まってくれる事が自分の目標の到
達点だと思っている。だらすこ工房は村の人達が

野田村だらすこ市民共同発電所
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薪ストーブとの出会い
父親の仕事を継いで、主に林業関係の機械を販
売する仕事をしていた。1979年、第二次オイル
ショックの影響で石油が高騰した際に、お付き合
いのあった林業機械の輸入元が「日本は豊かな森
林があるので、海外の高性能の薪ストーブはビジ
ネスチャンスではないか」とデンマークから輸入
したのが、私が薪ストーブに出会ったきっかけ
だった。その頃はリゾート地での需要も大きく、
しゃれた別荘などに暖炉や薪ストーブが設置され
ていた。
最初に薪ストーブと聞いた時は、ホームセンター
などに行けば3000円で買える時代なのに、なぜ
わざわざ海外から高いストーブを輸入するのか疑
問に思った。しかし、実際に見てみると非常にデ
ザインが良く惹かれたので、自分の事務所で使う
事にした。火を焚いてストーブにあたると、とて
も心地が良く「これほど良い物なら分かってくれ
る人もいるかもしれない」と思い、約30年前か
ら仕事として取り組み始めた。

3月11日　14時46分
平泉バイパス北口交差点の赤信号で停車している
時に地震が来た。「30秒もたてば止まるだろうな」
と思ったが、いつまでたっても止まらない。正確
な時間は分からなかったが、地震とはこれほど長
く続くものなのだろうか。すぐに尋常ではないと
感じた。車体が大きく揺れるので船に乗っている
感覚で、誰も車からは降りられない様子だ。信号
機や電柱もぐらぐら揺れていた。これほど大きな
地震で建物は倒壊しないのか、自宅や事務所は無
事なのだろうかと不安が募った。
地震が落ち着き、すぐに信号機は停電した。帰宅
する事を決め、一ノ関にある自宅へ向かった。幸
い道路の陥没などはなく、普段通る道路を通って
帰る事ができた。家では家族が私の帰りを待って
いた。電気は3～4日間は止まったが、水道は止
まらず、都市ガスもすぐに復旧した。電源に頼ら

ない薪ストーブを日頃から使っているので、暖房
の心配はなかった。燃料も前日に薪を調達してい
たので十分にストックがあった。さらに、米や乾
麺など食料の備蓄もあったため、2週間は生きて
いけるだろうと思った。携帯電話は使える地域と
使えない地域があったが、固定電話は使えたので
昔の物の強さを感じた。
家族の無事を確認した後、近隣を回って建物の倒
壊やけが人がいないかを確認した。停電で暖房の
無いお宅が多かったので、「よろしければ、うち
に薪ストーブがあるので来てくださいね」と声を
かけた。結果的に地域の方々は遠慮して来なかっ
たが、停電が長期化し、もっと寒い時期で毛布に
くるまっているだけでは凌げない寒さだったら、
地域の方々が集まれる暖かい場が必要だと思っ
た。
ほとんどの大型スーパーマーケットは閉店した。
天井が落ちたり、ガラスが割れたり建物の被害が
大きいので従業員やお客様の安全を確保するため
だ。一方、昔ながらの個人商店や地元スーパーマー
ケットは営業していた。店舗の外で販売するお店
もあり、食料や電池を買うために行列ができた。
地震から1週間が経過し、盛岡市内にある事務所
へ来たところ、ロッカーやストーブが倒れてひど
い状況だった。この頃からだんだんと食料の流通
が回り始めたと思う。

取材日

地域の成り立ちや生活のあり方を
真剣に考え直すべき
大立目 勇次 株式会社岩手暖炉

株式会社岩手暖炉は1982年創業。数多くのメーカーの暖炉、薪ストーブを取り扱う。また、山や林業に対する問題意
識から、2000年より盛岡市近郊の薪を焚くことが大好きな仲間達と「もりおか薪割りクラブ」の活動を行ない、薪ストー
ブを購入した人達に、薪を作り、薪ストーブに関する情報交換ができる仲間と出会う場の提供をしている。

企業
盛岡市 2013.10.22
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さを持っている。すべてをデジタル、ハイテクに
する事は危ないと感じた。

林業と薪供給における課題
薪ストーブの全体の需要は上がっている。ホーム
センターなどで購入できるし、個人で輸入してい
る方もいる。岩手県内で2軒しかなかった販売店
は、ここ数年で12～13軒に増えた。環境問題に
対する認識から取り組む時代になり、注目される
ようになった。薪ストーブが木質バイオマス、自
然エネルギーなどの環境問題に関する認識に変化
したのは7～8年ほど前からだ。本来は自分で薪
の調達をできる人が薪ストーブを購入すべきなの
だろうが、利用している人達にとって薪の調達は
大きな課題である。
岩手県は全国一の薪や炭の生産地だ。かつての生
活は薪と炭のエネルギーが中心だった。それが、
戦後の高度成長の過程でエネルギーの転換がなさ
れ、さまざまな物が安く便利に移り変わる中で、
薪が流通しなくなってしまった。かつては林業の
盛んだった岩手県でも林業分野で抱える課題は大
きく、薪の供給における現実は非常に厳しい。

暖かく過ごす冬を想像しながら
「もりおか薪割りクラブ」は岩手県盛岡市近郊の
火を焚く事が好きな仲間によって始められたロー
カルなネットワークだ。
うちのお客様が県の林業技術センターのホーム
ページで「薪割りクラブ」の項目を見つけた。薪
の利用について、薪割りクラブの構想が書いてあ
るページだった。そのホームページを見て、私は
担当者の深澤光さんに直接会いに行った。その後、
意見交換や薪割りのPRイベントを行ない、山や
林業の現状に対する活動を一緒に模索した。

「もりおか薪割りクラブ」の活動が始まったのは
2000年の事だ。木や山に対する認識を見つめ直
してほしい想いがあった。山がこれだけ自分達の
近くにあるのに、誰もが関係ないかのように生き
ている。お金を出せば薪は買えるけれど、自分で
薪を作る事で木や山は大事だと感じて欲しいと考
えた。購入側は「高い」と感じるが、いざ薪を作っ
て売る側から労働力やかけた時間を考えるととて
も単価が安い。林業への理解や薪を作る大変さを
体験し、薪ストーブを買ったところから、さらに
踏み込んでほしい。ある程度意識をお持ちで、市
内にお住まいで薪を作る事ができる条件のない方
に活動の声がけをしている。
活動は毎年5月頃からスタートする。年10回ほ
ど土曜か日曜に集まって、薪の共同製作をしてい
る。1回の活動に参加するのは約10人だ。普段

せめて少しでも力になりたい
次の日、情報を得るために訪れた避難所でテレビ
や新聞を見て、津波被害の大きさを知った。津波
が起きた事はラジオで聞いていたが、まさかこれ
ほどの被害があったとは想像ができなかった。衝
撃的だった。
2週間後、お客様に会いに大船渡市赤崎町へ行っ
た。幸いな事にお客様は全員無事だった。一関市
大東地域から陸前高田市の矢作町を通ったとこ
ろ、矢作町でも津波の被害があり、大変驚いた。
矢作町は内陸地域なので何事もないと思っていた
からだ。それから気仙川沿いに進み、広田町を抜
けて大船渡の日頃市町へ行き、さらに海に近い赤
崎町のお客様に会いに行った。道路沿いに瓦礫が
たくさん積まれ、壊滅的な状況だ。新聞やテレビ
では見たけれど、内陸と沿岸部の被害の差があり
すぎてもどかしさを感じた。しかし、自衛隊が復
旧したのだろう、すでに道路の瓦礫は片づけられ、
主要な道路は走る事ができた。
赤崎町のお客様ご自身は地震の時、盛岡にいたた
めなかなか大船渡に帰れなかったそうだ。お客様
のご家族は津波が来た時、すぐ近くの山に逃げて
助かり、お宅1階の天井まで津波が来たものの建
物は残った。せめて少しでも力になりたいと思い、
まだ食料が手に入りにくかったので、大東地域の
福祉施設のパン工房で買えるだけ買ったパンと電
池をお渡しした。
同級生にも会えた。話を聞くと、自宅は津波の被
害を受けなかったが、食料が手に入らず大変だっ
たようだ。その後、広田町のお客様に会いに行っ
た。その地域の住宅も1階部分は津波の被害を受
けていた。避難所に指定されている高台のお寺に
行ってみると、消防団の関係でお客様は出かけて
いたのだが、無事である事が分かった。また、陸
前高田市内に4～5軒はお客様がいたので中心部
へ行ってみると、大変な惨状を目の当たりにした。
何かしてあげたい気持ちはあっても、同じ県にい
るのに何もできず、もどかしさを感じた。

震災を経て、 
薪ストーブに対する認識の変化
震災以前、薪ストーブは暖房機なのに嗜好性の強
い物だった。火の暖かさや木の温もりを知ってい
る方々が好きで使っていた。しかし震災による長
期の停電を経験して、人々の自然エネルギーや蓄
電に関する関心や意識は変わった。新築などで薪
ストーブを設置できる条件にある方は設置しよう
と意識が高くなったと感じる。震災以前は電気や
石油が無くなる事を考えていなかった。シンプル
でかつ昔からあるものは非常時にも対応できる強
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ブほど修繕は簡単であり、シンプルなものは緊急
時にも対応できる強さを持っていると感じた。そ
れに、さまざまな地震を経験し、薪ストーブ自体
や設置の強度が上がっているのだと思った。
現在、関東圏でも薪ストーブの需要は大きい。し
かし、薪ストーブを使える条件を持つ人達が使う
べきではないだろうか。岩手県でも薪の安定供給
は大きな課題なのに、関東圏に出荷されている。
米は毎年収穫できるが、木は育つまでに10年も
20年もかかる。岩手県の資源を簡単に外に出す
事についてはよく考えなければならないと思う。
岩手県は山や木が豊富にあるので、災害時の備え
としても薪ストーブは有効だ。それは岩手県の地
域性だろう。都市には都市に合った備えがあると
思う。
震災後、全国からボランティアがたくさん来てく
れた。大変ありがたいことだが、少し疑問を感じ
た。かつての地域は「結」の文化で成り立ってい
たからだ。隣の家が困っていたら手伝う、集落同
士で祭りの手伝いを行なう。それが結文化だ。あ
れだけ大きな震災だったので、本当に困った時は
必要かもしれない。けれども時間が経ち、ボラン
ティアに頼らずに自分達でやらなければならない
時期が来ると思う。震災後、地域を出た人は多く、
新しい人が入ってくる事はほとんどない中で、復
興できるのか正直不安は大きい。仕事が無いと人
は離れてしまうので、岩手県に縁のある経営者が
岩手に事務所を構えるくらいの考え方がなければ
復興できないと思う。その地域にはその地域の生
き方がある。大震災を通して、岩手県、日本の地
域の成り立ちや自分達の生活のあり方について、
真剣に考え直すべきだと感じている。

は体を動かす仕事をしていないと、なおさら作業
が楽しい。当然、最初は斧もチェーンソーも使え
ないが、だんだんと覚えていく。大変な作業だが、
冬の生活の楽しさを知っているので、薪ストーブ
で暖かく過ごす冬を想像しながら薪を作る。作っ
た薪は1つひとつに思い出があり、なかなか割れ
なくて何度も挑戦した木だと、使う時に思い出す。
安いかもしれないが、ホームセンターで売ってい
る薪には作る人の愛情を感じない。使う人の顔が
見えないので、ただ物を使う感覚なのかもしれな
い。作業だけではなく皆でお茶を飲み、コミュニ
ケーション、情報交換をする。自分で作った薪は
絶対に無駄使いできない。その薪で冬を過ごすの
は特別な事だと思う。
薪を作るグループはたくさんある。考え方はそれ
ぞれ微妙に違うようだ。「もりおか薪割りクラブ」
は組織を大きくしないように、お昼にお話しでき
る人数での活動を目指している。名前に「もりお
か」と付けたのも、そうした意味が込められてい
る。そうした小さなグループが地域のあちこちに
できると良いと思う。

大震災を振り返って
岩手県は首都圏に頼りすぎていると感じる。物の
流れはすべて1か所でコントロールされ、郊外に
は大型スーパーマーケットが店舗を構えている。
商品は安いだろうが、無駄に多くの量を買わなけ
ればならない事も多い。また、コンビニエンスス
トアがあちこちにあり、いつでも買い物ができる。
しかし、コンビニエンスストアにはストックヤー
ドがないため、余った商品はすべて廃棄だ。1世
代前まで、地域は地元の商店で成り立っていた。
小さい頃から親しんでいる地元の商店はお店より
広い倉庫があったし、必要な分だけを買えた。当
時のスタイルだったら、東日本大震災でも地域は
それほどのパニックにはならなかったと思う。岩
手だけでなくすべてがグローバリズムに頼りすぎ
ている現状があると思う。ローカリズムがきちん
と成立した上で成り立つのがグローバリズムでは
ないだろうか。
大震災を通して、災害時には水と暖房が大事だと
感じた。お米はなくても、水さえあれば10日は
生きられる。災害は突然やってくるのだ。朝、「行っ
てきます」と家を出て家族の元に必ず帰れる保証
はどこにもない。食べ物、水、安全は自分で確保
しなければならないし、岩手は冬が長く暖房を半
年間使用するので、暖房についても備えるべきだ。
日々目の前の事をきちんと行ないながらも、これ
らは常に考えなければならない事だ。震災直後は
電話が復旧したら、修繕依頼に追われると思った
のだが、意外に少なかった。シンプルな薪ストー

暖かく過ごす冬を想像しながら、薪を共同で製作
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東北農業研究センターでの 
研究について
農業経済担当で専門分野は幅が広いが、農家の経
済状態を調査して判明するのが最も基本にある業
務だ。農家といっても複雑で、農業だけで食べて
いるわけではなく兼業の方もいて、兼業の所得と
農業の所得を足し合わせて生活をしている。農業
だけではなく兼業の方も重要なファクターになる
ので、兼業の賃金水準やどこに勤めているかも調
査している。
例えば、東北の中山間の寒村で人々がどのくらい
の所得水準で暮らしているかを調査する。役所の
仕事として、そこに新しい作物を入れて所得を向
上させることは重要な任務になる。その時は、ほ
うれん草を導入するとどれだけの所得拡大効果が
あるかを調査した。一方でどれだけ彼らが過酷な
環境にいるのかを調べている。北上山系のある村
では水道があまり普及しておらず、各家庭で沢水
を引いている。農業用の用水も沢から引いている
が、水が冷たすぎて稲が育たない。そのため池を
作り、1度そこで温めてから水田に水を流してい
る。
農村内にある資源は全部有効活用して、将来につ
なげられるような題材があればそれを発展させる
べきだという考えからバイオマスに着目したプロ
ジェクトが組まれ、その延長としてバイオディー
ゼル燃料（BDF）の調査を行なった。BDFに携
わるようになってから8年が経つ。
地域の資源が循環していないと石油依存に対する
問題意識があった。それは僕の問題意識だけでは
なく、研究所のネットワークの中でも、できるだ
け石油は使わないように技術開発をしていこうと
いう流れがあった。

3月11日　14時46分
研究所内で本の原稿を書いていた。数日前に少し
強い地震があったので、「またか」と一瞬思った
が横揺れが収まらないので、「これはやばい」と
感じた。しかも命がかかった原稿を保存する前に

揺れ始めたので、おそらく電源も落ちると思い、
地震の中でデータを保存した。HDDが壊れると
いけないのでPCをシャットダウンしようとした
が、地震の揺れのせいでシャットダウンできず
PCを抱きかかえて逃げ惑っていた。地盤が固く
建物の倒壊の心配はなかったので、命の危険は感
じなかった。電気はその後すぐに落ちてしまった。
県の試験場では温室のガラスが割れるなどの被害
があったが、研究所は何も被害がなかった。
電気は県庁と同じエリアだったので2～3日ほど
で復旧した。電気が来るまではろうそくで暮らし
ていた。食料は近所の酒屋さんで缶詰とパスタを
売っていたので大至急確保した。時間があったの
で商店街を歩いて開いてそうなお店に状況を聞い
て回っていた。東北農業研究センターの近くにい
つもお世話になっている寿司屋さんがある。地震
直後に話を聞きに行くと、冷蔵庫にある魚が腐る
ので皆で食べてくれと、寿司を食べさせていただ
いた。規模の小さいお店は商品が腐ってしまう事
情があり、商品を提供していた。ガスは止まって
いなかったが停電で店内が少し暗かった。
家族経営の商店はお店を開けていて、品物もなぜ
か並んでいた。親戚関係も含めて地元に密着して
いるお店は意外と物が流通していた。近所にある
小さなスーパーマーケットでは豊富に商品を置い
ていて、皆がそこに買い物に来ていた。盛岡で一
番古い商店街である肴町でもお店が開いていて、
お肉屋さんがコロッケを揚げていた。通常通り提

取材日

自分達の面倒を見る事の重要性を投げかけた
野中 章久 独立行政法人東北農業研究センター

東北農業研究センターで農業経済を中心とした幅広い研究を行なっている。農村内の資源利用の研究の一環としてバイ
オディーゼル燃料（BDF）に長く携わる。東日本大震災時に東北で起こっていたBDFのミスマッチをきっかけに、東
北全体のBDF関係者間でのネットワークの重要性を説く。

独立行政法人
盛岡市 2013.10.22
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いっておらず廃油が足りないのだという。岩手に
廃油があって、秋田にメタノールがあるという状
況ではあったが、岩手にあった廃油の量は秋田運
送のメタノールの量と比べるとかなり少ない。岩
手にある物を秋田に運んでBDFを作る話はリア
リティがないと判断され、東京から廃油を運ぶ事
になった。
東北で普段から情報のやり取りや原料を融通し合
う関係があれば、メタノールと廃油の連絡は関係
各所でできていたはずだ。当時は、岩手生協のよ
うに県内でBDFを積極的に広げていこうという
姿勢はあったが、それ以上の広がりを目指す盛り
上がりはなかった。そのため、石油が来ないなら
石油以外で動かそうという動きが作られる余地が
無かった。東北でのBDFに関する情報共有がで
きていれば、震災時にBDFが活きたのにと強く
思った。

これからの東北のエネルギー
課題はたくさんあるが、まずは廃油の回収量を増
やす事が先決だ。まだ発展途上の技術で完成され
た社会システムではないので、集めたところで使
い道がないという悩みもある。けれども資源とい
うものは集まっている事が大事だと思う。そして
矛盾しているような言い方だが、分散的にある事
が大事だと考えている。関東に送ってまとめて加
工するような仕組みでは駄目だ。東北地域の市町
村や、郡程度の単位で利用する事ができるシステ
ムを組み上げる事がゴールになるだろう。
そのゴールに向かって進むために、利用できる資
源を集めるシステムを組み上げる事が出発点にな
ると思う。それと同時に使う側の工夫も必要とな
る。東北は気候的に暖房需要があり、必要とする
期間も長い。BDFは普通、ディーゼルエンジン
を動かすために使うが、暖房に使う事もできる。

供できるものは販売していたそうだ。
大型スーパーマーケットに全面依存している人は
目を三角にしていたが、なんとなく田舎には田舎
の暮らしがあると思っている人は比較的落ち着い
た印象だった。結局、燃料もそうだが大きな仕組
みで平時の時にトラックや飛行機に依存している
ところは流通が途絶えたが、地域の商店街のよう
な小回りが利くところは生きていた。それで震災
直後から地元の小さな商店の油を回収してBDF
を作り、地域で回していったらどうだろうかと話
すようになった。

震災時に何をするか
仕事を再開した時、最初に岩手県庁を訪ねてト
ラックのデータを取り始めた。被災県なので救援
物資や支援の情報がテレビやラジオを通して発信
されていた。そうした情報は大抵が県庁で提供し
ていて、マスコミの方々も県庁で情報を受け取っ
て中継をしていた。そこで情報を得るために県庁
に向かった。県庁では細かな対応ができず、マス
コミ向けに巨大な掲示板が用意され、あらゆる情
報が貼り付けられていた。そこには、今日は何台
のトラックが救援物資を沿岸部に送ったかの搬送
情報も載っていた。記録しておくべきだと思いメ
モを取り、同時に筑波の知り合いと電話で何をす
べきかを相談した。その電話で普段BDFの調査
をしているのだから、今BDFがどうなっている
か、プラントが動いているか、調査をしようと決
めた。

BDFのミスマッチ
調査を進めるうちに、難しい状況がある事が分
かってきた。普段から交流がある盛岡杉生園（さ
んせいえん）、雫石町福祉作業所かし和の郷、秋
田運送に電話をしてBDFの状況を確認した。す
ると岩手に廃油はあるが、メタノールがないため
にBDFが作れないという。メタノールは普通の
ガソリンスタンドで扱っていて、石油の流通ルー
トとほぼ一緒だ。ガソリンスタンドが閉まってし
まうとメタノールも流通しない事が分かった。別
のルートを確保しようと、工業用の原料や試薬と
して使われているメタノールを扱う素材屋さんに
相談をし、在庫をかき集めてもらった。
秋田運送に連絡をしてみると、こちらでは廃油が
ないと聞いた。地震が起こった3～4日後の事だ。
マスコミの方が、高速道路は使えないし空港も難
しいから、秋田港に荷を揚げて陸路で物資を岩手
に運べばよいだろうと話をしていた。実際に秋田
港に荷を揚げる話が出ていて、BDFは大活躍す
るだろうと思っていたが、軽油の手配がうまく

BDFで発電機を運転試験中
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自分達の面倒を見る事の重要性を投げかけたと思
う。被災地ではお互いを支え合う事で生活を成り
立たせていた。被災地の生活がコミュニティーの
重要性を再確認させ、崩壊させてはいけないと再
提起したと考えている。
地域コミュニティーの中で、食べ物や水だけでは
なく薪やBDFなどの燃料も含めて、生活に必要
な物資が最低限生産されている事は重要だ。確か
に、現在の社会のように一極集中で生産した方が
効率は良い。しかし、交通が遮断されてしまうと
運搬する事ができなくなる。震災が、すべてを遠
くの地域に預ける事の危険性を露呈したと思う。
自分達の手の届く範囲で、生活が成り立つものが
自給できれば、いざという時に役立てる事ができ
る。
震災後の調査中に、山から薪を集めている農家の
方に震災時の話を聞いた。すると、「まったく変
わらなかったよ、うちは薪だから」と言ってい
た。震災時に燃料不足が深刻な問題となった一方
で、ある地域では燃料が自給できるために何も問
題にはならなかった。大震災は、いままで当然手
に入ると思っていた燃料が手に入らなくなる事、
コミュニティー内で燃料を自給する事の重要性に
気づくきっかけになったと思う。

エンジンに使わないなら暖房に使うという用途を
開発していくべきだと考えている。
BDFに関してはまだまだ可能性があると思って
いる。先進国のように工業化が進み生産が拡大し
ている国は、必ず廃棄物の問題が拡大していく構
造にある。廃棄物を減らすという意味でも、植物
油のように大量に輸入をしていて商品化もしてい
る資源の活用は重要だ。確かにBDFは最近のエ
ンジンには使えないと言われていて、なんとなく
斜陽な見方をされているが、農業用として十分使
えるし、発電機や建設機械にも適合する。トラッ
クや乗用車を動かすには適合しないかもしれない
が、利用できるところで活用されれば十分だ。特
に東北は農業圏なので、農業現場での利用可能性
はまだまだある。これは石炭から石油、石油から
原子力のような表街道のエネルギー転換とは別の
エネルギー転換で、とてもローテクで格好悪いけ
れど、小さな努力の積み重ねでのエネルギー転換
だと思っている。だから少しくらいエンジンが変
わったからそう簡単に諦めてよいものではない。
逆に、そんな事で影響されない用途はたくさんあ
ると思う。

エネルギー転換の課題
エネルギー転換は、産業構造全体をデザインして
いく過程の一部でなければいけない。産業構造を
デザインする役割を担うのは地方行政だが、地域
内で議論し行政に対して提案していく形が望まし
いと考えている。地域内で議論する場が形成され
ていない事が課題だ。
例えば県庁で低炭素の課題として太陽光・木質バ
イオマスなどの再生可能エネルギーの利用拡大
や、企業などによる3Rの推進などいろいろな事
に取り組んでいるが、それは地域の産業戦略のデ
ザインに結びついていない。BDFを推し進めて
いるNPOや事業者にも、自分の事業の範囲で考
えるために範囲を越えたところまでは考えられな
い。このような地域の産業戦略としての課題は大
きいと思う。
実際の動きがないと研究者も研究課題が立てにく
い事もある。大学の先生で地域の産業戦略を課題
として取り組んでいる方もいるので研究を進める
事はできるが、現場では動きがないために研究と
実社会との距離ができてしまい実際の運動と連動
していかない。地域内で産業戦略の議論の場が形
成されないため、BDF産業は発展途上であると
感じた。

震災を振り返って
地域のコミュニティーの在り方として、自分達で

精製したBDF
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ESDと志教育
南三陸町の教育委員会から、大震災後初めて南三
陸町内の全教員がそろう研修会で「持続発展教育
と志教育」に関する講師を依頼された。
志教育とは、宮城県教育委員会が震災前から独自
に推進している教育の在り方で、子ども達が小・
中・高等学校の全時期を通じて、人や社会と関わ
る中で社会性や勤労観を養い、集団や社会の中で
果たすべき自己の役割を考えながら、将来の社会
人としてのよりよい生き方を主体的に求めていく
教育である（キャリア教育）。小さい時に描いた
夢を、高校生までに志として高めていく。「夢と志」
ではなく、子どもの頃に持った「夢」を「志」と
して高めていこうというものだ。
ESD（持続可能な開発（発展）のための教育、持
続発展教育ともいう。Education for Sustainable 
Development）も、社会の中での自分の立場を
理解して、社会で自分は何ができるかを考える。
持続可能な社会を創るために、私達は何ができる
かを考えるのがESDだと思う。志教育も同様な
事を目指している側面がある。社会の中で自分
ができる事や役割を大事にする教育であり、ESD
と根底ではつながっていると考えている。
大震災発生後、支援者は5～6月にかけて疲労の
ピークがあったが、学校の先生方はさらに夏休み
にかけても疲労のピークが残っていた。先生方は
非常に疲れていた。そうしたとても大変な中で、
志教育や持続発展教育の講話を行なうのは、話に
くい部分が多かった。けれども、志教育の中の「夢」
や「志」という部分を取り出してみるならば、そ
れは大変な状況にあっても夢や志を見つけて、そ
れを目標に生きていこう、頑張っていこうという
姿勢だ。そうした姿勢を持つ事はとても意味があ
るのではないだろうか。その意味では、志教育も
持続発展教育も津波被災地において必要な教育の
考え方の1つであるように思う。

大震災後の海岸生態系
海岸生態系は震災前にすでに人間の活動によって
破壊されていて、ごく一部にしか良い海岸生態系
は残っていなかった。2011年の夏に津波が来た
海岸を調べると、分解者の生態系、つまり藻類な
どを分解するような生態系は戻ってきていた。つ
まり、千年に1度の津波でも海岸の生態系を根こ
そぎ破壊する事はなかったと考えられる。
しかしその後、夏に重機を導入し、仮設防潮堤が
たくさん造られた。その重機は海岸のごく一部に
残されていた、手のついていない非常に良い海岸
生態系を根こそぎ破壊する事につながった。今後
さらに工事用の機材や重機が入り、防潮堤ができ
れば、ごく一部にしか残されていなかった良い海
岸生態系が根こそぎ破壊されてしまうだろう。そ
れでも、それなりに海岸生態系はできるだろう。
しかしとびきり良い海岸生態系は、一度破壊され
てしまうともう戻ってこられない貴重な生物を含
んでいる。
今も定期的に気仙沼・南三陸エリアへ調査に行っ
ているが、海藻が根こそぎ無くなっている。最初
は打ち上げられた海藻がたくさんあったけれど、
2012年頃から海藻が打ち上げられない。もとも
と海藻からはじまっている海岸生態系は一旦、縮
小状態になっている。このような、ハビタット（生
息場所）が残されている場合には、生物達は絶滅

取材日

夢や志を目標に生きる姿勢を育てる教育と
津波被災地
島野 智之 宮城教育大学 環境教育実践研究センター

野外生物学者（生物多様性）。世界中の研究者と連絡を取りながら持続可能な開発（発展）のための教育（ESD）や環
境教育の推進にも取り組む。震災直後は世界各地での野外調査のスキルを生かし、被災者支援のボランティアに加わり、
気仙沼市、南三陸町などの被災地を巡り、救援物資の配給等の作業を支えた。

大学
仙台市 2013.04.03
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してしまうわけではなくて、また戻ってくると考
えられている。津波の後に一度回復したものが、
また規模が小さくなり、生態系自体が痩せ細った
状態になっているのが現状だ。これ以上工事用の
機材や重機が入り、防潮堤を作り上げてしまう事
は、生態系から見れば避けていただきたい事では
ある。
漁師さん達は「海と生きる」覚悟を持って海と生
きている。僕達研究者が常に研究対象の生き物を
顕微鏡などで見ていないと分からなくなってしま
うのと同じで、防潮堤という遮るものができてし
まうと、海の事がわからなくなってさらに危険に
なるのではないかと、漁師さん達が仰っていた。
防潮堤で海を遮る事は海岸生態系の大きな問題を
引き起こし、人間の活動にも大きな影響を及ぼす。

非常時のアレルギー問題
高度な障害を持つ、支援が必要な子ども達のため
のマニュアルを出版した。医療に近い支援を常に
必要とする子ども達が、一切電源が無い避難所な
どでどうしたらよいのかが書かれている。その中
でも僕の興味は食品アレルギーにあり、仙台にあ
る「ヘルシーハット」というアレルギー対応食品
や自然食品を販売するお店へ取材に行った。社長
さんがもともとひどい金属アレルギーを持ってい
らっしゃったそうで、食品アレルギーを持つ子ど
も達も食べられるものを豊富に取り扱っている。
小さいお店だが、全国に顧客を持っている。
震災の時にアレルギーが出て、呼吸困難になった
ら命にかかわる。震災の後は遠くから、自転車な
どで食品を求めてお客さんが来たという。皆さん、

「命拾いした」と仰って帰られたそうだ。震災直
後にお店を開けた事で救われた子ども達はたくさ
んいた。今後も、ぜひ頑張っていただきたいお店
である。

2年間を振り返って
社会全体を次のエネルギー形態で維持できる社会
に切り替えていけたらよかった。あの当時はそん
な夢があったけれども、現実的にはなかなかそう
は進まない。震災後はもっと世の中のエネルギー
がシフトするかと思ったけれど、2年経ってもそ
れほど代替エネルギーへシフトしている現実は多
くは見えてこない。ただし、長い目で見れば、い
くつかのきっかけにはなったと思う。
個人的な支援活動としては、南三陸町のネイ
チャーセンターを、今後とも支援したいと思って
いる。震災前にもお世話になっていた。津波で大
変な被害を受け、使っていた電子顕微鏡は田んぼ
の中に転がっていた。2013年になり、やっとプ

レハブの準備室が立ち上がった。今後は震災前と
同じように、もしくはそれ以上に県外の人にも来
ていただき、志津川の海を楽しんでもらえるよう、
震災でどんな事があったのかを含めて伝える場と
して、ネイチャーセンターが元気になっていくと
ころを支援していきたいと思っている。
また、学生達のサポートをしていきたい。私が顧
問をしているサークルでは、のべ120人ほどの学
生が、のべ40日間ある仮設住宅に通い、子ども
達の学習支援を行なってきた。あるいは子ども達
が望む、陶芸教室や星空観察会などを自分達で企
画していた。自治会長さんとも連絡を取りながら、
地域の夏祭りにも参加させてもらった。
今年は学校が荒れる年になるかもしれないと言わ
れている。阪神淡路大震災でも、2年経ってから
学校が荒れたらしい。神戸などから非常にたくさ
んのスクールカウンセラーが応援のために被災地
の学校へ来てくださっている。嬉しい事だ。こう
した問題も含めて、学生達が主体となって取り組
んでいる活動が続けられるよう、サポートをして
いきたいと思っている。学生達も仙台で大学間
ネットワークを作り、学生サークル同士の連携を
とりたいと言っているので、実現できるよう応援
したい。

35　宮城県



宮
城
県

大
学
／
任
意
団
体

3月11日　14時46分
幼稚園から帰ってきた子どもをバスから引き取っ
て、八乙女にある自宅マンションの8階の部屋に
入った途端に地震があった。ドーンと大きな地鳴
りのようなものが聞こえ、とっさに子どもと一緒
にリビングにあるテーブルの下へ入った。建物を
揺らして倒壊から守る構造だったので、家具が
すっ飛んでいくほど大きく揺れた。テーブルの下
でなんとかやり過ごし、家財をかき分けながらマ
ンションを降りた。後日、マンションは全壊判定
を受けた。強い余震が続いたのでマンションにい
ては危ないと思い、近所の避難所で2日間ほど過
ごした。
当時は子どもが2歳と4歳だった。家の中を片づ
けるにしても、この2人の子どもがいる状態だと
危なかった。主人の実家が東京で、私の実家は佐
賀だ。東京か九州かどちらに帰ろうか迷っていた
時に、福島原発が危ないから離れられるだけ離れ
た方が良いとメールが来た。私はあいコープみや
ぎの理事をしていて、あいコープでは以前から原
発についての勉強をしていた。そのため放射能に
詳しい友人が多く、東北に残る人は家の外に出る
な、外出するならばレインコートを着用した方が
よい、可能ならば東北から避難しなさい、などさ
まざまな情報が入ってきた。
その時は爆発はしていなかったし、テレビも見ら
れないから原発の事故については半信半疑だっ
た。けれども万が一を考え、とりあえず九州に1
回帰ろうと主人と相談をした。12日の夜、ラジ
オで山形空港から東京に向けて1便だけ臨時便が
出る事を聞いて、山形空港に向かった。主人は水
道関係の仕事をしていて忙しかったので、宮城に
残ってもらった。なんとか臨時便に乗る事ができ、
東京から佐賀へ帰ったのが13日の事だった。佐
賀に帰ってから津波の映像を見てびっくりした。
それまでは避難所にいたので津波の映像を見たこ
とがなく、自分達の事で手一杯だった。沿岸部の
人達はいったいどんな状況なのだろうと心配に
なった。

佐賀から仙台への物資支援
佐賀に帰ったら、宮城にいるママ友達から物資を
送ってほしいとたくさんのメールをもらった。救
援物資はアルファ米や乾パンが主なので、子ども
は食べてくれない。フレッシュなものは手に入ら
ず長期化するほどに栄養が偏るので、子どもに飲
ませる野菜ジュースや果物の缶詰、それに女性の
生理用品や服、下着類を送って欲しいと、緊急支
援の物資では得られない物を求める声が寄せられ
た。
翌日、すぐに県庁に向かった。まだ郵送が止まっ
ていたが、県庁からなら送れると思ったからだ。
私は仙台から佐賀へ避難してきていて、仙台の知
人から困窮している現状を直接聞いている事を説
明した。子どものための野菜ジュースや女性のた
めの生理用品などは絶対に必要なもので、避難が
長期になってしまったら栄養失調の人が出てしま
う。非常食だけではなくて被災地のお母さん達が
必要としているものの募集をかけて欲しいと伝え
た。しかし、宮城県から要請が来ているものしか
送れないからできないと断られた。
危機感と焦りを覚えた。せっかく助かった人も、
このままでは何日かしたら死んでしまうのではな
いかと思った。この状況で乳飲み子や小さな子ど
も、彼らを育てているお母さんの事を考えると、
いてもたってもいられなくなった。調べてみると、

取材日

被災者と支援者、
両方の目線で宮城と佐賀の橋渡し
砂子 啓子 i- くさのねプロジェクト

i-くさのねプロジェクト代表、生活協同組合あいコープみやぎ理事。一般主婦の目線からの支援活動を続ける。震災後、
地元佐賀県から支援活動を始めた事をきっかけに、佐賀県と被災地をつなぐ橋渡し役を引き受ける。現在は宮城県宮城
野区と岩手県陸前高田市を中心に活動をしている。

任意団体
仙台市 2013.05.21
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九州にある西濃運輸では、仙台市若林区にある支
店に荷物を届ける事ができるとの情報を得た。そ
こで、必要とされそうなホッカイロやウェット
ティッシュやビタミン剤などを大量に購入した。
西濃運輸の支店の近くにはあいコープみやぎがあ
り、あいコープみやぎにいる職員はあちこちにい
る組合員を知っている。物資を届けてほしいと話
を通して、こちらから送った荷物を職員に受け取
りに行ってもらい、組合員に届けてもらった。し
かし、これだけでは埒が明かないし、自分のお金
だけではどうしようもなかった。遠くにいて余力
があるからこそ、何かできないかと思い始めた。

i-くさのねプロジェクト発足
何をするにしてもまずは団体が必要だ。一般市民
の立場と考えた時にピンと来たのが「草の根」だっ
た。「人づてにつながっていく」という意味を込
めて、団体名を「i-くさのねプロジェクト」と決
めた。iという字はあいコープの理念にとても共
感をしていたので、iの字をいただいた。
i-くさのねプロジェクトという団体名をつけてす
ぐに、仙台から九州に避難をしてきていて、現地
に必要な物資を届ける活動をしているので取り上
げて欲しいと、佐賀新聞に駄目元で連絡をした。
すぐに連絡が来て、新聞に載せてもらう事ができ
た。新聞掲載を通してつながったのが、「佐賀か
ら元気を送ろうキャンペーン」を実施していた
NPO法人地球市民の会だった。NPO法人地球市
民の会はいち早く支援活動を行なっていたので目
に止まったようだ。会の方から、いろいろな場所
で講演をしながら支援者を募る提案を受けて、引
き受ける事にした。
たった3日間の震災経験談だったが、各地で講演
を行なった。中学校や婦人会などを回り全部で
15回ほど講演をした。最初の1年は反響がとて
も大きかった。震災の実際の現場や、地震の揺れ
の状況をまったく知らない人が多い。ヘドロの臭
いがすごい事、港町では津波によって魚が入り込
み家に住めなくなってしまった人の話をすると、

「そんなの知らない、分からない」と反応が返っ
てきた。遠いところの出来事と捉え、実感がない
だろうけれど、佐賀も他人事ではない。佐賀は地
震の少ない地域なので、私達は大丈夫と考えてい
る人が多い。しかし災害は地震だけではなく台風
もあるのだから、自分の地域の防災対策に関心を
持ち、家族の避難先を決めておくと、いざという
時に役立つ事を伝えた。テレビや新聞で見る情報
は本当に少しの情報量なので、私が被災地での日
常について話す事で、気づく事がたくさんあった
ようだった。講演が終わると、必ず家庭の防災対
策を見直そうという話題になった。また、「砂子

さんのような一般の主婦の方でも支援活動をして
いるのだから、自分達もできる事はやろう」と言っ
てくれる人も多かった。
佐賀は狭い土地なので一度新聞に出ると名前が広
く知れ渡る。それがきっかけでNHKなどいろい
ろな媒体から声をかけていただき、たくさんの情
報を発信する事ができた。

佐賀と東北の橋渡し役
佐賀で講演をしながら支援を募る際に、支援金が
どういう使われ方をしているか分からないと集ま
りにくいと言われた。私が佐賀と東北の間に入り、
支援品が被災地で使われている現場を写真などで
報告すれば、目に見えてつながっている事が分か
る。佐賀と東北の橋渡し役をお願いしたいという
話をいただき、もともと仙台に戻るつもりでいた
ので引き受ける事にした。あちこちで支援金を集
めながら大震災から半年後に東北に戻ってきた。
東北に知り合いがいる佐賀の人はとても少なく、
東北に来てボランティアをしたい思いがあっても
どこの団体に問い合わせたらよいのか分からない
状態だった。私も住んでいる場所が沿岸部から遠
いため、沿岸部の方とつながりを持っていなかっ
た。そこで、私は佐賀の出身で佐賀の人たちと東
北をつなげてボランティアを派遣している事を伝
えて、一生懸命ボランティアの受け入れ先を探し
回った。なかなか受け入れ先は見つからなかった
が、いくつかの団体から良い返事をもらう事がで
きた。うまくマッチングする時はお互いにピンと
くるもので、良い橋渡しをする事ができたと思う。
ボランティアの受け入れは、ボランティアを希望
する人と受け入れ先の間に入るコーディネーター
がいるとスムーズにいく事が多かった。佐賀の人
達は支援したい想いは強いが、東北の状況はまっ
たく分からない。そのため、いきなり引き合わせ
ると「そんな支援は的外れだ」と怒られてしまう
事もあった。お互いに強い想いがあるのに、通じ

佐賀大学文化教育学部付属中学校の生徒がメッセージ入り雑巾を東北へ送る
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で、「靴下が欲しい」とポロッと言われれば届ける。
大きいNPOには言えないようなちょっとした主
婦の願いを聞いては届けていた。
私の活動の強みはとにかく速い事だ。大きな団体
は会議を重ねた上で決定されるから、被災者に届
くまで時間がかかってしまう。私の場合はしっか
りした団体だと判断できればすぐにお金を渡す事
ができる。煩雑な手続きがなくスピーディな性格
の活動は重宝され、あちこちから声をかけても
らっている。結局、人と人との付き合いの活動だ。
だからNPOではないが、本当に信頼関係と絆で
の活動を行なっている。

活動を振り返って
立派な方もいるが、すべての大人が「大人」では
ない事が分かった。今までは50～60代の年上の
人達に頼っていれば大丈夫と思っていた面もある
が、大震災という混乱の中で本当に頼れる人はい
なかった。今の現役世代である自分達が考えて行
動しないと駄目なのだと気づいた。地震や津波は
自分のせいではないけれども、「俺が悪いんじゃ
ない、こうなってしまったのは国が悪い」と言っ
ても仕方がない。けれども人のせいにする人や、
他人任せにする人がとても多かった。確かに今回
の震災は大変な事だったけれども、人任せにせず
自分で動く事の大事さに気づき、人に頼らない責
任感を持つべきだ。誰かが悪いと言っている間は
立ち直れないし、一歩を踏み出すことはできない。
原発の話にしても、本当に原発を廃炉にしたいと
思っているのなら、反対派の人達はもっと違うや
り方で活動をしなければならないはずだ。反対と
意思表示をするが具体的な事案は少ない。自分の
理想やプライドを横に置いて、覚悟と責任を持っ
て行動したい。国も企業も市民も皆で考えていか
なければ、社会の在り方が見直される事はないだ
ろう。

合わない事がとてももったいない。私は佐賀の人
の支援したい気持ちも分かるし、東北の人の大変
な気持ちも分かるので、両方の気持ちが分かる私
が間に入って、仲介役をやろうと思った。
佐賀の子ども達が、メッセージ入りの雑巾を約
1,000枚作ってくれた。これなら邪魔にならない
し、メッセージも入れられるから良いと考えた。
その時は受け入れ先がなかったので配布して回っ
た。最初は、被災者の方もそれどころではないと
言っていたが、実際にメッセージの入った雑巾を
貰うと嬉しかったようで、喜んでもらえた。福島
ではセシウムが水に吸着するので、少しでもセシ
ウムを抑えたいと一生懸命水拭きをしていたお母
さん達に重宝された。お母さん達からも喜ばれる
ような、主婦目線を心がけた。

佐賀と東北をつないだ酒 
「絆伝心」

登米市に「イセヒカリ」という無農薬で栽培され
ている貴重な酒米がある。酒米を調べてもセシウ
ムは不検出で、土壌からも検出されなかったが、
大手の酒造会社からその年は契約を打ち切られて
しまった。契約を打ち切られた生産者の方は幼い
子どもを抱えて路頭に迷ってしまっていた。どう
にかできないかと佐賀の皆さんに相談をしたとこ
ろ、佐賀に古くからある天吹酒造という酒屋が手
を挙げてくれた。当時は瓦礫受け入れ問題で揉め
ていたにも関わらず、調べて不検出だったなら問
題ないとイセヒカリを買い、お酒を造ってくだ
さった。それも、3年間は造り続けると決心して
受け入れてくださった。佐賀の名物である苺の花
びらを酵母に使ったお酒は、復興酒として「絆伝
心」と名づけられた。和紙のラベルやシールはボ
ランティアが手作業で全部貼ってくれている。

「絆伝心」は新聞で大きく取り上げられた。その後、
契約を打ち切った酒造会社が生産者のところにい
らして、来年以降の契約再開を打診なさったそう
だ。おかげで生産者は農家を続けられる事になっ
た。佐賀の人が動いてくれたからこその出来事で、
本当に嬉しく思っている。

大きなNPOにはない身軽さ
現在は、仙台市宮城野区の高砂地区の方々、石巻、
福島、陸前高田の仮設住宅に住んでいる女性とつ
ながっている。
陸前高田は津波の被害が大きく、長い間米の食事
が続いていた。子ども達はパンが大好きなのにな
かなか口にできないと聞き、ホームベーカリーを
送る事にした。集会所でどんどん焼いて、皆で食
べた。大変喜ばれた。そうした草の根の活動の中

撮影：2011.12　岩手県陸前高田市　仮設住宅で全世帯のケーキを手づくり
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3月11日　14時46分
愛知県の実家にいた。ゆら～っと揺れが来たから
立ちくらみだと思った。久しぶりの立ちくらみだ
なと思っていたら、リビングからおばあちゃんの
叫び声が聞こえた。何事かとリビングに駆けつけ
ると、テレビには津波の映像が映っていて衝撃を
受けた。これが本当に日本で起きている事なのか
と信じられなかった。
愛知県の揺れ方は震度3程度の長い横揺れのイ
メージで、単なる立ちくらみだと思った人は知り
合いにもたくさんいた。

怪我を治して東北へ
大震災の前は、無一文でヒッチハイクをしていた。
愛知を出発して太平洋側から東北を抜けて北海道
を回り、日本海側を通って愛知まで帰ってきた。
暖かくなったら西日本に向かおうと思っていた矢
先の出来事だった。東北にはヒッチハイクの旅で
お世話になった方がたくさんいる。恩返しではな
いけれども、何かしたい、何かしなければと思っ
た。
ところが震災が起こる2日前、足に怪我をしてい
た。足が曲がったまま伸びなくなってしまい、医
者にも1ヶ月は安静にするようにと言われてい
た。これでは動こうにも動けない。何とか早く治
るように願いながら安静にしていたら、1週間程
で膝が伸びるようになり、走れるようにもなった。
安静中も何かをせずにはいられず、学生団体と
一緒になって2011年3月12日に募金活動を行な
い、約400万円を集めた。けれども直感的に自
分がするべき事は募金活動ではないと感じ、同時
に絶対に東北へ行ってやるという思いが強くなっ
た。怪我が治った頃、物資を集めているけれど、
肝心の物資を送る手立てがなくて困っている方と
出会った。そこで知り合いからトラックを借りて、
物資を受け取り迷わず東北へと向かった。
後輩と一緒にトラックを運転して東北に向かって
いたが、東北のどこに向かうかは決めていなかっ

た。最初は郡山を経由しなければ東北に行く事が
できなかった。移動しながら愛知の先輩に電話を
すると、電話の向こうで東北の事を調べてくれて、
福島が大変だと教えてくれた。震災から1週間後
で、ちょうど福島第一原子力発電所の事故が起き
てすぐの時期だった。「いわきに入ったら死ぬ」

「入ったら車が被災車両とみなされ出られなくな
る」という情報が流れていた。そのため、いわき
市への支援が遅れていて一番困っているという。
何も考えずにいわきに入った。競輪場で物資の集
積をしていると聞いて、とにかくそこに向かって
トラックを走らせた。いわきには夜中にたどり着
いたが、家の明かりがまばらにつき、その明かり
は異様な感じがして違和感を覚えた。辺りは暗く、
よく見えなかったが異様な雰囲気が漂っていた。
競輪場にたどり着いて初めて人に出会い、物資の
荷卸しを手伝ってもらった。
その日の夜は車の中で寝て、翌日はいわき沿岸の
四倉支所を訪ねた。何か手伝える事はないかと聞
くと「いっぱいあるよ、寝泊まりもここでしてい
い」と部屋を与えてくれた。そこで支所の方々と
一緒になって、物資の仕分けや配布を手伝った。
最初に四倉に行った時、地元の方が隣の久ノ浜を
案内してくれた。自衛隊が瓦礫を横によけて作っ
た一本道以外は何も無かった。地元の方と一緒に
そこを何度も往復しながら、ここで何をすればい
いかと考えた。何かをしなければいけない、けれ

取材日

灯すことを
100 年や 200 年も続く文化にしたい
杉浦 恵一 一般社団法人 Nr.12

一般社団法人Nr.12代表理事、ともしびプロジェクト代表。ヒッチハイクでの旅の途中で東日本大震災が起こり、旅を
中断して東北への単独支援を開始し、現在は気仙沼に拠点を置く。「忘れないをカタチに」をスローガンに、それぞれの
場所で毎月11日にキャンドルを灯すアートイベントプロジェクトを立ち上げ、現在は雇用創出にも取り組む。

一般社団法人
気仙沼市 2013.05.27
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の知り合いを紹介し、その後いわきの議員さんの
家で地元の方々と社長と一緒に食事会をした。愛
知から企業を誘致したいと話すと、全員がわんわ
ん泣きながら「ありがとう」と言ってくれた。そ
れを見た社長もスイッチが入って、「絶対にいわ
きに建てる」と約束してくれた。6月1日には物
件も見つけて求人も始めた。まだ事務所が無かっ
たので、面接はホテルのロビーを借りて行なった。
そのまま会社が立ち上がり、今も地元の方を雇用
している。

ともしびプロジェクト
キャンドルを灯し始めたのは2011年11月11日
からだ。仮設住宅で活動をしていた時、何が不安
かと聞くと、たくさんの方が異口同音に「忘れな
いでほしい」と言っていた。ゴールデンウィーク
が終わったあと、ボランティアの数が急に減った
事は僕でも分かった。支援を受けてきた方々もも
ちろん感じていて、ボランティアはこれから普通
の生活に戻って被災地の事を忘れてしまうと思っ
たのだろう。忘れてなどいない事を形にできない
かと考え、あるイベントでキャンドルを灯した事
を思い出し、キャンドルに火を灯す事で忘れてい
ない事を形に表せるのではないかとひらめいた。
何か支援をしたいけれど、何をしてよいか分から
ない人は大勢いる。気休めではないが、キャンド
ルに火を灯して震災を忘れていない事をSNSを
使って表現する事で、何かをしたい人も、忘れな
いで欲しいと思っている人もつながる事ができ
る。これならば、遠くにいても参加できる。まず
はやってみようと活動を始めた。「ともしびプロ
ジェクト」の名がついたのはもっとあとの事だ。
ともしびプロジェクトでは山梨のキャンドル工房

「あかり堂」の協力のもと、手でこねてつくるキャ

ども現地の様子は外からはまったく分からない。
現地の様子を見た自分達が何をすべきかと考えた
時に、まずは東北が大変なのだと伝えなければな
らないと思った。愛知に帰ると、たくさんの人か
ら東北の様子について聞かれたので、東北は大変
な事になっている、物資も全然足りていないから
どんどん持って行こうと伝えた。地元で四倉へと
物資を運ぶグループを作って、物資を運ぶための
サイクルを作った。この時は四倉に絞って支援を
していた。四倉だけで手一杯だと思ったからだ。
僕はもともと無一文で旅をしていたので、お金を
持っていなかった。知り合いにお金を振り込むよ
うに頼み、ブログでも東北に向かうためのお金を
振り込んでくださいと支援を呼びかけ、口座番号
を掲載した。旅先で1回会っただけの人や、ブロ
グを見てくれている人が振り込んでくれた。

地元での雇用創出
震災から1ヶ月ほどが過ぎ、必要なもののニーズ
を探る必要があると思った。緊急支援のフェーズ
から、生活をどう再建していくかを考える時期に
変わってきていた。物資支援に回っていた避難所
を対象に400枚程のアンケートを配った。しか
し、当時は任意団体であったため、団体を怪しん
で受け入れてくれない避難所もあった。原発の影
響がどれほどのものかも分からない状況にあった
ので、僕自身はこのままいわきに人々が住み続け
る事に疑念を抱いており、アンケートと一緒にい
わき市から出る事を呼びかける案内も配布した。
たくさんの県が受け入れをしている事や、家賃が
無料の物件などの情報を載せた。ところが実際に
問い合わせがあったのは2件程で、とても驚いた。
この時点では、なんらかの理由があっていわきか
ら出る事ができない人が多かった。そしていわき
を出る事ができない事情のある方全員が、「この
先仕事が心配です」と書いていた。仕事がないな
ら作るしかない。しかし1回も働いた事のない僕
がどう仕事を作ればよいのか、まったくピンとこ
なかった。
東北から帰る途中、愛知で支援を始めた時に知り
合った方から電話がかかってきた。愛知のある企
業の社長と一緒に東北へ向かっているところだと
いう。制御盤を作る製造業の会社で、アジアに支
店を建てる予定があった。そこに震災が起き、こ
れから東北では仕事が無くなると考え、アジアの
支店をやめて東北に建てようと考えているのだと
いう。特に現地にツテがあるわけではなく、東北
で活動をしていた僕から情報を聞きたいというの
で、茨城付近のパーキングで合流し、話をする事
になった。1時間程これまでの話をして、今ちょ
うど現地では雇用が必要なのだと伝えた。いわき

撮影：2013.4.28 ともしびプロジェクト
気仙沼大川桜並木 未来への集い
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との出会いや連携はタイミングもあると思うが、
僕は運が良く、幸いにも大震災後の活動はうまく
かみ合っている。その中で、分からない事は分か
らないと言う事にしている。聞いてはいけないだ
ろうかと遠慮すると、かえって壁ができてしまう
ので、正直に声を出してみる事が大事だと思って
いる。
僕自身は「ボランティア」や「支援している」と
いう感覚は持っていない。最初はボランティアだ
と思っていたが、すぐにその感覚はなくなり、逆
に今はキャンドルに火を灯すきっかけをもらった
と思っている。100年200年続く文化にしたいと
いう目標ができて、それを一緒に目指すメンバー
がいて、今は本当に面白い。だから活動を続けら
れているのだと思う。

ンドルキット「KONECANN（コネキャン）」を
復興キャンドルとして販売している。気仙沼の主
婦の方々にパッキング作業を手仕事としてお願い
している。KONECANN購入者は手仕事としての
雇用創出、バラバラになったコミュニティの再生
など、間接的に被災地を支援する事ができる。東
京でもこのKONECANNを使って11日に灯りを
灯し、大震災を忘れないよう呼びかけるコミュニ
ティができた。その中で東北のために何かしたい
と話し合いが行なわれた。いろいろな立場の人が
集まっていて、このコミュニティの中でツアーを
組み、東京から東北に来る事もあった。こうした
つながりから「ともしびプロジェクト」の支部が
九州や佐賀など全国25か所にできた。
気仙沼をはじめ被災地の沿岸で、「3月11日に
キャンドルを灯す」事を、この先100年200年と
続く文化として残していきたいという夢がある。
だからこそ事業化をしたいと考えており、リメイ
クしたキャンドルで作るキャンドルホルダーの販
売を始めた。全国の結婚式場や寺院、個人から不
要になったロウソクを提供してもらい、気仙沼の
お母さん達が再形成して復興キャンドルホルダー

「TOMOCAN」を作成している。この売り上げの
一部はお母さん達の収入となり、地元の雇用につ
ながる仕組みだ。
ずっとボランティアで続けていくには人的、資金
的な面から必ず無理がくる。気仙沼に工房を立ち
上げて、そこに雇用が生まれ、これを生業にして
暮らす人が生まれたら、100年後僕は死んでいる
けれども11日にキャンドルに火が灯る。この文
化を知らない人が見て、なぜ気仙沼のあちこち
で11日にキャンドルに火が灯るのかと聞かれた
時、2011年3月11日に大震災があったと語られ
る。そうして大震災の事が後々まで伝わるよう、
感性に訴えるアート的な形式で後世に残していき
たい。たくさんの石碑や文面で昔の震災に関する
記録が残っていたけれど、堅苦しく、普段から一
般人が接する事はない。だから多くの人が忘れて
しまったのではないだろうか。長くこの記憶を残
していくためには、もっと違う形が必要だと考え、
出した結論が綺麗で楽しみながら参加できるこの
スタイルだった。
離れていても東北に何かしたいと皆が思っている
からこそ、ともしびプロジェクトは全国に広がっ
た。これは多くの人の想いを形にできるプロジェ
クトだと思っている。

東北に来てきっかけをもらった
自分が人との間に壁を作らない性格なので、活動
中に人との壁を感じた事はあまりない。向こうが
合わないなら仕方がない、と割り切っている。人 撮影：2013.2.27　ともしびプロジェクト　ボランティア

撮影：2013.5.27　宮城県気仙沼市　TOMOCAN作成風景
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3月11日　14時46分
会社にいる時に地震にあった。会社は鉄筋コンク
リートの4階建てだ。震度7の地震には耐えられ
る建物だと日頃から言われていたが、事務所では
いろいろな物が倒れ、このままでは建物が崩れる
のではないかと命の危機を感じた。ようやく揺れ
が収まり、上履きのまま外へ避難した。日頃の
訓練のおかげで社員がパニックになる事はなかっ
た。その時は役員が全員外出しており、製造顧問
がトップであったので顧問が先導し、管理職が中
心となって担当部署の社員の安否確認をした。製
品課は特に女性社員が多く、子どもの安否を心配
して早く帰りたい様子だった。その日は管理職と
蔵人の一部社員が会社に残り、他の社員を帰宅さ
せ、管理職は翌朝8時半に集合する事を決めた。
私は当時中学2年生の娘が心配で、何としても早
く石巻市にある自宅に帰らねばと思った。車中か
ら娘の通う中学校に電話をかけ続けたがつながら
ない。いつも通っている道路は交通規制で通る
事ができず、遠回りをする事になった。普段は
家から会社まで片道約1時間かけて通勤している
のだが、地震で道路がボコボコで、その日は約4
時間かかった。すでに19時を過ぎていて辺りは
真っ暗だ。娘を探しに行かなければの一心で運転
し、三角コーンを無視しながら近道をしたら、車
のライトの先に人が動いているのが見えた。よく
見ると、その人達は腰まで水に浸かりながら「下
がれ！」と私に合図をしている。私はやっと津波
に気づき、車をバックした。車中では電話をかけ
続けていたのでラジオを聞いておらず、津波の事
を全く知らなかったのだ。車は高台の、津波が寄
せて来ているぎりぎりの場所に入ってしまってい
た。多くの人が車を乗り捨てていたので、私もバ
イパスの下に乗り捨てた。歩いて帰るしかないと
思ったが、道はすべて水で塞がれている。月が煌々
と照らす夜空からは無情の雪が降り続き、自分の
家がある方向を見ると火の手が上がっていた。近
くにいた方に聞くと、「門脇町の日本製紙工場だ。
火が日和山に移ろうとしていて、日和山も危ない

らしい」と教えてもらった。家が日和山にあるの
で、「津波は大丈夫だっただろうけれど、私の家
も火事で燃えちゃうんだ」と思った。そう思うと
ますます娘が心配になり、生まれて初めて絶望感
を味わった。雪が舞う氷点下の道端で右往左往し
たが、行く当てもなく、なす術もなかった。娘の
安否を確認しなければという思いだけが頭にあ
り、避難所へ行こうなどとは思いつきもしなかっ
た。

「生かされた」という重み
夜が明け、辺りの惨状が見えるようになった。水
の近くまで行くと、まだ水に浸かっている人もい
るし、多くの瓦礫が漂っている。漏電だろうか、
あちこちの民家で火災が起きていた。路頭に迷っ
ていると、知り合いの建設会社の方が「雪も降っ
ていて寒いし、私のところにいたらどうですか」
と声をかけてくれた。炊き出しのお手伝いをしな
がら、「何とか家に帰りたいんだけれど、何とか
ならないかな」と聞くと、「何ともならないね。
家に帰るまで1週間くらいはかかるんじゃないか
な」と言われ、1週間も娘の安否が分からないま
までは気が狂いそうになると思った。
地震から3日目の朝、水が引けてきたので、自衛
隊車両が入れるように道路の瓦礫を重機で排除し
ながら、娘の通う中学校までの道を作ると聞い

取材日

次世代を想い、10 年後の未来を思い描きながら
山田 好恵 株式会社一ノ蔵

可能な限り復興支援に携わりたいと、故郷石巻市と勤務地大崎市の両方のエリアに軸足を置き、個人では門脇小学校へ
の支援（アートチャリティ展）、仮設住宅との交流、東北グランマ支援、ベガルタレディース活動支援に取り組み、株式
会社一ノ蔵の社員としても「ハタチ基金」への寄附継続、大崎ふゆみずたんぼ広め隊としての活動を行なっている。

企業
大崎市 2013.06.12
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た。乗って行くかと声をかけてもらい、「乗りま
す」と即答した。昼にはやっと家へ帰る事ができ
た。家族からその間の事を聞くと、門脇町に実家
があった義母は早めに逃げて助かり、その後私達
の家に避難して来たが、義父は津波が来るとは思
わずに逃げ遅れたそうだ。ご近所の男性達は「チ
リ津波の時に津波が来なかったから大丈夫だ」と、
家の片づけのため家に残った人も多かったと聞い
た。
それから1週間、私は海の近くに住む兄弟や知り
合いの安否確認、食料調達や近所の避難所に洋服
を届ける事に必死だった。とにかく助かった人だ
けでも生き延びなければならない。電気が通って
携帯電話が使えるようになった時、100通以上の
メールや着信履歴があった。会社で最後まで連絡
が取れなかった社員が私だったらしい。石巻に住
んでいるので、津波被害にあったのではないかと
皆が心配したようだ。「生きていますか？！生き
ていたら連絡をください！」など、すごい内容の
メールが届いていた。自分は無事である事を知ら
せ、身内の安否を確認してから出社したいとお願
いした。
ものすごい数の避難者で、自分1人の力ではどう
にもならないと感じたが、それでも何かをせずに
はいられなかった。地震から3日目の朝、重機に
乗せてもらい石巻中学校まで向かった時、大街道
では大量の瓦礫の間にご遺体が浮かんでいたのを
見た。おそらくご家族を探されているのだろう、
腰まで泥水に浸かりながら、あの寒さの中何百人
もの人が疲れきった表情で歩いている姿を見た。
あの光景を見た時、私は雪で服が濡れたり、飛ん
できた火の粉でコートが焦げたりしたけれども、
家に帰る事ができる。私は生かされたという重み
を感じた。生かされたからには何かしなければな
らないミッションがあると思った。娘の安全が確
認できてからは、今度は大変な方々のために動こ
うと、すぐに気持ちが切り替わった。

3.11未来へつなぐバトン
10日目に出社し、しばらくは会社の復旧作業に
追われた。すぐに、何かできる事をしようという
話になった。震災前から一ノ蔵には「社会貢献ク
ラブ」があり、マッチングギフトという活動をし
ている。社員が選んだ寄付先に毎月給料から何口

（一口100円）でも自由に寄付できる活動だ。だ
から、この会社には寄付をする文化が醸成されて
いたように思う。全国各地からさまざまなご支援
をいただき、お返しをしなければという機運がだ
んだんに盛り上がった。
酒屋なのでご支援をいただいた方々に特別なお酒
を造って差し上げ、復旧した様子を伝えるアイデ

アもあったが、私はそうした単なるお返しは少し
違うように感じた。もっと視野を大きく捉え、私
達が受けた御恩をさらに困っている皆さんにお渡
しする形で循環させたらどうだろうと提案した。
2012年3月11日に間に合うようにお酒を仕込
み、その全売り上げをしかるべきところに寄付す
る事になった。それが「3.11未来へつなぐバト
ン」という商品だ。被災した時、正直、この会社
はもう駄目だろうと思った。しかし、ダメージを
負いながらも無事復活した。さまざまなご支援を
いただいて、立派に酒造りができるまでに復旧し、
いただいたご支援は違う形で他の大変な方々にバ
トンタッチするという意味を込めて商品を企画し
た。また、大震災によってずたずたになってしまっ
た故郷を、私達がこれから子ども達に渡さなけれ
ばならないと考えた時に、酒屋だからといって酒
を飲む成人以上だけを対象とする活動にすべきで
はないと思った。私達の醸造発酵技術を活かした
ものづくりで子ども達のために商品開発をしたい
という想いから「3.11未来へつなぐバトン」が
できた。この商品は営業活動をしてからわずか3
日で予約完売した。この業界ではあり得ない事だ。
それだけ多くの方が共感してくださったのだと思
う。一ノ蔵の売り上げ全額は「ハタチ基金」に寄
付をした。

企業人として復興に携わる
平日は会社で働き、週末は個人で地元NPOと連
携してボランティア活動をした。東京からお芝居
をする方を呼んで、無料でお芝居をしていただい
たり、首都圏からの視察学習のコーディネートを
した。また、チャリティー展を開催し、売り上げ
を門脇小学校の文房具を買うための資金として寄
付をした。今後石巻市がどう変わっていくべきな
のか情報を共有するために石巻都市学会に入り、

一ノ蔵　特別純米生原酒　3.11未来へつなぐバトン
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我々も被災した企業ではあるけれども、せっかく
ハタチ基金に寄付をするのだから、2011年に生
まれた子ども達が成人するまで20年間続けよう
と提案した。会議では20年間も全売り上げ寄付
を継続する事に反対する意見もあったが、寄付
額は売り上げの半額でも30％でもいい、続ける
事が大切だと訴えた。子ども達のために20年間、
こうした商品を世に出し続けた事は私達の誇りに
つながるし、こうした企業活動がどんどん広がっ
てほしい。「とにかく取り組む事を決断しましょ
う」と促した。
結果、「3.11未来へつなぐバトン」を20年間続
ける事が決定した。原料米を検討していた折、宮
城県大崎市のふゆみずたんぼ※2で飯米を作って
いた農家さんが風評被害を受けている事を知っ
た。震災以前は首都圏のお客様への直接販売で生
計が成り立っていたが、キャンセルが相次ぎ、こ
のままでは生計が立ち行かなくなると苦悩してい
た。一ノ蔵では「特別純米酒ふゆ・みず・たんぼ
　一ノ蔵」という商品を出しており、地元農家さ
んには大変お世話になっている。風評被害を今
すぐ食い止める事はできないけれども、安全だ
と証明されたのならば、その原料米を買い取っ
て「3.11未来へつなぐバトン」のお酒を作った
らどうかと会社へ提案し、2012年の酒造りにつ
ながった。たった1軒の農家さんのお米ではある
が、ふゆみずたんぼの生産組合の方々からは「風
評被害で苦しんでいる農家さんが多い中で、ふゆ
みずたんぼを助けていただいた事は自分達の誇り
になる」と感謝のお言葉をいただいた。こうした
農業支援のあり方も存在するのだと勉強になっ
た。「特別純米酒ふゆ・みず・たんぼ　一ノ蔵」
はとても人気のあるお酒だ。農家さんにもっとモ
チベーションを上げてお米を作ってもらうために
は、我々がこの商品を増産していく必要があると
考えている。今は秋以降に数量限定で出している
が、ゆくゆくは1年間市場に流通させたい。こう
した企業活動を通して、多くのお客様に周知して
いくミッションがあると思っている。
2013年2月には、ドイツで開かれたBioFach（ビ
オファ）※3へふゆみずたんぼのお米とお酒を持っ
て出展した。ふゆみずたんぼができあがる田んぼ
の風景を収めたDVDを持って行った。ヨーロッ
パと日本の稲作は全く違うし、米の品種も違う。
ヨーロッパの人達は自分達の考えている稲作とは
全く違う、そして生き物と共生する日本の稲作に
非常に関心を抱き、「それで作ったお米がこの酒
になるのか、素晴らしい」と共感を得る事ができ
た。また日本は大震災でめちゃくちゃになってし
まったと思っている方も多かったので、農村風景
が美しく残る東北へ遊びに来てほしいとアピール
をしてきた。

情報を集めた。2012年、ベガルタレディースが
設立される事になって、スポーツを通して子ども
達を元気にする事ができないかと思い、理事に就
任した。子ども達がなでしこの選手達にサッカー
を教わって、スポーツ選手と触れ合うことで、心
に温かさが灯ればと願い、活動を続けている。
また、オーガニックコットンメーカーの株式会社
アバンティ代表取締役の渡邊智恵子さんが「東北
グランマのクリスマスオーナメント」※1という
復興プロジェクトを立ち上げたと聞いて、地元な
ので手伝わせてほしいとすぐに連絡を取った。そ
れから1年間かかったが、幸せお守りをベガルタ
の応援グッズとして販売する事が決まった。さら
に、「東北グランマのクリスマスオーナメント」
活動をもっと地元の方々に知ってほしい、グラン
マたちは仮設住宅にこもって手仕事をしているの
でたまには仙台に出てきてほしいと思い、仙台で
ワークショップを開催した。仙台市泉区のショッ
ピングプラザ「SELVA（セルバ）」のご協力で、
センターコートを無償で貸していただき、グラン
マ達が子ども達と、あるいは親子と一緒にクリス
マスオーナメントを作るワークショップをした。
これは河北新報にも取り上げていただいたので、
ある程度地元の方々に活動を周知できたと思う。
首都圏主導で被災地に向けて支援をしてくださっ
ている方々に協力し、地元での支援係として自分
は動けると感じた。
1年ほど経過した頃、いろいろな事をやりすぎて
体力も気力も資金も無くなってしまい、土日の活
動は少し抑えなければと感じた。震災直後はあれ
ほど娘を心配したのに、今は娘を放って土日も活
動をしている。「土日のどちらかは家にいて」と
娘に言われた事もあり、週末は身体を休め、家族
との時間を大切に過ごす事にした。
それからは、企業人である自分の立場を最大限活
用して、被災地、社会が抱えている課題を解決し
ていこうと考え、働き方を切り替えた。被災地に
ある企業なので、被災地の抱える課題をビジネス
で解決できればベストだと思っている。

※1　「東北グランマのクリスマスオーナメント」…震
災で仕事を失った漁師のお母さん達（東北グランマ）
が、オーガニックコットンの残布（ざんぷ：裁断後
に余った布）で手作りしたクリスマスオーナメント
を皆さんに買ってもらい、東北グランマ達を応援す
るプロジェクト。

20年続ける支援を
私達がいただいたご支援を感謝の気持ちに変え
て、2年目も「3.11未来へつなぐバトン」を続け
たいと考えた。震災はどんどん風化してしまう。
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とにかく大事なのは「継続する」事だと思う。復
興を果たせたと思えるまで、続ける事が必要だと
思っている。本当は復興のステージに入っていな
ければならない時期だと思うが、女川、雄勝、石巻、
陸前高田など津波による甚大な被害を受けたとこ
ろに足を運ぶと、瓦礫が無くなっただけで、あま
り復興が進んでいるとは実感できない。時々、娘
を連れて各地を訪れる。非常に大変だった時がフ
ラッシュバックしてとても苦しい思いをするが、
それでもこの心の痛みを忘れてはいけないと思っ
ている。なぜ私達の故郷にこうした事が起こった
のかと恨み言を並べるのではなく、もし他地域で
大きな災害が起きた時に私達の体験が他地域の参
考になればよいと思っている。そのために軸にな
る思いを持って、その思いがぶれないように時々
被災地を訪れて振り返りながら仕事をしていきた
い。

※4　認定NPO法人女子教育奨励会（JKSK）「結結（ゆ
いゆい）プロジェクト」…東日本大震災を機に、東
北の女性リーダー達が持てる能力を存分に発揮し、
取り組もうとしている復興活動を首都圏のエキス
パートが共に考え、共に支援・協力・応援をしてい
くために立ち上げられたプロジェクト。

大震災を振り返って
義理の父を亡くし、多くの友人知人を見送った。
47歳にして人生観が大きく変わった出来事だっ
た。働き方に対する考え方が大きく変わったし、
経済ありきの幸せのものさしが実は間違っていた
事に気づかされた。個人だけの欲望にお金を使う
のではなく、一部を他の人に回す事によって自分
というちっぽけな人間でも人様の役に立つと実感
できた。思い出せば泣けてくる事はたくさんある
し、いまだに被災地を訪れれば涙も出るが、それ
らの痛みはこれからここをどうすれば良くできる
のかとアイデアに変えていかなければならないと

※2　ふゆみずたんぼ…冬期湛水水田。冬の間も田んぼ
に水を貼り、田んぼに生きる原生生物や水鳥など多
様な生き物の力を借りて無農薬・無化学肥料で米作
りを行なう農法。

※3　BioFach（ビオファ）…ドイツ語で「オーガニッ
ク専門」の意。ドイツで20年前に始まったオーガニッ
ク展で、現在では世界最大のオーガニック・ナチュ
ラル関連製品展示会。

自ら復興者になる思いを持って
これまで首都圏主導で復興へアプローチする取り
組みが多く行なわれてきたが、これからはフェー
ズで変わってくるだろうし、各地では温度差が生
じているように感じる。風化していく事が課題だ。
いつまでも首都圏頼みではいけない。小さな取り
組みでも自分達が情報を発信して、経済の活性化
につながるように取り組んでいかなければいけな
いと思っている。これまで作ってきたご縁を大事
にしながらも、被災者自らが復興者になる心意気
を忘れずに活動したい。
震災後に、認定NPO法人女子教育奨励会（JKSK）
が主催する「結結（ゆいゆい）プロジェクト車座」
※4に3回参加した。石巻の他、南三陸、大崎、気
仙沼など、それぞれのエリアで抱える課題に触れ、
その課題に真摯に取り組む多くの仲間を得た。ま
た首都圏メンバーから寄せられる無私の協力、後
押しは何より心強い。東京新聞、河北新報の各誌
面で「東北復興日記」と題して、復興に取り組む
姿を記事発信し、多くの方々に紹介する形でつな
がりが今も続いている事には感謝を忘れずにいた
い。
震災から2年が過ぎて、3年目を迎えた。精神的
にも疲れが出てくる頃だ。疲れる事は仕方がない
と思うが、決して方向性を見誤る事がないように、
ゴールはどこにあるのかを常に意識して仕事をす
べきだと、課題としていつも意識している。震災
特需で売り上げが伸びたが、この時期にきて沈静
化している。企業なので利益を追求するために「支
援」「寄付」から離れて、売り上げ回復に躍起と
なるかもしれない。それもビジネスには必要だが、
より地域、地元に密着した一ノ蔵らしい商品企画
や情報発信がますます重要になってくると思う。
そのために大切なのは「構想力を磨く」事だ。ア
イデアをどんどんブラッシュアップして、会社の
貢献にもつながりかつ社会貢献にもつながる働き
方、あるいは商品の打ち出し方を常に考えていか
なければならない。今後は私だけ、一ノ蔵だけ、
ではなく、多くの方々と協働する事が大切になる
と思うので、ますますネットワークを広げていき
たいし、そのネットワークを強力にしていきたい。

幸せ御守（株式会社アバンティ提供）
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思うようになった。「負けないぞ」の気持ちでい
ようと思っている。自然界にとっては摂理である
し、文明の利器で跳ね返すのではなく、自然とう
まく寄り添って生きていくためには、私達人間が
どうあるべきなのか、人と人のつながりはどうあ
るべきなのかと考えさせられた。
私が会社で働けるのはあと10年だと思っている
が、自分の働き方をソーシャルビジネスとしてシ
フトしようと決めた時から目標が2つある。一ノ
蔵の商品を使って寄付文化を醸成する事と、エシ
カル消費を促進する事だ。「消費行動を変えるマー
ケティング」を自分の仕事の軸に置きたいと考え
ている。私は一ノ蔵の社長ではないが、一ノ蔵の
こうありたい姿として「10年後、一ノ蔵はその
事業や商品を通じて、地域社会の抱える課題解決
を目指して、希望を生み出せる企業」を思い描い
ている。

撮影：2011.5.14　宮城県大崎市
菜の花フェスティバルinおおさき（千田信良さん提供）

撮影：2011.3.11　宮城県大崎市（千田信良さん提供）

地域のリーダーを育てたい想いから積極的に
見学受入を行なっている（千田信良さん提供）

燃料を重機へ供給した（千田信良さん提供）

ドイツ　ニュルンベルク　オーガニック・ナチュラル関連製品展示会
「BioFach（ビオファ）」
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3月11日　14時46分
宮城県大崎市内の病院の、2階の病室にいる時に
地震が来た。多忙な業務で体調を崩し、数日前よ
り入院していたのだ。「また地震か」と思ってい
たら、徐々に揺れが激しくなった。点滴を受けて
いたので、外れないように押さえ、ベッドにしが
みついた。ところが、揺れはとても大きく、6人
部屋のベッドやテレビ台同士が激しくぶつかり
合った。経験した事のない揺れは非常に長く続き、
いつ終わるのだろうかと恐怖を覚えた。
すぐに停電したが、病院には非常用電源（発電機）
が完備されている。しかし、日頃から動かしてい
ないためか、よく止まった。燃料も十分にはない
ようで、発電機屋さんと病院のスタッフが燃料調
達のため必死に連絡を取っている。私はただ事で
はないと感じて、すぐに携帯電話のワンセグをつ
けた。
津波の映像を目の当たりにし、言葉を失った。過
去の災害の話は聞かされていたけれど、まさか自
分が生きている時代にこうした悲劇が起きるのか
と目を疑った。宮城県女川町や石巻市、塩竈市に
いる親戚の安否が気になって仕方がなかった。携
帯電話のワンセグから得た情報を看護師や病院ス
タッフの皆さんに伝えた。

大崎市の緊急災害給油基地に
約2週間の入院と言われていたが、翌日、退院を
申し出て許可をもらった。現場の先頭に立って指
揮しなければならないと思ったからだ。2007年
の新潟県中越沖地震でバキュームカーを派遣した
ボランティアの経験があったので、すぐに大崎市
の災害対策本部へ向かい、自分達の業界がどう対
応をするか情報を共有した。
停電になった時、すぐにBDF（Bio Diesel Fuel：
バイオディーゼル燃料）が役に立つと感じた。電
気工事経験のある社員が、所有しているディーゼ
ル発電機から事務所の電源を確保した。また、震
災の起こる5日前にBDFを精製する新プラント

が完成したばかりで被害が最小限だった。そこで、
想定される燃料需要に備えて、ディーゼル発電機
でBDFを製造した。さらに弊社は特殊なB5とい
う、軽油と5%のBDFを混合した燃料を扱ってい
るため、原料となる軽油が地下タンクに10kl備
蓄してあった。多くのガソリンスタンドがポンプ
を手押ししていた時に、ディーゼル発電機からポ
ンプを回す電源を確保する事もできた。その旨を
すぐに市長に申し出ると、大崎市の緊急災害給油
基地・燃料保管基地として位置づけられた。発電
機を持つ病院や浄水場、下水処理場などへ優先的
に燃料を提供し、公用車等緊急車両、沿岸部の同
業者にも給油活動を行なった。また、沿岸部では
地元処理業者が被災したため、各地で避難所に設
置された仮設トイレが使用できなくなる事態が発
生した。そこでBDFを給油した自社のバキュー
ムカー2台を被災地各地に運行させ、山形県の各
市町村の処理場へ搬送した。震災から2週間ほど
が経過し、全国各地からバキュームカー60台な
どの支援車両が応援に来た。弊社の車両をBDF
で走らせながら、宮城県塩竈市、多賀城市、石巻
市、気仙沼市の同業者に燃料を配達したり、沿岸
部の同業者が取りに来たり、うまく中継基地にな
る事ができたと感じる。BDF、B5、新プラント
の施設があったからこそさまざまな連携につなが
り、沿岸部をバックアップできた。
原料や燃料が集中するコンビナートが沿岸部に多

取材日

菜の花でつながる縁
千田 信良 有限会社千田清掃

有限会社千田清掃代表取締役。「時代をリードする創造的企業として社会に貢献しつつ会社の繁栄と社員の幸せを実現す
る。」を経営理念として掲げ、他にも宮城県環境教育リーダーやおおさきバイオエネルギー協議会の理事兼事務局長を務
めるなど、環境や地域貢献をライフワークとし活動している。

企業
大崎市 2013.07.17
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ちはBDF用のディーゼル車と燃料があったので、
鳴子温泉にも行く事ができた。また、親戚に頼ん
で山形県に食料を調達しに行ってもらって社員に
分配し、ビニールハウスで炊き出しを行なった。

菜の花でつながる縁
2011年5月14日、復興支援イベント「菜の花フェ
スティバルinおおさき」を鳴子温泉郷・川渡で
開催した。震災後、鳴子温泉地域にはピーク時で
約1,000人以上の沿岸部の方々が2次避難をして
おり、その方々と大崎市全体を励ましたいと思っ
たからだ。
亡き父が旧志津川町の警察署長を務めており、初
めて志津川を訪れた時に「昔、津波があったんだ
よ」と聞かされた。小さいながらに「こんな大き
な堤防は見た事がないな」と、津波の事を意識し
た。また、実姉（杜けあきさん）が宝塚に入った
時に志津川の皆さんがパレードをして地元をあげ
て応援してくれた。そうした経験から「何か恩返
しをしたい」という想いが募り、自分が志津川の
ためにできる事は何なのだろうと考えた。
外の菜の花畑で少しでも楽しんでもらおうと思っ
た。姉とも相談し、いろいろな人に声をかけて、
素晴らしいイベントができあがったと思う。ゲス
トには姉の杜けあき、さとう宗幸さんを迎え、自
衛隊音楽隊による演奏や熱気球に乗って空からの
菜の花畑鑑賞会や菜の花料理の試食、地元の企
業やボランティアによる炊き出しなどが行なわ
れた。当日は避難者や地元住民などあわせて約
1,500人が来場した。最後に来場者の方から「本
当にありがとう」と言われたのが一番印象に残っ
ている。菜の花を通じて被災者の皆さんの心に絆
が生まれたのではないかと感じる。毎年続けよう
と、今年も開催した。
また、大崎市や東北大学と連携して、菜の花を通

く立地しているので、リスクを分散する意図で、
内陸部にもコンビナートがあってもよいのではな
いかと感じた。

震災から5日目に女川町へ
震災から5日目、親戚の救助のために宮城県女川
町へ行った。ほとんど情報がなかったので、現地
へ行ってみるしかないと思った。自衛隊出身の社
員を連れて、まだ雪が降ることもあったので防寒
対策を万全にし、車にBDFを積んで準備したが、
途中から歩く覚悟をしていた。石巻が近づくにつ
れて悲惨な光景が現れた。私は戦争を経験してい
ないが、焼け野原のように見るも無残な景色が広
がっていた。何も残っていないが、そこら中に確
かに生活していた跡がたくさん残っていた。親戚
は大丈夫だろうかと不安がよぎった。
女川町立病院までは車で直接行く事ができた。自
衛隊が道路を復旧したのかと思ったが、驚くべき
事に地元の方々が自衛隊の応援が来るように道路
の瓦礫を撤去したそうだ。病院では誰がどこの避
難所にいるかを書いた貼紙があった。必死で親戚
の名前を探し、女川町立体育館にいる事が分かっ
た。避難所となった体育館はおそらく広いのだろ
うが、1人1畳もないほど狭い範囲に大人が何人
も身体を寄せ合って暖を取っていた。体育館に親
戚がいる事は分かったが、その混乱の中で探すの
も大変だった。ようやく70歳を過ぎた叔父と叔
母を見つけ出し、いとこも運よく助かった事が分
かった。消防団であるいとこの話を聞くと、高台
になっている女川町立病院に逃げ込んだが、1階
まで津波が来たそうだ。水がどんどん上がってき
たと言う。女川には何度も足を運び、親戚を通じ
て物資支援をした。避難所には水や毛布はあった
が、多くの人が着の身着のまま避難しているので、
歯ブラシのような細やかな物資が大変喜ばれた。
今回は自衛隊の動きが早かったのではないかと感
じる。初めて女川に行った時にはすでに自衛隊が
来ていた。ヘリコプターから救援物資をグラウン
ドに降ろす作業を目の当たりにして、「日本は捨
てたもんじゃない、生かされた自分は頑張らねば」
と思った。

田舎と都市の違い
大崎市は10日ほど停電したが、都市ガスはずっ
と止まらなかった。また、田舎なので親戚に農家
がいるし、年配女性の方々の保存の知恵を持ち
寄って、1週間は食料に困る事はなかった。そう
した面ではコンビニエンスストアに都市型難民が
殺到した仙台市内よりも強かったと思う。
あの頃はどの地域でもガソリンが無かったが、う

撮影：2011.3.23　宮城県大崎市　全国各地から応援に来た支援車両
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び電力・熱・燃料の販売を目的とした会社だ。大
崎市の再生可能エネルギーの勉強会をきっかけに
プロジェクトチームが発足して、市内の企業の代
表取締役が集まって発起人となり、会社設立に
至った。エネルギーの地産地消に取り組もうとし
ている。現在、メガソーラーの建設に向けて準備
中だ。将来的には地域の皆さんに出資していただ
き、市民ファンドを作りたい。その配当を地域の
地場産品や鳴子温泉宿泊券にする事で、地域の絆
を深めるきっかけを提供し、地域に貢献する事を
最大の目的に考えている。
また、いかにリーダーを発掘して育てていくかが
非常に重要だと感じた。成功の反対は失敗ではな
く、何もしない事だ。リーダーは聞き上手にな
り、いかに多様な意見をまとめ、つなげるかが鍵
になると思う。家族は家族でお父さんが守らなけ
ればならないし、会社は会社で社長が先頭に立っ
て、社員を守らなければならない。どこかの誰か
がしてくれるわけではないのだから、皆で協力し
ていくべきだ。若い人には故郷を思って働く場所
を作ってあげたいと思う。「世のため、人のため、
地球のため」にコミュニティ、人のつながりやご
縁をもっと意識して、ライフワーク、ビジネスに
つなげ、この地域を引っ張っていきたい。

じた循環型社会を目指す「菜の花プロジェクト」
に参加し、津波で塩害の被害を受けた農地や、放
射線で耕作できなくなってしまった農地の再生プ
ロジェクトを行なっている。役割分担を行ない、
弊社は刈り取り作業、種選別や搾油作業が担当だ。
種にセシウムは移行しないそうで、絞った油は安
全なので、これから福島県の農地をどう再生させ
るかが課題となる中でBDFが有効ではないかと
考えている。
BDFの原料となる菜の花でさまざまなつながり
ができ、いろいろな方々とご縁があった。菜の花
プロジェクトに出会っていなければ「菜の花フェ
スティバルinおおさき」「菜の花プロジェクト」
にもつながらなかった。BDF事業を展開してい
て本当によかったと感じている。

BDFの普及における課題
BDFの普及がなかなか進まなかったのは、粗悪
なBDFが多かったからだと思う。弊社では分析
室があり、品質にこだわったBDFを製造してい
る。これまで高品質のBDFを作るにはどうすれ
ば良いのかが課題だったが、それはクリアした。
次はどうコストダウンするかが課題だ。品質マ
ニュアルをきちんと確立して、コストダウンを考
えていきたい。
また、まだまだBDFの認知度が低いことも課題
だ。そのため、県より宮城県環境教育リーダーの
委嘱を受け、依頼があれば積極的に小学校をはじ
めとする教育現場へ環境出前講座に行っている。
また、高校生のインターンシップや地域の団体の
視察の受け入れを積極的に行なっている。2012
年9月にも韓国の大学生30名が来てくれ、弊社
のプラントなどの施設見学が行なわれた。「地球
環境に国境はない」と話をさせていただき、心の
通った良い視察研修になったのではないかと思
う。
こうした努力の甲斐あってか、廃食用油の回収量
はどんどん増えており、BDFは大手ゼネコンの
災害廃棄物処理施設の建設重機や発電機、破砕機
の燃料としても使用されている。まだまだ始まっ
たばかりではあるが、CSRやISOの観点から「う
ちの営業車やトラックに使いたい」と問い合わせ
も来ている。

大震災を振り返って
震災を機に再生可能エネルギーに対する社会の認
識は大いに変わった。自分も変わるきっかけに
なった。2013年3月、「おおさき未来エネルギー
株式会社」が誕生した。太陽光やバイオマスなど
の自然エネルギーを利用した発電・発熱業務およ

撮影：2011.5.14　宮城県大崎市　菜の花フェスティバルinおおさき
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3月11日　14時46分
【外川さん（栄）】外にいる時、ものすごく強い揺
れの地震が来た。1978年の宮城県沖地震を経験
したが、その時の揺れとは比べ物にならない揺れ
だ。「これは尋常ではない」と思った。家にいる
母が心配になり、家まで走った。道路脇の電信柱
は柳のように揺れている。自宅前にあった島唯一
の商店が地震で倒壊していた。状況が良く分から
ず、無我夢中で家に戻ると、茶箪笥が母の上に倒
れそうになっていた。地震が来る前にたまたま付
けた家具転倒防止チェーンがなかったら危なかっ
たと思う。
津波を経験した事はなかったが「津波が来るかも
しれない」と感じた。位牌と権利書を持ち、すぐ
に母と近所のおじいさんと一緒に避難所へ向かっ
た。近くの避難所の旧浦戸第一小学校は水道や電
気がないので、おじいさんの事を考え、別の避難
所であるお寺を選んだ。ところが避難所へ向かう
途中、第一波なのだろうか、真っ白い波が見えた。
津波を初めて見たからか、夢中だったからなのか、
不思議と恐怖心は無かった。真っ白い波を見て「危
ない！」と感じ、危機一髪で津波から逃れた。今
考えると本当にあと何十秒かの違いで危なかった
と思う。

【長南さん】海の上で牡蠣収穫の最中だった。30
ケースほどの収穫が終わり、すでに終盤だ。少し
ぐらぐらと揺れたので、最初は「地震だな。結構
大きいかな」と思った。すると、海がぽこぽこと
沸騰してきた。地震の揺れでさざ波のように海が
波立ってきたのだ。これまでそうした海の様子を
見た事がなかったので「おかしいな」と感じた。
その瞬間にぐらっぐらっと大きな揺れが来た。内
湾では支柱柵式で、船を竹の支柱にくくって牡蠣
を獲っている。支柱につないでいる時に大きな地
震が来ると、船と一緒に海に巻き込まれてしまう
ので、すぐにもやい綱（支柱と船とつなぐ綱）を
切らなければならない。そのまま船をもやってい
る（つないでいる）と、揺すられて根こそぎ持っ

ていかれるからだ。いかだも牡蠣の種も海に沈ん
でしまった。船がぐっと引っ張られたので「この
ままでは危ない」と思い、もやい綱を切った。周
りを見渡すと崖が崩れている。1978年の宮城県
沖地震を経験しているが、このような揺れは経験
した事がない。怖かった。「おどげでねぇ事が起
こる（大変な事が起こる）」と感じたので、揺れ
が収まって、船に積んでいた牡蠣をすべて海に捨
てた。家で作業をしている女性たちが心配になり、
急いで帰った。陸に帰ってきた時には岸壁が1m
近く地盤沈下していた。「絶対に津波が来る」と
感じた。家に戻って、位牌と防寒用のレインウェ
アを持ち、高台に避難した。

【外川さん（栄）】高台にある旧浦戸第一小学校に
避難し、入り江に何度も津波が来ているのを見た。
地震から津波が来るまで30分くらいだったと思
う。第一波は真っ白いきれいな波だったが、この
辺りでは第二波が大きく、後の波は全て真っ黒
だった。桟橋は津波にさらわれてしまい、防潮堤
の上には知り合いの船が乗っかっていた。多くの
島民がすぐに高台に避難したが、船を安全な場所
に移すため海に出た方がいて、波の渦に巻き込ま
れてしまった。私達は助ける事もできず、高台か
ら見ているしかなかった。その方はたまたま浮遊
物につかまる事ができて助かった。また、避難し

取材日

寒風沢へ来て、島の現状を見て欲しい
外川 晴信、外川 栄子、長南 正義 個人

外川氏は民宿経営・漁師、長南氏は漁師をしている。寒風沢は宮城県塩竈市浦戸諸島最大の島。江戸時代に伊達藩の江
戸廻米の港として栄え、当時の繁栄の歴史が語り継がれた文化財の指定も多い。産業は漁業、農業や観光（民宿等）。東
日本大震災では島ならではのコミュニティと循環が活かされ、救援が来るまでの約1週間を凌いだ。

個人
塩竈市 2013.07.17

外川 晴信さん
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てから薬を取りに家に戻り、津波に巻き込まれ、
たまたま山に流されて助かった人もいる。

島ならではのコミュニティと循環
【外川さん（栄）】寒風沢は北区、中区、南区に分
かれている。地震の翌日、明るくなってから消防
団が様子を見に行った。消防団の皆が「南は全部
無くなったんだ、何もねぇ」と言ったのを聞いて

「きっと海沿いに建っている自宅は無くなってし
まったんだ。夫が不在だから、消防団の人、気を
遣ってうちのこと言わないんだな」と思った。

【外川さん】地震が来た時は鳴子にいて、3日目
に寒風沢へ帰ってきた。塩竈から寒風沢まで出る
船はなかったので、松島にある姉の家へ行って船
を借りた。

【外川さん（栄）】3日目に自宅へ戻ると、奇跡的
に家が残っていた。もちろん家の周辺や家の中は
ヘドロや瓦礫だらけだ。ワカメの作業場の上には
どこかの家の2階部分が乗っかり、自宅前の道路
にも流されてきた家の2階部分がぽとんと落ちて
いた。

【外川さん】自衛隊が来たのは、地震から1週間
くらいたってからだ。寒風沢では電気も水道もス
トップしたが、皆で協力して食べ物を持ち寄り、
不自由する事はなかった。米やみそ、野菜は自分
で作っている。備蓄まではいかないと思うが、1
年間は食べていける米やみそなどが取ってある。
津波で濡れてしまったが、家に米はあったので避
難所に持って行って皆で食べた。また、冷蔵庫や
冷凍庫は開けなければ1週間ほど中の食材が大丈
夫なようだ。プロパンガスのボンベを煮炊きに使
い、島ではガソリンや灯油をドラム缶で買ってい
るので、瓦礫の中から探し出して1か所に集め皆
で使った。しかし、水には困った。塩水を真水に
変える装置が島にあるが、飲むのは抵抗がある。
洗い物などに使用し、防火用井水にストックして
いた水を飲料水に使った。

【長南さん】島ではほとんどの家が漁業をしてい
るので、各家庭に冷凍庫が必ずあり、家で魚を冷
凍している。私の家でもその日まで牡蠣剥きをし
ていたし、米は作っているので、食生活には困ら
なかった。島というコミュニティで成り立ってい
る。もちろん非常時にはいろいろな人間模様が見
えた。それは仕方ない事だと思うが、それらをま
とめるリーダーは本当に大変だと思う。

【外川さん（栄）】自衛隊が来るまで島ならではの

循環が活きたと思う。避難所でも普段と変わらな
い温かいおにぎりとみそ汁をいただいた。電話は
つながらなかったものの、大きな発電機があった
ので、体育館に電気を引っ張って、テレビを見る
事もできた。非常時には島の方が良いところもあ
るのではないかと思った。

【外川さん】1週間以上、島民全員でご遺体の確
認をした。船が残っていたので海は瓦礫だらけ
だったが、船で塩竈市の市役所へ行って寒風沢の
様子を報告した。地震から1週間くらい経ち、自
衛隊がヘリコプターで食料を運んでくれた。また、
ホバークラフトで迎えに来て、沖に停泊している
輸送船のブルーシートで作ったお風呂に入らせ
てくれた。お風呂には1ヶ月以上入る事ができな
かったので、久しぶりに入ったお風呂は極楽だっ
た。ありがたいと思った。自衛隊は1ヶ月以上、
島で捜索をしていたと思う。
10日ほどで避難所から自分の家へ戻った人もい
る。片づけのため家に帰る人、発電機を買ってき
て自分で電気を確保する人もいた。うちも自宅2
階は大丈夫だったので、2階で寝泊まりし、朝晩
は避難所にご飯を食べに行った。電気は復旧まで
1ヶ月以上かかり、水道は2ヶ月近くかかった。
2ヶ月ほどが経過し、だんだんとボランティアが
来るようになった。この島ではボランティアが来
る事は初めてだったので馴染みがなく、最初は「何
とか自分達でやっから」と断っていた。申し訳な
いと思ったからだ。しばらくそうした状況が続い
たが、ボランティアの方々は何度も島へ来た。毎
日1人で片づけなどをしていたので、大勢のボラ
ンティアの方々の「何でもやっから」という気持
ちが嬉しく、ありがたかった。最初は食料も確保
できず、お風呂もなかったので、泊まり込みでボ
ランティアをする事はできなかったが、定期船が
動くようになってからはボランティアの方々が頻
繁に来るようになった。もしも自分がボランティ
アに来てもらう立場ではなく、逆の立場だったら、

外川 栄子さん
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てしまったので、すべてそろえるには1億円以上
かかる。3人で協業すれば、全体の約8割の融資
を受けられるのだが、海苔事業に携っている島民
は皆67歳前後だ。後継者がいれば違ったのだろ
うが、やりたい気持ちはあっても、この先の返済
がネックになり、再開する事ができず、海苔の事
業をしていた人は全員やめてしまった。現在、寒
風沢の最若手事業者は牡蠣を事業にしている54
歳だ。
次に防潮堤の問題だ。今回の震災のように津波を
見てから逃げた人も大勢いる。もしも見えていな
かったら、うちの母ちゃんは巻き込まれていた。
防潮堤を高くしたら、波を見る事ができなくなる。
海が見えないとおっかないし（怖いし）、かえっ
て危険ではないか。岩手県田老の防潮堤でも津波
を防げなかったのだから、もはや防潮堤では防げ
ないと分かったはずだ。命があればよいのだから、
財産はともかく、とにかく逃げる。地震が来たら、
海を見て逃げる。津波が来たら、逃げるしかない。
寒風沢は震災により沈下した漁港用地等のかさ上
げ整備が復興計画に盛り込まれている。防潮堤が
高くなれば、道路もかさ上げされる。それで、住
宅地を低いままにしておくと、ポンプで排水する
必要が出てくる。しかし、かさ上げには資金も労
力もかかる。家の中の物を全部出して、床を壊
して高くしなければならない。私の家も土地を
かさ上げするために、1年近く空き家に住んでい
た。それを80歳の島民にやれと言うのは無理が
ある。また、防潮堤と一緒にエプロン（接岸施設
の水際線から上屋または野積場に至るまでの平坦
な場所。）も高くする計画だそうだ。エプロンが
高くなると、干潮時に船への乗り降りや荷揚げが
できなくなってしまう。使いやすいようになるな
ら良いのだが、これから歳をとっていくのに、お
どげでねぇ（大変な）事だ。住民の意向としては、
現状を保ちながら水が上がらないようにしてほし
い。

果たして自分は行けるのかなと自問した。日本人
には良いところが残っていると感じた。

東日本大震災による海の変化
【外川さん】震災後は2012年から海に潜ってい
るが、大きな石や海藻が無くなってしまった。島
の陰には海藻などが残っているが、津波が来たと
ころはまっさらになっている。アワビは大きな石
の下などに隠れるので、まっさらな状態ではアワ
ビが付かない。島では5人が素潜りをしているの
だが、産業としての危機感を抱いている。いろい
ろな養殖ならば何とかなるかもしれないが、自然
を相手にしている潜りの我々にとって現在の海の
状況は非常に厳しい。

【長南さん】震災以降、内湾が富栄養になってい
る。沖合の泥が流れ込んできたため泥質が変わっ
た。これまでは見た事がなかったツチクジラが湾
淵辺りにいる。内湾まで入ってくるなど、これま
でにはない事だ。ワカメは少し増えたが、カジメ
などが全部無くなってしまい、アワビが付きそう
もない石になってしまった。また、ウニがいない
ので、雑ものを食べてくれない。潜水した時、石
を伝っていくとアワビがいて、蜘蛛の巣がはった
時（磯が汚れている状態）はウニが雑ものを食べ、
ウニをどかすとアワビがいる環境が良い海の環境
だ。どれか1つ欠けても駄目なのが自然だ。ウニ
は草を食べてしまうので邪魔だと言う人もいる。
確かに邪魔する事もあるが、補ってくれるところ
を尊重した方がいい。

寒風沢が抱えている課題
【外川さん】現在、寒風沢に残っているのは仮設
住宅を含めて50軒だ。塩竈市に避難した方々が
戻って来られない状況が一番の課題である。歳を
とったり、病気をしていたりして、島にいると緊
急の場合は対応できないので、高齢者は安心して
暮らす事ができない。お墓参りにいつでも行ける
ようにと、お墓を寒風沢から塩竈に移した方もい
る。寒風沢に戻りたい気持ちはあるようだが、島
の復興住宅は申込みが無いようで、避難した方々
が戻ってくる可能性は少ない。
おそらく若い人が戻ってくる事もないだろう。寒
風沢に魅力ある産業が無くなってしまったから
だ。震災以前は海苔と牡蠣と刺網漁が盛んだった。
刺網漁の船は全部残っているが、海苔の機械は津
波で駄目になってしまった。「もう一度、海苔を
やりたい」と言う島民はいるが、設備を整えるた
めには莫大な資金が必要だ。いかだや網が流され

長南 正義さん
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【長南さん】寒風沢では11世帯が仮設住宅に住ん
でいる。夏は暑いし、冬は寒いし、絶対にストレ
スは溜まる。それが2年半も続いている。仮設住
宅は避難生活の延長と言っても過言ではない程の
大変さがある。震災で家や財産など全てを持って
いかれ、生産もかなわないと思い、一時は島を出
る覚悟もした。しかし、震災直後から早く自分の
生活を立て直したい一心で、とにかく生産をしよ
うと牡蠣養殖を1年目で再開した。海の中でヘド
ロ状態になっている種牡蠣の種子を探して、隣の
島の方と組んで、桂島の処理場に通った。生活が
成り立ったわけではないが、現在はこうして家族
と頑張っている。おそらく島を出てしまっては何
も残らなかっただろう。津波はどうしようもない
と思っている。小さな不平不満は数えたらきりが
ないが、それよりも早く元の生活に戻りたい。現
在は自分の生活の立ち上げが一番だ。外川さんの
ように早く自分の家を建てたい。
牡蠣養殖に携わって10年以上になるが、産業的
にはもう勢いがない。今後は加工して付加価値を
つけて売っていかなければならないと思ってい
る。寒風沢のブランドも考えていきたい。地域性
と閉鎖性はイコールだと思うので、時代の流れに
合わせて、自分で切り開いていかなければならな
いと感じる。人を呼ぶ工夫も必要だ。こちらから
も積極的に出ていき、寒風沢の良いところを上手
くPRしたい。地元では当たり前すぎて見えない
事も、外から来た人にとっては魅力的かもしれな
い。島に来た100人のうち1人でも興味を持って
くれ、やる気を出し、漁師をやりたいと言う人が
いるかもしれない。そうしたある程度オープンな
体制を作らなければ、寒風沢を含む浦戸諸島は生
き残れないと思う。これから「したい」事はいろ
いろあるが、生活していくためには1人ひとりが
生活の基盤を整えていかなければならない。先を
見て頑張るしかない。まずは少しずつでも前と同
じサイクルで仕事ができるように、良い方向に変
わっていけば良いと思う。

【長南さん】千年に1度と言われている大津波を
防がなければならないのも分かるが、使い勝手の
良いようにしてほしい。住む人が便利でなければ、
誰のためか分からない。朝起きて海の様子を見て
から今日の仕事の事を考える。海の様子が見えて
なんぼの世界だ。島に来て海が見えないのもどう
かと思うし、防潮堤ができたら閉じ込められた気
分になると思う。また、これまで簡単に海へ出入
りしていたが、防潮堤を大きくすれば人の手では
水門が開けられなくなってしまう。島は高齢者ば
かりなので大変だ。さらに、護岸整備と同時に避
難経路も整えないと、もし今津波が来たらどうす
るのだろうかと考えてしまう。島だけの力では予
算も人手もないので、できる事は限られているが、
ある程度同時に進めなければならないと思う。
寒風沢は震災前から課題が山積している状態だっ
た。そこに震災が来た。元の状態に戻すのか、元
の状態よりランクアップするのか。早く元の状態
に復旧するのが先決だと思っている。現状は時間
とお金をかけすぎではないだろうか。また、護岸
整備などハード面ばかりが優先されて、生活基盤
の産業が復興していない。第一次産業で食べてい
るので、産業が復興しないと島にいる意味がなく
なってしまう。牡蠣の産業は震災の年から何とか
復旧し、1年目は頑張れたが、2年が経過し、牡
蠣に従事する人は半分に減ってしまった。元の状
態に戻してくれれば、塩竈市に避難した方々の中
にも島へ戻る人がいるのではないかと思う。しか
し、戻ろうと思っていても島の復興が進まなけれ
ばどんどん先延ばしになり、避難先で生活基盤が
固まってしまうのではないか。復興計画などは大
きく掲げられていても、現地では復旧復興が全然
進んでいないように感じる。動いてはいるのだろ
うし大きなビジョンも必要だが、現在も自分達の
生活は続いているのだから、住む人達に見えるよ
うにしてほしい。

大震災を振り返って
【外川さん】地震が来たら、とにかく何も持たず
に逃げる。それが大事な事だ。また、今振り返ると、
米などの備蓄をしていた方が良いのだと感じる。
大震災という非常時に島で確立していた循環が活
かされた。これからも島の良いところとして、寒
風沢ならではの循環を守らなければならないし、
活かしていかなければならない。
これから寒風沢へいろいろな方に来て、泊まって
いただき、島の現状を見て、話を聞いてほしい。
島民は海が見えるのが寒風沢らしいと思ってい
る。海が見える事がどれだけ大事かは、見てもら
わないと分からない。

撮影：2013.6.29　宮城県塩竈市寒風沢　島へ来たボランティアの様子
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3月11日　14時46分
大学卒業後はまちづくりの勉強のために島根県に
ある隠岐諸島の海士町に住んでいた。2011年3
月11日は大学生が8人ほど勉強のために島に訪
れていて、地震発生時は受け入れ対応をしていた。
このとき海士町はまったく揺れなかった。地震が
あった20分後くらいに、たくさんの友人から届
いたメールを見て、初めて地震の事を知った。そ
の後、会社の社員全員で東北のお客様に安否確認
等をした。
僕はその日のうちに実家のある東北に向かった。
1日に2本出ているフェリーの運航は終わってい
たので、貸し切りの船を借りて本土を目指した。
ちょうど船に乗った18時30分くらいに両親から
メールで連絡があり、元気である事を確認できて
一安心した。

ふらっとーほく立ち上げ
亘理のボランティアセンターが3月19日に立ち
上がったと聞いた。亘理には母の知人がいた事を
きっかけに、3月22日くらいに初めて瓦礫撤去
のお手伝いをさせてもらったことがすべての始ま
りだった。最初は何をやればいいか分からなかっ
たし、いつまで東北にいるかもまったく考えてい
なかった。
ネットで情報を収集していると、東京の人は東
北に来たがっているが、宿がなくて困っている
ことがわかった。一方で、宮城野内陸には温泉
宿があるが、震災の影響でお客さんが来なくなっ
てしまった。これを解決するために温泉宿とボラ
ンティアのマッチングができないかと考えた。し
かし、当初は温泉宿のネットワークを持っていな
かった。遠刈田のとある温泉宿の支配人とつなが
りを持つ事ができたのはたまたまだ。支配人は、
一緒に東北へ来ていた僕の知人が関わっていた、
インターネット上の企画のファンで、そこからつ
ながりを持つ事ができた。
ふらっとーほくの最初のサービスは4月7日に開

始した。当初はホームページが無かったのでブロ
グに情報を掲載した。1回目はたいした集客はで
きなかったが、来ていただいた方の満足度は高く
リピーターは多かった。その後も何度か企画し、
来ていただいたボランティアは連泊でも1人とカ
ウントした場合、延べ数で300人弱くらいだ。全
員が亘理のボランティアセンターでお手伝いをし
ていた。
ふらっとーほくのプログラムで東北入りした方々
の中には、復旧の段階ではボランティアとして動
き、その後の復興の段階では事業として長期的な
支援ができないかと考えている方々がいた。その
方々と一緒になって、これからの亘理の支援をど
うするべきか毎晩話し合った。亘理の今後を考え
ている中で、わたりグリーンベルトプロジェクト
につながる話が出てきた。

わたりグリーンベルト 
プロジェクト発足
わたりグリーンベルトプロジェクトは町民参加型
のプロジェクトで、各分野の専門家と協力しつつ
自ら調査・計画策定・苗木作り・植樹・管理と運
営すべてに携わってまちづくりを行なう。100年
後、未来の子ども達が自慢できる手づくりの森づ
くりと、町民としての誇りを受け継がせるプロ
ジェクトになっている。

取材日

一緒に亘理町の未来を考えていきたい
松島 宏佑 わたりグリーンベルトプロジェクト運営委員会

わたりグリーンベルトプロジェクト運営委員会代表理事。宮城県白石市出身。東京の大学を卒業後、島根県にある隠岐
諸島の海士町でまちづくりについて学ぶ。被災地と支援者を繋ぐマッチングサイト、ふらっとーほくを立ち上げ後、わ
たりグリーンベルトプロジェクトを発足する。亘理町の防潮林再生と共に、亘理町の今後の復興を見すえている。

任意団体
亘理町 2013.07.18
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プロジェクトは大きく3つのステップに分かれて
いた。第1ステップとして最初の企画が出たのは
2011年8月頃の事だった。この時は現地で何十
年も仕事をしている苗木屋の方が「防災林が流さ
れたので復活させる必要がある、それを市民の手
でできないか」と仰っていた。この企画を自治体
に提案したところ採用され、2011年12月に出さ
れた亘理町の復興計画に「30,000本の防潮林育
成プロジェクト事業」として掲載された。
第2ステップでは、この事業は本質的な解決にな
るのかと地域で議論が起こった。防潮林は目的で
はなく、あくまで町を守るためのものだ。沿岸部
の農業は防潮林があったからできた。昔は防潮林
から拾ってきた松ぼっくりや松葉でお風呂を沸か
していたし、戦後までさかのぼると籠を背負って
行き防潮林でキノコを採っていた文化がある。資
源的な循環はもちろんだが、人的にも生きる上で
の農地があって住宅があって、守る部分もある。
それは手段であって、本質的な解決にはならない
という意見が交わされる中で、わたりグリーン
ベルトの発起人会が2012年の4月に行なわれた。
沿岸部の区長さんや被災者の方を交えて、プロ
ジェクトを始めようとした。
第3ステップとして、わたりグリーンベルトのマ
スタープランを作成し、亘理町に総務省の緑の分
権改革に公募していただけないかと提案をした。
公募が通り国から自治体に委託され、2012年6
月に採択団体として社団法人ふらっとーほくが事
業を受けた。
その後、住民を交えてのワークショップを行なっ
たが、最初は僕達スタッフも含めてみなさん緊張
して大変だった。当時の東北には市民参加型のま
ちづくりの事例がほとんど無くて分からないこと
が多かった。1回目のワークショップに参加した
方の感想を見ていて、「自分では何もできない」
と思っている方がたくさんいる事に気づいた。亘
理は内陸も沿岸部も被災して、地域の方々は目の
前の課題に向き合う事で精一杯だったはずだ。そ
れなのにこの1年間は地域のために何もできてい
ない、自分の身の回りの事しかできていない、そ
れが申し訳ないと感じていた。しかし、ワーク
ショップを重ねると、「初めからできないとは考
えず、目の前の事に全力で取り組みたい」「亘理
町が今までより好きになっている気がする」と
いった感想が出てきた。わたりグリーンベルトプ
ロジェクトが住民の方々が前向きで物事を考える
きっかけを提供できたかなと思っている。

亘理の子ども達へ伝えたい
2012年から総合学習の一環として学校で苗木作
りに取り組んでもらっている。今年は、年間を通

してグリーンベルトと一緒に亘理町の未来を考え
ようというテーマを設定した。最初、このテーマ
でやる事はすごく怖かった。沿岸部の事を考える
事自体が持つメッセージ性は、いろいろなものが
ある。沿岸部では震災について一切触れない子ど
もがいる事はよく聞いていた。やるべきか迷い、
先生達と相談しながら進めた。
実際に授業を行ない、子ども達に感想を書いても
らったら 、「自分にできる事」という表現がでて
きた事、「亘理を笑顔であふれた場所にしたい」
など、前向きにいろいろな事を感じたり、考えて
いて驚いた。もちろん全員がポジティブになる事
なんてあり得ない。だが事実として住んでいる子
ども達が町の未来を作らなければいけない厳然た
る事実もある。区長さんをはじめ地域の方のお話
を聞いて、一緒に苗木を作るプロセスの中で、子
ども達にはいろいろな事を感じてもらえたと思
う。

これからの 
グリーンベルトプロジェクト
今後、シンプルに何をしなければいけないかを考
えると、自分達で自分達の町を作るその一点に尽
きると思う。防潮林や苗木作りは手段に過ぎな
い。そこで営まれてきた生活や暮らしをどう再興
すべきかが本当の課題で、そもそも被災前から人
口減少や少子高齢化などの地域課題があり、震災
によってこれらの問題は加速化した。僕らは防潮
林を中心において、持続可能な地域づくりをやろ
うと考えている。
今後の具体的な方向性としてまずは、住民自身が
自分達で地域を担っていくという感覚を持ち、責
任を持つように転換させる事が必要だ。一方で、
町民自身が何かやりたいと言っても、県・国・法
制度などの大きな壁が待っている。その壁を全力
で突破する必要がある。僕達は町民参加型のワー
クショップですごく楽しそうな事をやっていると
思われがちだが、実際はすごく堅い勉強会もして
いる。例えば、防潮林の基本計画は僕達で作ろう
と、基本計画の策定に取り組んでいる。必然的に
水門や地形気象生物、法制度を調べなければいけ
ない。地域の方に調べてもらって僕達で評価し、
その全体の方針をどうするか、植栽計画、配置計
画、盛り土も含めて提案する。林野庁や霞が関の
担当部署はもちろん、仙台市など関係部署にはす
べて伝えている。なぜこのようなやり方で進めて
いるかというと、防潮林を作るまでは国が対応す
るが、その後の管理を担うのは自治体だからだ。
このまま任せてしまう事に危うさを感じているの
で、防潮林の管理体制も僕達で作ろうとしている。
地域の再興のために必要な事であり、地域で根差
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おいて、新しい持続可能な地域に向けてのモデル
を作る責任が、これだけの支援をいただいた東北
にはあると思っている。日本全体に何が返せるの
考えた時に、日本の将来に役立つものを東北で作
り上げたい。それならば支援をいただいた意味も
あるし、いろいろな方に力をいただいた意味もで
るだろう。
先日、東北でコミットをしている20～30代の若
者が集まり、今までの事を振り返った。被災地の
問題は東北の問題であって、東北の問題は日本の
問題でもある。そしてその答えを持っている人が
いない現実にこの3年間で気づいた。そこに現場
で頑張っている皆さんを含めて、若い世代が自分
達で答えを作っていかなければいけない。それが
最先端という自負を持ちながら本当に未来を作っ
ていく必要があると思う。僕にも社会を作る当事
者として、まずはわたりグリーンベルトプロジェ
クトを1つの基盤として何かできないかと常に考
えている。

すものにするべきだと提案して林野庁にも了承を
いただいた。
こうした国と県と自治体を含めた協働の基盤を、
あと1年で作りきりたいと思っている。協働は人
間関係の泥臭い部分もあるだろう。そうしたとこ
ろも僕らがコミュニケーションを取りながら作り
上げたいと思っている。
そして最後に、事業性が課題となる。防潮林の管
理のポイントとして、事業性がなければ今後の防
潮林の管理を続ける事は難しいと考えている。理
由の1つに、これまではコミュニティが管理して
いた側面がある。元々300世帯いた地域が、今は
20世帯しか残っておらず、コミュニティが無く
なってしまったためにこれまでのような管理はで
きない。沿岸部だけのコミュニティではなく＋α
で企業を加えてもう少し範囲を広げた『コミュニ
ティ』で管理していく方法を考えている。もう１
つの理由は、防潮林が目的ではビジネスにならな
い点だ。農業法人としての体験学習と合わせて、
防潮林の管理体験を盛り込み、合わせて防潮林を
管理していくような、農業を中心にした農業と防
潮林の一体管理を構想に据えている。
まとめると、まずは自分達で自分達の事を責任と
権限を持ってやっていく事。国・自治体・県・企
業と協働体制を作っていく事。いずれにしろ資金
がなければ継続できないので、現実的な部分で農
業法人としてトライしていく事。とくに農業法人
はトライしていかないと結局は物を作るだけで終
わってしまい、後に続かないだろう。

大震災を振り返って
僕個人として、東北出身者として思うのは、震災
が非常に厳しい事は事実だ。そもそも東北を含め、
日本全体が少子高齢化で後継者不足に悩んでい
て、どうしても自治体への依存強い地域が多かっ
たと思う。震災がなくても十年後にはかなり苦し
い未来が待っていたはずだ。２０５０年には日本
の人口は9000万人ほどになると言われている。
そうなると日本の経済力が落ちて、福祉に回すお
金が減ってしまう可能性が高いと思う。このまま
では社会福祉がどうなるのかも分からず、社会が
回らなくなってしまう。先進国を見ても、ギリシャ
やスペインの若年層の失業率が高い。ギリシャは
50％、スペインは26％と言われている。そもそ
も世界全体が苦しくなっていると思う。
震災は1つのきっかけとしてとらえる中で、これ
だけ地域の事を考える人がもう一度たくさん出て
きて、いろいろな協働が生まれる事はないと思う。
今まではNPOに見向きもしなかった自治体が委
託を出し、企業の参加も含めてまったく新しいス
タイルが東北で生まれてきているはずだ。東北に
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【柏木社長】事務所で仕事をしている時に地震が
来た。突然で尋常ではない揺れだ。揺れている最
中に何を思ったのか、事務所にあるパソコンを車
へ積み込んだ。揺れが収まり、すぐに「津波が来
るので避難してください」と避難を呼びかける放
送が流れた。事務所は気仙沼市内を流れる大川の
すぐそばにある。精密部品は傷ついてしまうと製
品にならない。出荷の梱包が済んだ製品や検査器
具など、持ち運べるものをすべて車に積み込んで
出発した。多くの人が高台へ避難しようと、街の
中はすごい渋滞が起きていた。渋滞で車が動かな
くなり、乗り捨てている人も大勢いる。何とか渋
滞を抜けて自宅に戻り、何も倒れてこない部屋の
真ん中に精密部品を置いた。他の精密部品なども
自宅に避難させるため再び事務所へ戻った。
地震から30～40分ほど経っただろうか。あと少
しで事務所に到着するという時、道路に水が迫っ
てきたのが見えた。このままでは車ごと津波に巻
き込まれてしまう。しかし道路は渋滞していて、
車は一向に前に進まない。どうしようもなかった。
このままでは危ない！と感じ、とっさに反対車線
を逆走して津波から逃れた。

お客様の声が再開の原動力に
【柏木社長】事務所は被災し、近寄れる状態では
ない。すぐに携帯電話はつながらなくなり、停電
した。とても寒かったので、暖を取るために、自
宅の近くから木を持ってきて薪にした。ガスはプ
ロパンガスで、市立病院が近いためか水は止まら
なかった。水が止まってしまった地域に住む友人
達が水を汲みに来た。

【柏木さん（亜）】避難所に指定されている小学校
へ行けば、おにぎりが支給されている。支援物資
を必ずもらいに行くと決め、おかずは家に備蓄し
てある食材をやりくりした。家が津波で流されて
しまった人は避難所で支援物資をもらえるけれ

ど、家がある人はもらいにくかった。しかし、買
い物する事ができないので食料がないのは一緒
だ。家族に食べさせなければと必死だった。1個
のおにぎりをもらってきて、雑炊にして皆で食べ
た。

【柏木社長】電気は3週間ほどで復旧した。2011
年4月頃、ようやく携帯電話がつながるようにな
り、「大丈夫ですか」とたくさんの友人や知人か
ら連絡をもらった。そのうちにお客様から「そろ
そろ再開しないの？」と聞かれるようになった。
そうした状況になっても他の企業に頼まず我々の
営業再開を待ち、「早く再開して欲しい」と声を
かけてくださったお客様の気持ちが原動力となっ
た。2011年5月6日、仕事を再開した。

バイオディーゼル燃料（BDF）
に取り組むきっかけ
【柏木社長】妻の実家は大船渡にあり、目の前は
海だった。電話もつながらず、ずっと安否が確認
できなかった。妻のためにも何とか大船渡へ行き
たかったが、道路の状況も分からず、各所で燃料
が不足しているので手に入らない。ガソリンを買
いに行っても、10ℓまでと制限されていた。そ
うした中でも、妻はつらい顔ひとつせずに家族の
ために頑張っていた。家族の安否を確認する事も

取材日

地域で自給できるエネルギー
柏木 友浩、柏木 亜希子、村上 純之 マシンパーツ精密工業

省力機械や自動機械などの精密部品の製造販売を行なっている。東日本大震災で会社の事務所が被災し、現在は社長の
自宅にて営業を再開している。震災当時の各所における燃料不足を受けて、地域で自給できるバイオディーゼル燃料

（BDF）の製造販売の取り組みを始め、現在活動が広がっている。

企業
気仙沼市 2013.08.20
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大震災を振り返って
【柏木社長】何十年と生きてきた町が無くなって
しまってさびしい。以前の町の様子が脳裏に浮か
ぶ。震災前から感じている事なのだが、世の中の
流れに人がついていけず、振り回されている状況
があるのではないだろうか。30年前、町に大き
なデパートは1つしかなかった。デパートも18
時には閉店し、従業員も家に帰り、ご飯を食べて、
寝て、また次の日が来る。しかし、現代の社会で
は24時間営業のお店が当たり前になった。物を
供給するために工場も24時間体制だ。一生懸命
物作りに励んでも、世の中にはたくさんの物が溢
れている。そして、物が溢れているから価格で競
争する。その結果、消費者は価格だけで物の価値
を判断するようになってしまった。もしも壊れて
しまっても、思いついたらすぐに買いに行く。消
費者はどんどん頭を使わなくなる。直して大切に
すれば5年、10年使える物もたくさんある。ど
こかで歯止めをかけなければ、ますます人を駄目
にする社会になっていくと思う。この大震災がそ
うした社会を食い止めるきっかけになるのではな
いかと思う。

【村上さん】震災後、心が折れそうな時、「津波で
こんな不便な思いをしなければならなくて、俺は
何か悪いことをしたかな…」といまだに思う事も
ある。これまで積み重ねてきた事が、無条件でス
トップさせられてしまった。もう戻れないし、戻
せない。犠牲になった方々の事を思えば、生きて
いるだけでありがたいのは分かる。だから、なか
なか自分の本当の気持ちを言えない状況がある。
大変な想いをした方がたくさんいる。自分は「大
変だ」と言ってはいけないのだと分かっているが、
やはり複雑な気持ちだ。
津波で被災した光景を見て「戦後のようだった」
と言う方は多い。しかし親戚が、「戦後はこんな
ものではなかった、誰も助けにも来なかった」と
言っていたのがとても印象に残っている。おそら
く戦後の状況は非常に過酷だったのだろう。そう
自分に言い聞かせて、これから頑張らなければと
思っている。

できないもどかしい気持ちや「自分達で燃料を用
意する事ができれば…」と考えた事が、バイオ
ディーゼル燃料（BDF）に取り組むきっかけと
なった。
地震から10日目、盛岡で知り合った方の息子さ
んが大阪に住んでいたので、インターネットで避
難所の情報を調べてくれた。妻の家族はおそらく
無事だろうと分かった。ディーゼル車があったの
で、取引先の方から何とか灯油を分けていただき、
大船渡にある妻の実家へ向かった。

【柏木さん（亜）】家族は助からなかったのだろう
と思っていた。母と妹は津波に巻き込まれてしま
い、携帯電話は水没して使えなくなってしまった
そうだ。

地域で自給できるエネルギー
【村上さん】2011年6月、BDFの製造を開始し
た。仮設商店街の飲食店では廃油の処理に困って
いた。回収をお願いするために頑張って営業を行
なったのだが、「あそこの店舗も廃油出ているよ」
と口コミで情報を得る事も多かった。そして、商
店街の会長さんが先頭に立って積極的に協力して
くれた。気仙沼市内は復興に向けて建設企業のト
ラックや重機の出入りが増加していたため、製造
したBDFは建設業者や廃棄処理業者へ販売して
いた。作業者側の燃料高騰によるコスト面の問題
だけでなく、再生可能エネルギーであるBDFは
環境面にも優しいと注目を集めている。原子力発
電所の事故もあったため、地域の皆さんのエネル
ギーへの関心は高い。まだまだ復興に向かってい
る段階なので再建が先決という雰囲気はあるが、
BDFを知っている方が多いので、「環境の役に立
つならば」と言って廃油を提供してくださるお客
様も多い。「こんな廃油はどうですか？」と声を
かけてくれる方も増えた。市役所にBDFに関す
る問い合わせがあると、弊社が紹介されるまでに
取り組みは広がっている。製造量が追いつかない
ほどだ。市内だけでは廃油が足りないので、岩手
県南と宮城県涌谷の方にも約2週間に1度ずつ回
収に行っている。
BDFの品質向上に関しても研究中だ。BDF連絡
協議会に入っており、品質向上について意見交換
をしている。事業所によって製造方法はさまざま
なので、工夫もさまざまだ。全体的に底上げをし
ていこうという機運が高まっていて、全ての事業
所でJIS規格に通る製造方法を目指している。今
後より良い質のBDFを製造するために、新たに
設備を導入する予定だ。また、原料や製造コスト
の削減も研究課題の1つだ。

3.11あの時　Stage 2013
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物を作る現場でこれまで感じた事
建築の世界に門外漢で入ったが、給排水や空調換
気、冷暖房をはじめとする総合設備工事に取り組
む馬渕工業所で「建築はインフラを整備する会社
なのだ」と学んだ。給排水や空調換気、冷暖房は
人間の生存に深く関わる事であり、非常に重要な
仕事をしている認識がすぐに生まれた。また、物
を作るプロセスは巨大なプラモデルのようで面白
い。
だんだんと現場を覚えるうちに、作る人のモラル
やアンテナの高さに品質が左右されていると感じ
た。これは建築の品質基準をきっちりと固めるべ
きという問題の前に、担い手の教育をきちんとす
る事が重要だと思った。そこで弊社ではISOを取
得する事で社内教育に取り組んだ。
また、アメリカで古いビルでダクトの中に埃が溜
まる事が原因のシックハウス症候群が問題になっ
た。これをきっかけに、現在の建築設備で人はずっ
と健康なのだろうかと疑問を抱いた。日本では古
いビルではなく、新しいビルでシックハウス症候
群が出始めたからだ。さらに、建築現場で働く
人々の環境が本当に安全なのかと疑問に思う事も
あった。そうした経緯から、個人的に建築家の友
人や日本建築学会の会長の吉野博東北大学大学院
教授を訪ねて、シックハウスについて勉強したり、
福島県にある化学物質過敏症の方のためのサナト
リウムを訪問して化学物質過敏症の方にお会いし
た。化学物質過敏症とは、化学物質を浴びる事で
僅かな量のあらゆる化学物質に反応して、体の不
調を来たすものだ。中でもシックハウス症候群は、
建材・塗料・接着剤・家具などから出る揮発系有
機化学物質が、体内に蓄積されて引き起こされる。
面談時、我々に微量に残っている化学物質にすら
反応してしまうり患した人々の症状を、建築が引
き起こしている実態を突きつけられた。2004年、
可能な限り化学物質を排除した住まいの提供促進
を目的として「有限責任有限責任中間法人 脱・
化学物質の住まい推進協会（CFHA）」を設立した。

3月11日　14時46分
仙台市太白区にある事務所で、経済産業省の事業
の最終審査を受けている最中に地震が来た。ぐ
らーっという揺れはいつまでも収まらない。あっ
という間に棚から資料が落ち、分厚い本が4mほ
ど先から飛んで来た。皆で夢中で棚を押さえた。
窓の外を見ると、駐車場の車が飛び跳ねるように
動いていた。ただ事ではないと感じ、室内は物が
落ちてきて危ないと思ったので、少し揺れが落ち
着いてから窓を開けて外に出た。事務所の中はぐ
ちゃぐちゃになってしまった。
家族や家が心配だろうと思い、帰る事ができる職
員から帰宅させた。私と妻は職員が全員帰宅する
のを見届けるため、事務所に残る事にした。もし
帰宅しても、大渋滞に巻き込まれるだろうと思っ
た。余震が続いていたので、狭い部屋で待機した。
停電で暖房が使えず、とても寒かったので毛布に
くるまった。頭の中では「ただ事ではないだろう。
これから山のような修繕依頼や緊急の対応をしな
ければ」と考えていた。21時頃に事務所を出発し、
泉区の自宅に到着したのは夜中の12時頃だった。

ライフラインが止まって
自宅は仙台市泉区にあり、電気、水、ガスは止
まった。近くの小学校に避難所が設営され、支援

取材日

持続可能で安心安全な社会を目指して
小野 寿光 株式会社馬渕工業所

株式会社馬渕工業所の代表取締役。給排水、冷暖房、換気といった建築設備工事をはじめとして、道路埋設の水道管工
事などライフラインの整備に深くかかわる総合設備工事会社である。東日本大震災後、「一般社団法人持続可能で安心安
全な社会をめざす新エネルギー活用推進協議会（JASFA）」を設立し、復興支援活動に取り組む。

企業
仙台市 2013.08.29
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物資が支給された。他地域では津波の映像をテレ
ビで見たようだが、私達が津波の映像を見るのは
ずっとあとの事だ。津波があったと聞いてはいた
が、規模がどのくらいなのかまったく想像できな
かった。相当ひどい被害だと聞き、当社が所有す
る東松島市の工場が心配になった。ガスの復旧に
は1ヶ月程度時間がかかり、ずっとお風呂に入る
事ができなかった。また、ガソリン不足が深刻だっ
たので、社員同士で乗合をし、なるべく燃料を減
らさないよう工夫した。
会社は翌日から全職員が出社して緊急対応に当
たった。修繕依頼や緊急の対応に追われるだろう
と予想していたが、連絡手段がないため数日は連
絡がなかった。まずはめちゃくちゃになっていた
事務所の片づけを始め、緊急体制をとれるように
打ち合せをした。3日目、電話がつながるように
なり、修繕依頼の受付をした。班を編成し、毎朝
全社員が事務所に出社する事にし、点呼を取って、
その日の予定を共有した。会社に届いた物資など
はすべて通し番号で管理し、誰がどう処理をした
かを明確にした。夕方事務所に戻ったら、その日
の報告をし合った。
これまで災害時対応の訓練をしていたし、阪神淡
路大震災に支援に行った経験もあるので、どのよ
うな体制や道具が必要かは分かっていた。復旧す
るに当たって不足しそうな材料なども宮城県管工
業協同組合や大手商社に対応してもらえるように
した。ガソリン不足が深刻になった頃、緊急対応
をする企業が優先的に給油できるガソリンスタン
ドを指定された。しかし、情報が錯綜していてガ
ソリンスタンドへ行っても並ばなければならない
ところ、「緊急」のステッカーを貼っていれば優
先して入れてもらえるところなどさまざまだっ
た。自宅にあるガソリン用タンクを持ち寄り、ガ
ソリンを確保するために営業社員をガソリン調達
係に任命した。
地震から1～２週間はとても混乱していた。 

初めて被災地を見て
地震から数日後、津波の被害を受けているかもし
れない東松島市の工場が心配だったので、自宅の
ある仙台市泉区から鹿島台を通って東松島まで行
こうとした。ところが、道路はところどころ地
割れが発生し、橋に架かる道路は沈下して50～
60cmの段差ができていた。橋の近くまで行けて
も普通の車ではどうしようもなかった。
自衛隊が被災地に入ると聞いて、再び東松島市ま
で行く事を決め、長町ICから高速道路に乗った。
仙台東部道路に上った時、沿岸部側には車や船、
瓦礫が散乱した荒涼とした景色が見えた。自分が
生きているうちに、こんな風景を目にする事があ

ろうとは思わなかった。内陸部側は建物の倒壊被
害などは、宮城県沖地震と比べるとはるかに少な
かったので、目に飛び込んできた津波の惨状には、
世の中が壊れたと感じた。高速道路は通行止めに
なっており、仙台東ICで降ろされた。一般道路
を通り、多賀城方面から道路の瓦礫を少しずつ避
けていく自衛隊の後ろをついて行った。車が電信
柱にぶら下がり、陸に船が乗り上げている光景を
目の当たりにした。本当にショックで、心臓が高
鳴るほどだった。相当数の尊い命が犠牲になった
事が伺えた。松島海岸近くの道路は、地盤沈下し
て海水の水溜まりができていた。
旧鳴瀬役場に何とか到着したものの、そこは野戦
病院のようだった。「○○がいない」「○○と連絡
がつかない」と蜂の巣をつついたような騒ぎだ。
いろいろな場所に安否確認の貼紙がしてあった。
連絡の方法も整理されていなくて、誰が何を伝え
たくて貼紙をしているのか理解できないほどの混
乱だ。人々は魂が抜けたような表情でその辺りに
座り込んでいた。東松島市教育委員会の方と市役
所の方と再会した。教育委員会の方は外から来た
我々を見た瞬間、ボロボロと涙をこぼした。泣い
ている彼を見て、相当ショックな事が起きている
のだと感じた。彼らには東松島市の職員としてや
らなければならない事がある。しかし、彼らも被
災者であり、職員の中には家族を失った者も多い。
そうした現実に大変なショックを受け、帰りの道
すがら「とにかくこの状況を何とかしなければな
らない」と感じた。しかし、同時に「ここにいる
者だけでは絶対に何ともできないだろう」と思っ
た。
3月末、バックパックを背負い東京行きのバスに
乗り込んだ。これまでつながりのある仲間を訪ね
て東北の状況を話し、「東北を何とかしよう」と
声をかけた。

撮影：2011.5.16　宮城県東松島市　東名地区の田園
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また、ジャパン・プラットフォーム（JPF）から
ご協力をいただき、東松島市と連携した就労支援
事業を行なっている。この事業は被災した求職者
の就労支援と地場の産業復興支援を目的としてお
り、全15回の講座では各企業の代表から直接話
を聞く事ができる。参加者からは感謝のお言葉を
頂戴する事が多く、大変嬉しい。さらに、さまざ
まな企業や仕事を知り、いろいろな社長の考えを
聞いて、「世の中には自分の知らない仕事がたく
さんあるのだと気づいた」とコメントがあった。
視野が広がる事で職業の選択の幅も広がると考え
られる。この事業を行なっている意義を感じた。

※震災復興高専プロジェクト…東北地方をカバーする
東北地区高専が、産学官連携により取り組むプロジェ
クト。東北地方の被災地が求めている震災復興へ向
けて短期・長期ニーズに対応し課題解決できる人材
を育成するシステムを構築し、地域社会に定着させ
る事を目的としている。

会社や地域に還元される人材
課題は人材が足りない事である。馬渕工業所とし
ても、JASFAとしても、もっといろいろなリソー
スを持ち合わせた人が1人でも多くいれば、より
発展した取り組みができると思う。「やりたい」
と思い描いた事を完全な形でアウトプットしたい
と思うが、すべてがうまくいくわけではない。物
事を冷静に見る事ができる第三者的人材や組織を
マネジメントできる人材が欲しい。育成していく
事も課題である。知り合いの経営者と一緒に、互
いの会社の職員をある程度の期間交換する取り組
みをしている。学生だけがインターンシップをす
るのではなく、会社に勤めてからも別な世界を経
験した方が良いと考えているからだ。違う生業で
違う世界に生きている人と接する事で、人間を大

支援活動の始まり
2011年5月には被災各地で応急仮設住宅の建設
が始まっていた。当社のお客様に仮設住宅建設に
対応する企業があったので、連携する事を決めて
給排水設備工事にあたった。岩手県の担当になっ
たので、遠野市に拠点を置き、釜石市などに通っ
た。約2年間、会社から常駐スタッフを派遣して
いる。
2011年5月18日、名取市役所前にクリーンな自
然エネルギーを活用したハイブリット街路灯「マ
ブチ・ハイブリッドポール」1号機を建てた。地
元の皆さんからもご好評をいただいている。ハイ
ブリッドポールは韓国企業との共同開発で実現し
たもので、太陽光発電と風力発電を組み合わせて
内蔵型の高性能バッテリーに蓄電し、LED（発光
ダイオード）照明の常夜灯（街灯）などに使用す
る独立自家発電複合機能街路灯のハイブリットス
マートデバイスだ。震災以前から持続可能型社会
を目指して、再生可能エネルギーにも取り組んで
いた。韓国から輸入する段取りをしている矢先に
地震が起こり、タイミング良く名取市役所前に設
置する事になった。環境事業に向けた取り組み、
本来の設備工事、従来のお客様への対応が会社の
事業の3本立てになった。

東松島市と連携した 
JASFAの取り組み
2011年7月、東北の研究者や中小企業などが
中心となり「一般社団法人持続可能で安心安全
な社会をめざす新エネルギー活用推進協議会

（JASFA）」を設立した。「持続可能」で「安心安
全な社会」形成を目指し、「新エネルギー」を個々
の暮らしや事業体の改善、地域づくり・まちづく
りに導入するため積極的に産学官の研究知財を応
用するとともに、地域社会に普及促進が図れる技
術の発掘と活用推進を目的としている。
当社が開発した発電装置「マブチ・ハイブリッド
ポール」を活用し、電力の地産地消を目指すエコ
タウンの社会実験を行なっている。東松島市の仮
設住宅周辺で、太陽光パネルと風力発電用のプ
ロペラを導入し、蓄電池を装備したLED（発光
ダイオード）照明の街灯2号機、3号機を設置し
た。仙台高等専門学校が中心となって進めている

「震災復興高専プロジェクト」※と連携して、電
気を作るデバイスを何に活用するか相談し、無線
LANのアンテナを搭載した。日頃から使えるよ
うにしておく事で、いざという時にも使える。さ
らに、東松島市の農業関係者からの技術相談を受
けて、津波浸水農地の土壌塩分除去等土壌改良の
プロジェクトも取り組んでいる。

撮影：2011.6.5　宮城県七ヶ浜町　まだ片づいていない七ヶ浜
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きくし、違う視点を持てるようになる。それは必
ず会社や地域に還元されていく。

大震災を振り返って
人間はすごく小さな存在なのに、地球には大きな
影響を及ぼしている。どのような環境にいる人で
も生きている間は独りではない。自分の行ないが
他人や他の生物、地球の迷惑になってはならない
し、人間は驕り高ぶってはならないと思う。自他
の存在を認め合い、一生懸命生きるしかない。自
分の存在は、死ぬまで分からない事だ。死後、生
きている間に何をしたのか、どのような人間だっ
たのかを周りから評価される。
大震災では自分の小ささ、無力さを思い知った。
自分だけの力ではできないからたくさんの人と協
力する。建築の世界に門外漢で入ったが、これま
での経験や出会いが現在の取り組みにつながって
いた。「脱・化学物質の住まい推進協会（CFHA）」
のメンバーの何人かはJASFAの主体メンバーを

担っている。どなたとの出会いもまったくの偶然
ではなく必然で、出会うべくして出会っているの
だろう。一期一会と言うが、1つひとつの出会い
にはいろいろな意味が織り込まれている。その上
で人は出会うのだと思う。多くの連携が大きな輪
になり、新しい東北につながればよい。たくさん
の犠牲になった方がいる中で、生かされた人間と
してはこうした想いを伝えていかなければならな
いと感じている。
2011年3月末、上野で見た桜が忘れられない。「こ
れからスタートできるか」と不安を抱えていた。
しかし、大震災が起きて、絶対に東北から発信で
きるものがあると感じた。JASFAの前文にすべ
てが集約している。確かに未曾有の体験であり、
試練かもしれない。でも試練はチャンスだと思
う。乗り越えられれば、必ず乗り越える前よりも
ステップアップできる。これからの東北は世界に
も発信する力があるだろう。

撮影：2013.10.20　図書館まつりにてソーラークッカーでの
子どもたちへの環境教育

撮影：2012.7.30　東松島市旧浜市小学校に設置した
ソーラーパネル

撮影：2012.9.6　東松島市旧浜市小学校にて市民講座開催

撮影：2013.7.28　夏祭りにてソーラークッカーでの
子どもたちへの環境教育
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仙台いぐね研究会設立
地域の生活についての調査を取り扱う地域文化調
査法ゼミの学生が主体となり、2001年12月から
2002年1月にかけて、仙台平野に広がるいぐね

（居久根）を調査した。いぐねとは、屋敷林の1
つだ。仙台平野では奥羽山脈から吹き降ろす季節
風を防ぐため、屋敷の北西部にいぐねが仕立てら
れている事が多く、他の屋敷林に比べて樹木を最
も自然の形に近い状態で維持している。田植えの
時期に水田の海原に浮かぶ、こんもりとした島の
ような樹木の塊は、いぐねの典型的な景観だ。維
持の大変さから減少しつつあるが、都市の中の貴
重な景観として辛うじて残っている。はじめは仙
台市の長喜城にある、庄子さんの屋敷のいぐねを
活用し、防風効果を測る実験を行なった。次の年
からはいぐねを守っていくために活用する事にし
た。地域文化の問題を扱うにはお金がかかる。助
成金を得るため2001年に団体を作った。それが
仙台いぐね研究会だ。
いぐね研究会は、主に宮城教育大学の学生が中心
となって活動している。主な活動は子どもを対象
にした「いぐねの学校」だ。いぐねを活用した体
験学習を通じて、人工的な里山であるいぐねと環
境との関係や、自然の恵みを活かしていた昔の暮
らしを体験する。この活動は2001年から行なっ
ている。現在は宮城県名取市大曲にある国指定有
形文化財建造物「洞口家住宅」にて開催している。
2004年以降は田植えの学校も開催し、名取市に
ある7haの水田で米作りを行なった。秋には収穫
祭を開催し、自然乾燥した稲を千歯こぎと足踏み
脱穀機で脱穀し、蒸し竈でご飯を炊く体験学習も
行なった。
このようなイベントは、学生達が自ら企画し運営
をしている。学生時代にこのような体験をする事
で、事業運営力を身につけるだけではなく、コミュ
ニケーション能力の向上にもつながっている。

3月11日　14時46分
大地震によって発生した巨大津波により、仙台平
野は甚大な被害を被った。仙台平野の海岸地域の
多くは農業振興地域で、水田が卓越している。3
月の乾いた水田の上を、津波は速い速度で駆け抜
けた。後に仙台市の消防ヘリコプターが撮影した
津波の様子を見てみると、その形状と到達状況か
ら津波は海岸と平行に移動していない事が分かっ
た。海岸林や屋敷林、家屋、その他建造物といっ
た障害物の分布によって津波の到達スピードに差
異が生じ、さらに津波の形状も異なったのだ。結
果的に津波被害にも差異がみられた。海岸林や屋
敷林が大津波の力を止める事はできなかったが、
津波によって流出した瓦礫の拡散を防ぐ効果や、
家屋の崩壊を止める効果を発揮した。仙台平野に
は屋敷林としていぐねが微高地に数多く点在して
いる。海岸林のように密集しているわけではない
が、いぐねが点在する事によって減災につながっ
たと考えられる。

いぐねによる津波被害の軽減
いぐねによる津波被害の軽減効果を調査するため
に、国土地理院、Google earthの被災前後の航
空写真から、いぐねと海岸林の残存や瓦礫がどこ
にどのように溜まっているかを分析した。その結

取材日

いぐねは仙台平野復活のシンボル
小金澤 孝昭 宮城教育大学

宮城教育大学教授。人文地理学、地域経済論、持続発展教育学が専門。自然に立脚した生業によって成り立つ農林漁村
と、消費中心の都市とのつながりの重要性を説く。仙台いぐね研究会では、伝統的家屋と屋敷林から構成される「いぐね」
の暮らしを体験し、学ぶための体験学校の運営や、環境に優しい暮らし方を現代生活に活かす活動を行なっている。

大学
仙台市 2013.10.02
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果、東部道路より東に位置するいぐねはその約3
分の1が流出、あるいは一部損壊の被害を受けて
いる事が分かった。海岸林は残っている事の方が
珍しい。逆にいぐね被害が比較的少なかった地域
は、海岸線から少し離れた地域だ。一方で、海岸
線から離れていても、津波で運ばれてきた大量の
瓦礫によって被害を受けた場合もある。
瓦礫の分布を調査すると、東部道路が堤防の役割
を果たした事から、瓦礫の多くが東部道路の東側
で塞き止められていた。地域別に分布を調べると、
基本的に水田に溜まっている例が多い。被災後に
水が引かなかった地域では瓦礫が無数に散乱して
いた。津波の遡上限界に達し、水がすぐ引いた地
域では水田の端に瓦礫が溜まっていた。ここでは
押し波と引き波の違いを垣間見る事ができる。押
し波では水田の西端に、引き波では水田の東端に
瓦礫が溜まる傾向があった。水田は津波が走りや
すく、建物も少ない。そのため津波の勢いがなか
なか弱まらなかったと考えられる。押し波で集落
の内部に瓦礫が多く溜まり、引き波では集落の背
後に瓦礫が引っかかって溜まった場合が多い。仙
台市ではいぐねのある集落によって瓦礫がひっか
かり、その集落の前方あるいは背後の水田に多く
瓦礫が散布している。いぐねがある事で、ある程
度瓦礫を引き留め、さらなる内陸部への侵入防止
につながったと考えられる。加えて、いぐねがあっ
た場合の建物の残存率の高さも多くの集落で確認
できた。
いぐねのあるお宅でヒアリングを行なったとこ
ろ、ほとんどのお宅で防災効果があったと回答を
得られた。いぐねの存在により瓦礫が引っかかり、
敷地内の被害が拡大したケースもあるが、家屋の
建物被害は少ない。同じ微高地に立つ家屋でも、
いぐねがない家屋は流出していた。海岸からある
程度距離があり、微高地に建ち、加えていぐねが
あれば、建物の被害が少なくて済む事が分かった。
現在では、いぐねの存在によって津波被害を軽減
した地区でも塩害が進行し、いぐねの伐採が始
まっている（2012年9月28日現在）。調査によっ
て、いぐねが津波や瓦礫から建物被害を軽減させ、
後背地の被害を和らげる働きをした事が明らかに
なり、いぐねの復活の必要性を強く感じた。ヒア
リング調査では「集落全体を囲うようないぐねを
国や自治体で造っていくべきではないか」との意
見も寄せられた。現代の居住構造やいぐねを手入
れする手間を考えると、若い世代が個人でいぐね
を設け管理していく事は難しい。浸水したが現在
もいぐねを守り、そこに住んでいく人々には、国
や自治体から何らかの補助をし、いぐねのある昔
ながらの屋敷として復活してもらいたい。今後、
集団移転などで新たな集落や人口密集地域を仙台
平野の微高地に造る場合には、集落を一周する大

きな島のようないぐねを造る事で、防災・防砂に
加え、豊かな仙台平野というイメージの復活につ
ながっていくのではないだろうか。いぐねは歴史
ある緑豊かな仙台平野を復活させるシンボルにな
ると考えている。

防災教育と復興教育の視点
防災教育においても、復興教育においても共通し
て、地域学習を基礎に置く事が肝要である。避難
路の確認やハザードマップの作成、避難訓練も重
要な項目だが、日常的な教科学習や総合的な学習
の中で、地域を学ぶ学習も重要である。
例えば、防災教育の目標の1つに安全に避難する
事が掲げられているが、災害の種類や地域によっ
て避難の方法は大きく異なってくる。津波被害な
らばとにかく逃げる事が重視されるが、津波の大
きさやスピードは各地域の地形条件や海底の形状
によって異なる。リアス式海岸の気仙沼市ではす
ぐ近くの山や丘、標高の高いところに必死で逃げ
る必要があった。しかし、遠浅海岸の仙台市では
6ｍ程度の津波であったが平坦地で標高の高いと
ころがないため、海岸から4km内陸の高規格道
路まで逃げるか、小学校の屋上に避難するしかな
かった。防災教育において逃げる事は大切だが、
そのためには地域の自然条件や社会条件をしっか
り理解する学習が必要である。
復興教育においても、地域経済や地域環境の構造
と関係性の理解が求められる。地域の環境や景観
を踏まえた復興を目指す時、生態系サービスの一
環として300年以上管理維持されてきた海岸林
やいぐねの仕組みを、現代の防災の土地利用にど
のように組み入れるかは課題だ。単純に復旧する
事は難しいが、環境を保全し、かつ歴史的遺産で
ある黒松の海岸林やたくさんの樹種によって構成
される仙台の伝統的な景観であるいぐねの考え方

撮影：2011.5.24　宮城大学　学生ボランティアによる瓦礫撤去
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ネットワークを維持するために必要な事だ。もし
かすると、登校拒否をしている孫が来る事がある
かもしれない。子ども達が故郷に帰る習慣をつけ
ると、帰ってきた時に地域が活性化する。さら
に、受け入れ態勢を整えておくと自分の家族だけ
でなく、他人を受け入れる仕かけもできるように
なる。受け皿を作っておく事が大切だ。被災地域
も自分達の地域資源を評価し、地域資源を使って
外に出ていった子ども達とのつながりを維持して
おけば、地域は活性化できるかもしれない。
活性化のビジョンを思い描く事は簡単だ。しかし、
ビジョンを形にする事は難しい。ビジョンを実行
するために何をやろうとしているのか、どんなシ
ステムが必要なのかを明確にして、はじめて人が
集まってくる。交流人口が大事なのは当たり前だ。
交流人口を維持する仕組み作りが重要だ。地域活
性化について考える事はすべて、持続可能な社会
をつくる事に他ならない。

を取り入れる事も、復興教育の教材作りに欠かせ
ない。地域住民からのヒアリングや地元学を通じ
て、地域社会との連携を踏まえた地域学習に取り
組んでもらいたい。
防災教育や復興教育の目標は、子ども達が地域で
生きる展望を持つ事にある。自分達が住む地域の
実態を明らかにし、持続不可能な地域の課題を整
理し、持続可能な地域社会を創造できる学習プロ
グラムを検討していく事が重要だと考えている。

振り返って
震災があろうがなかろうが日本は高齢化してい
る。どうにかして地域を活性化しなければならな
い。例えば、復旧だ復興だと海岸地域に家を建て
て、おじいさんやおばあさんを住まわせても地域
活性化はできない。高齢化している事には変わり
ない。復旧、復興とは前の高齢化社会をつくる事
なのだろうか。そのような社会をつくっても、あ
と10年もすればその集落はなくなってしまう。
今まで子ども達がたくさん育ってきた場所ではあ
るが、皆が地元に住むわけではない。東京や仙台
など地域の外に行ってしまう。田舎に帰る事、住
む事も流行っているが、地域のコミュニティに馴
染めず出ていく事が多い。そこで、若者が来て、
その地域が再構築される仕かけを作る事で復興に
つながると考える。若者は近所や通勤圏にまだい
る。高齢化集落であっても、息子達が週末に帰っ
てきて田植えや掃除などを手伝ってくれる環境が
ある。もしかしたら、その中の何人かは集落に残っ
てくれるかもしれない。子ども達、孫達も一緒に
遊びに来てくれ、その地域に関心を持ってくれる
かもしれない。地域を活性化させるために、例え
ば、子どもや孫や孫の友達が遊びに来た時に泊ま
れる施設を作っておくなど、帰ってきた人を受け
入れられる態勢を整えておかなければならない。

撮影：2011.5.24　宮城大学　学生ボランティアによる瓦礫撤去

撮影：2011.4.5　震災直後のいぐね 撮影：2011.5.24　震災直後のいぐね
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3月11日　14時46分
3月は毎週木曜日に東京で仕事があり、金曜日は
移動日だ。普段であれば新幹線か高速バスで移動
している時間帯だったが、たまたま自宅にいて電
話で仕事の打ち合わせをしている最中に地震が来
た。受話器の向こうのお客様と「揺れているね」
と笑いながら話し、最初はいつもの地震と同じ感
覚でいたが、揺れが長くなってきたので電話を中
断した。すぐに携帯電話とラジオを持って庭に出
た。ラジオからは「地震です」と聞こえたが、詳
しい事は分からなかった。すごい揺れで、何かの
乗り物にでも乗っている感覚だ。身をどこに置け
ば安全なのかを考えた。隣の家の娘さんも外に出
てきた。道路の真ん中が安全だろうと思い、隣の
家の子と一緒にじっとしていた。地べたに手をつ
いた状態で、立つ事ができなかった。倒れてくる
物がないか心配で周りを見渡すと、家はさほど揺
れているようには感じなかったが、電信柱と木が
ものすごく揺れていた。
たまたま地盤がしっかりした住宅地だったよう
で、自宅は何の被害もなかった。家具が倒れる
事もなく、カウンターや出窓に置いてある物が
落ちた程度だ。近所のお宅でも瓦が落ちた様子も
ない。他の地域はどうなっているのだろうと思っ
た。宮城県沖地震では建物の倒壊被害が大きかっ
たので、同様にひどい被害なのではないかと危惧
した。少し時間が経って、ラジオから「津波が来
る可能性があります」と流れてきたが、まったく
危機感はなかった。携帯電話のワンセグでも情報
収集をしていて、仙台空港に水が入ってきたとい
うニュースを見た。ところがワンセグは画面が小
さいので、その様子は膝下ぐらいの水位に見えた。
電池が無くなってしまうと思ったので、そこで見
るのをやめてしまった。
5～6年ほど前、近所のスーパーマーケットが無
くなってしまったこともあり、普段から多めに買
い物をしていて、缶詰やカップラーメンなどの食
料を十分に備蓄している。また、非常時のために
カセットコンロ、石油ストーブ、ペットボトル

の水が備えてあり、浴槽にも水を溜めていた。そ
して、父が備えを怠らない人だったため、懐中電
灯が家の各部屋に用意され、乾電池もきちんとス
トックされていた。支援が来るまで、最低でも3
日は自分でしのげるように備えをすべきだと感じ
た。また、震災以前に宮城野区のまちづくりをお
手伝いした時に「防災の日」の催事の司会をした
事がある。毎年「防災の日」に非常時の対応や備
えなどを取材して、その様子を生中継していた。
その時の知識が刷り込まれているので、無意識の
うちに非常時に対する意識が高まっていたのかも
しれない。一度でも聞いておく事は役に立つのだ
と思った。
カセットコンロを使ってインスタントラーメンを
作り、器にラップをして食べるのももったいない
と思ったので、鍋からラーメンをすすった。主人
と2人で「この年でこんな仲良くラーメン食べる
と思わなかったね」と話しながら過ごした。

大切な友人との再会と支援活動
地震の次の日、名取市閖上に住む40年来の友人
が心配になり、電話をかけた。無事が分かり安堵
していると「名取市文化会館に避難している」と
言う。3月13日、友人に会いたい一心で避難所
の文化会館へ向かった。友人から話を聞くと、地
震後に花京院から閖上まで歩いて帰ったが、自宅

取材日

人と人、人とコミュニティを「つなげる」
鈴木 悦子 オフィス e

宮城県仙台市の地域FM局「ラジオ3」において、番組制作プロデューサーやパーソナリティーを務める。人と人、人
とコミュニティなどをつなげる事をコンセプトとして、さまざまな分野の「人」にスポットを当てた情報発信を行なっ
ている。東日本大震災後、対話を通して多くの被災地を取材し、発信した。

個人
仙台市 2013.11.12
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呼びかけなどを発信した。それぞれの番組のパー
ソナリティーが雄勝や女川などで支援活動に関
わっている方々だったので、支援活動に携わる方
をどんどんゲストに迎えた。担当していた5～6
本の番組のすべての企画が当初とは変更になった
けれど、パーソナリティーが活かされ、スポンサー
も納得できる番組を制作しようと切り替えた。ス
ポンサーの許可を得て、3月22日から収録を始
め、4月1日から放送を開始した。1年以上に渡
り、徹底して被災地関連の内容を放送し、現在で
もコーナーとして残している。
また、自衛隊の支援活動について、支援活動の
現場と電話でつないで放送した。2003年から県
内5局で「自衛隊インビテーション」という特集
番組をプロデュースしている。自衛隊宮城地方協
力本部の放送する情報番組で、自衛官募集情報や
イベントなどの紹介を行なっている。普段は自衛
隊宮城地方協力本部広報が原稿を作り、検閲、許
可を得てから放送している。しかし、震災時には
広報班長と私が原稿を作成し、被災地で支援活動
をする自衛官のインタビューなどを通じてスピー
ディーな情報発信を実施した。また、ラジオ3の
放送時間内では週3日、現場と中継をつなぎ、他
県からの支援部隊の隊員の方々へインタビューし
た。どちらから来たか、現在どこでどのような事
をしているか、お話してもらった。インタビュー
はいくつか質問事項を用意しただけで、なるべく
自衛官の方々の生の声を放送できるようにした。
自衛隊がこの放送形態を許可した事は、すごい判
断だったと思う。

被災された方々に寄り添うとは
地震から2週間後、多賀城、仙台港、閖上の日和
山、亘理、山元などの津波被害の大きかった地域
を回った。被災地に入ると、津波が来た時にその

まではたどり着くことができず、文化会館に避難
したそうだ。12日に見つかった娘さんは自宅の
部屋のロフトに登って間一髪で津波から助かった
らしい。避難所には家族や大切な人が見つからな
い方々が溢れていた。しかし、泣き崩れている人
はいない。情報があまり無かったので、誰もが状
況を受け入れられていないようだった。会話の中
で「おばあちゃん見つからないの」「息子夫婦が
見つからないのよ」と聞こえてくる会話が、あま
りにも淡々としていて驚いた。地震のあとのラジ
オ放送で津波に関するニュースを聞いたが、これ
だけの被害とは思いもよらなかった。避難所でた
くさんお話を聞き、大変な事が起きたのだと認識
したが、現実を受け止める事はできなかった。
友人が背広に中学生のジャージを着て、革靴を履
いた20代半ばの男性を連れて来た。「家に使って
いないパーカーやスニーカーがないかしら」と言
うので、明日持って行くと約束した。たまたま子
どものスニーカー、新しい下着、靴下、タオル、セー
ターなどがあったので、大きな袋に詰めて次の日
も再び自転車で避難所へ向った。友人から電話で
必要な物のリクエストも来た。また、たまたま田
舎に知り合いがいて、段ボールいっぱいの野菜を
届けてくれたので、おひたしや一夜漬けを作って
届けたら、「菓子パンとおむすびの日々だったの
で、すごく嬉しい」と喜ばれた。そうした、自宅
と避難所を行き来する生活が1週間ほど続いた。
日本の機動力は素晴らしい。特に企業の対応には
本当に驚いた。主人の会社は神戸に本社があるの
だが、次の日にはトラック何台かを連ねて食料や
毛布、紙おむつなどの支援物資を届けてくれた。
しかしながら、名取市文化会館に約1週間通い、
自分の役目は終わったと感じていた。地震から5
日ほど経つと、避難所には段ボールに詰められた
古着などが山のように届いた。現地で必要な物は
日が経つにつれてどんどん変わり、呼びかけた支
援物資を持て余すこともあった。現地の方は簡単
には「○○が欲しい」「もう○○は必要ない」と
主張できないと思うので、そこは第三者のボラン
ティアや地域のリーダーの力が必要だと感じた。
これからはそうした部分を社会で構築していく必
要があると思う。

ラジオで被災各地の様子を発信
大震災が発生してからのラジオ放送は、すべて震
災関連の内容を放送する事になった。2011年3
月11日～4月初旬までは、給水や食料を手に入
れられる場所など生活に必要な情報を流した。4
月からスタートする予定だった新番組は、ほぼ決
まっていた放送内容を変更し、音楽やトークの間
に被災地の状況やボランティア活動、支援物資の

撮影：2011.4.26　宮城県名取市閖上（EPO東北スタッフ撮影）
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考えていかなければならないと思う。

大震災を振り返って
これまで人と人、人とコミュニティなどを「つな
げる」事をコンセプトとして掲げ、ラジオの番組
制作やパーソナリティーに取り組んできた。どこ
かの局などには所属せずにフリーランサーだった
のは、その方がいろいろな場所や組織に入ってい
けると思ったからだ。15年ほど前から制作を担
当している番組「トーク&トーク」では、NPO
で活動するボランティアやスタッフをピックアッ
プして、その方の活動に取り組むきっかけや活動
内容などを伺い、「人」にスポットを当てた情報
発信を行なってきた。団体の代表はメディアに取
り上げられる機会があるが、現場で動く方々が取
り上げられる事は少ない。NPOとは一体何なの
か完全には理解していないながらも、発信する必
要があるとずっと感じていた。
同様に、震災に関連する情報発信も「人」にスポッ
トを当てていきたい。2年半以上が経過し、被災
された方々がどのような想いを抱えているのか、
小さな声を伝えていきたいと思っている。震災後
すぐにお話を伺った方に再び取材をして、変わっ
た事や変わらない事を発信していきたい。現在、
宮城県では求人が多いが、短期の仕事が多いそう
だ。しかし、被災した方々が求めているのは長く
働ける職場だ。そうしたミスマッチが起きている
事を多くの方に認識してもらいたい。皆で被災し
た方々が求めるものを長い目で考えなければなら
ないと思う。また、現地で活動するボランティア
の方の声も伝えていきたい。ニーズがなくなった
から規模を縮小したのではなく、予算が切れてし
まったためにやむを得ず縮小している活動も多い
ようだ。組織の代表の方からお話を伺う事はもち
ろんだが、現場で動いている方々の小さな声も発
信したい。行ってみてお話を聞かないと分からな
い事が多い。そして、同じボランティアの立場で
も、感じ方や想いは全く異なる。そうした光の当
たらない部分にスポットを当てていきたいと思っ
ている。
震災を通して、究極の場所で生きる人間の姿を見
た。世の中は本当にいろいろな事があって、いろ
いろな人がいる。「想定」も「まさか」もない。人間っ
てやっぱり心だなと思う。災害は大きな被害をも
たらしたが、一方で幸せは無限大だと感じた。ろ
うそくや懐中電灯の明かりのもとで缶詰のご飯を
食べ、皆が小さな事でも幸せを感じた。人間は裸
で生まれ裸で亡くなるのだけれど、地位や名誉や
ブランド品で自分を飾る必要はなく、自分を飾る
ものが何も無くなってしまう事は怖い事ではない
と分かった。

土地で何が起こり、人々はどのような気持ちだっ
たのだろうと思いを巡らす。しかし、いくら被災
地を見ても、津波被害に遭った方々のお話を聞い
ても理解できなかった。テレビなどでさまざまな
シミュレーションが放送されているけれど、波の
大きさは想像できない。おそらく実際は人の想像
をはるかに超えたものなのだろう。
仮設住宅の集会所で取材をした時に、手仕事をし
ているおばちゃん達の中に、男性が1人いたので
お話を伺った。話を聞くと、震災で娘さんと奥様
を亡くされたようだ。彼は「家にいて娘の写真を
見るのが嫌だから、集会所に来て作業すると気が
紛れる」と言った。この震災で大切な人を失って
しまった方々の事を考えると本当に心が痛い。気
持ちの行き場がないだろうと思う。いつも一緒に
ご飯を食べている人を突然失う事は、身体の一部
をもぎ取られるような苦しみだろう。もしも自分
だったら、生きていくための気力をどう持てばい
いのだろうか。そうした方々のために何もできな
い自分がもどかしい。
大切な人達を思い、これまでの思い出を支えにし
て生きてほしい。この方には何が必要なのだろう
か。義援金やボランティアはもちろん必要かもし
れないが、生きていくために自分を奮い立たせる
精神的な支えを見つけ、作っていくサポートを周
りの人がどうできるのかを、皆で考えていかなけ
ればならないと感じた。

情報を発信する側の課題
これからのコミュニティFM（災害FM）につい
て考えていきたい。大震災後、多くの災害FMが
開局した。ラジオでの情報発信の良い点はたくさ
んあるが、本開局は非常に資金がかかる事なので
真剣に考えなければならない。これまで情報を得
るにはテレビが主だった。少しでもラジオを身近
にする必要がある。特にコミュニティFMは周波
数が弱いので、工夫して使わなければならない。
常日頃ラジオを聞いていない人が緊急時にコミュ
ニティFMを聞くのだろうか。
災害発生後の時間経過に伴った情報発信のあり方
も考えていかなければならない。直後の混乱期に
は道路事情もあるが、広報車のようなもので直接
情報発信を行なう方が受け手に伝わりやすいかも
しれない。また、その時期はコミュニティFMよ
りも、東北放送などの県内全域を放送対象とする
ラジオの方が、日頃ラジオを聞かない人も周波数
を合わせやすい。コミュニティFMは1週間ほど
経過してから、地域の状況や給水場所など細かい
情報を発信するのに適しているとも思う。求めら
れている情報をスピーディーに届けるために、ラ
ジオの放送対象の広さによって、緊急時の役割を
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した現実を見て、被災した方々は心では置き去り
にされているように感じているかもしれない。温
度差が生まれてくる事が心配だ。さまざまな立場
の人が震災とどう向き合っていかなければならな
いのか。もう少し時間が経てば、また新たな課題
が出てくると思う。この震災の経験を後世にどう
残したらよいのか、私のように大きな被害もなく、
大きな地震だったとしか感じなかった人にこの現
状をどう伝えたらよいのか。自分にできる事は、
1人でも多くの人の声を発信していく事だと確信
している。私はその方々の想いを代弁する事はで
きない。だから、お許しをいただける限り、いろ
いろな体験をした方々の小さな声、想い、考え、
生き様を多くの人に届けていきたい。「あ、鈴木
さんにお話し聞いてもらったなぁ」と少しでも取
材を受けてくださった皆さんの心に残ればよいと
思っている。

取材した中で、仕事を辞めて仙台にボランティア
に来た20代後半の若い方にお話を伺った。その
方のお話を聞いていたら、自分の仕事も何もかも
投げ打って、被災地で一体自分に何ができるのか
と、真摯に向き合っていてすごいと思う。同時に、
これから若い人達が向き合い、背負っていかなけ
ればならない「3.11」はとても大きく重いもの
だなと感じた。津波を経験した子ども達も「怖
い」という感情だけではなく、何か抱えるものが
あるのではないだろうか。子ども達、若者達を大
人が良い方向に先導してあげなければならないと
思う。
自分のこれまでを考えると、たくさんの疑問と混
乱の中で生きているようだ。振り返りもせずに、
無我夢中で走ってきた。震災の事が理解できない
自分がいる一方で、街中でのお祭りや日々の楽し
さを満喫している自分がいる。もしかしたらこう

撮影：2011.3.13　避難所の仙台市立東仙台中学校で給水を求め
て並ぶ人々…6時間待ち（相蘇裕之さん提供）

撮影：2011.3.12　宮城県名取市　閑上店（みやぎ生活協同組合
提供）

撮影：2011.3.17　温かいお湯でシャンプーサービス1,000円（足
立千佳子さん提供）

撮影：2011.3.14　宮城県仙台市　富沢店の店頭販売（みやぎ生
活協同組合提供）
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「NPO法人20世紀アーカイブ 
仙台」設立
仙台の古い写真や地図に興味があり、その出版に
関わる仕事をしていた時、2つの会社と知り合っ
た。1つは、NPO法人20世紀アーカイブ仙台理
事長の坂本が経営する（有）クリップクラブだ。
テレシネという8mmのアナログ映像をデジタル
に変換する作業を仕事の1つとしていた。もう1
つが、昭和30年代から仙台のテレビのCMソン
グを作った東北放送施設（株）だ。どちらも昔の
仙台について知る事ができる素材を持つ会社だっ
た。
2008年10月18日、3社合同で「第1回ホームムー
ビーの日」を仙台市歴史民俗史料館にて開催した。

「ホームムービーの日」とは家庭で撮った8mm
フィルムなどのプライベート映像を持ち寄り、皆
で観て楽しむイベントである。国際的な催しで毎
年10月第3土曜日に世界中で開催されているが、
東北ではほとんど知られていなかった。これに参
加するかどうか3社が集まり相談した結果、仙台
でも開催する事を決めた。このイベントの共催が
きっかけで2009年6月に設立したのが、NPO法
人20世紀アーカイブ仙台だ。
NPO法人20世紀アーカイブ仙台は、古き仙台は
どのような街だったのかを分かりやすく市民に伝
え、過去とのつながりを実感できるようアーカイ
ブ（記録）化し、後世に引き継ぐ事を目的に活動
している。それぞれの会社が持つ写真や映像を高
齢者施設などで上映し昔の話を聞いたり、小学校
では社会学級の一環として映像を観て楽しんでも
らった。その後、三越や藤崎、さくら野など百貨
店でも展示するようになった。
私は仙台を本の都にする事を目的とした「Book! 
Book! Sendai」という会のメンバーでもある。
2010年に、8mm映像を流し写真を展示するイベ
ントを行なった。年配の方だけではなく若い世代
の参加者も多く、昭和30年代の仙台の映像を流
すと、当時を知る年配の方々が解説役となり、若
い世代はその解説を聞く役となった。どちらも同

じ参加者なのだが、同じ写真素材でも一方は懐か
しく、一方は新鮮に思える。このような世代間交
流を目の当たりにして、これは面白いと感じた。
自分の親や祖父母の昔話は「また始まった」と思っ
て素直に聞けない場合が多いかもしれないが、他
の方の話なら興味深く聞く事ができる。真摯に話
を聞いてくれるから年配の方々は楽しいし、若い
人達も見聞きした事がない話が聞けて楽しい。そ
うした、同じ写真だけれども、それぞれ違った楽
しみ方ができる世代間交流を促す場を提供してき
た。

 3月11日　14時46分
足を骨折して入院しており、3月11日はちょう
ど退院日だった。着替えが済み、退院する準備を
終えて、4人部屋の病室でお世話になった方々に
あいさつをしながら妻の迎えを待っていた。ちょ
うどその時に地震が来た。とても長いし、どんど
ん揺れが大きくなる。通常、地震は1分で揺れが
収まると言われているが、その時は3分も揺れて
いた。1回目の揺れよりも2回目の揺れの方が大
きく、本当に地球が壊れてしまうのではないかと
思った。普通の健康な人でも立っているのが難し
い状態で、松葉杖の私はベッドに投げ出された。
そのあと妻が迎えに来て、車で自宅に帰った。帰
宅中にラジオで6mの大津波警報が発令されてい

取材日

震災後の生活をジブンゴトとして全国に伝える
佐藤 正実 NPO 法人 20 世紀アーカイブ仙台

NPO法人20世紀アーカイブ仙台 副理事長。2006年から「仙台の原風景を観る知る」をテーマに、懐古写真集や絵葉書・
古地図復刻等を出版。2009年NPO法人を3社で設立。2010年4月市民が提供した昭和の写真を元に「クラシカル
センダイ」出版。2011年4月震災記録をWebに掲載。2012年3月「3.11キヲクのキロク」出版。震災後の今を
記録する「3.11定点観測アーカイブ」の活動を行なっている。2013年度仙台市震災メモリアル等検討委員会委員。

NPO
仙台市 2013.12.02
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い。水も食べ物も不足している生活で、助け合い
の力を感じた。そして、確かに電気、ガス、水道
が復旧してくると、声のかけ合いや物々交換は無
くなっていった。

震災の画像を収集
私はツイッターをしていたので、携帯電話が使え
るようになってから頻繁に自分の状況を掲載した
し、他の方もさまざまな情報を掲載していた。ツ
イッター上で、開いているお店の情報や水が出る
公園の情報など、仙台市内や身近な人達の情報が
どんどん掲載された。当時、ラジオはそうした情
報は流す事はなく、福島第一原子力発電所の事故
に関するニュースや「○○さんがいません」「△
△さんを知りませんか」という話が中心だった。
そうした情報が必要な方もいたのだろうが、私は
どこで食料が手に入り、どこで水が出ているのか
など、生活に関わる身近な情報が欲しかった。同
じように感じている方々がツイッターに生活情報
をあげてくれたのは助かった。
ツイッターには情報やコメントの他、写真も刻々
とアップされた。それを見ていて、1995年の阪
神淡路大震災発災後、震災の様子が写った写真を
大量に集めたけれども、いつ、どこで撮影したか
の情報が乏しかったために、活用しにくい資料に
なった事例をふと思い出した。その当時はフィル
ムカメラを使っていた時代で、携帯電話どころか
デジタルカメラもない。写真を集め始めたのは、
阪神淡路大震災が起きてから5年も経てからだっ
た。5年も経ってしまうと、建物が倒れていた場
所は更地になり新しい建物が建つ。そうなってか
らでは、どの場所を写した写真か分からなくなっ
てしまう。写真を撮った本人が分かればよいが、
本人ですらその場所が分からなくなるかもしれな
い。撮った場所と日付という最低限の撮影情報が
分からなければ、その写真の資料的価値は無く

る事を知った。入院していた病院が海岸線から約
5kmの場所にあったので、津波が来て大丈夫な
のかと心配になった。直後に津波の高さが10m
に変わったとラジオから流れた。10mだったら4
階建ての3階部分に住んでいる自宅も津波の被害
を受けてしまうかもしれないと、妻と話しながら
家路についた。
当時、子ども達は中学生と小学生で学校に行って
いた。小学校からは保護者への子どもの引渡しは
あとになると言われたため、とりあえず家に帰る
事にした。帰る途中、コンビニエンスストアが
開いていたので、立ち寄って家族4食分の食料を
買った。調理をせずにそのまま食べられる冷たい
ソバやパンなどを買った。帰宅してみると予想通
り家具や本棚などが倒れていた。相変わらず余震
は続き、携帯電話の地震速報やサイレンがずっと
鳴りっぱなしだった。自宅は川が合流する中洲の
ような場所にある。昭和61年の大雨の時に冠水
しているので堤防は嵩上げしてあるが、川の水は
黒色に変色して増水しながら逆流していた。目の
前の光景を見て、決壊してしまうかもしれないと
思った。
子どもが通う高砂中学校は津波によって冠水し、
校庭に駐車していた車は使えなくなってしまって
いた。発災当日、迎えに行こうと思っていたが、
そうした学校の状況を近所のお母さん方の口コミ
で知り、学校には近寄れないと聞いたので、次の
日に迎えに行く事にした。子どもの話を聞くと、
残った先生と生徒達は3階に逃げ、一晩を過ごし
たそうだ。
震災後、自宅は電気やガスが止まってしまった。
電気が復旧したのは発災から1週間後の3月17
日だった。住んでいたマンションは、電動ポンプ
で水を汲み上げるタイプだったので、電気が復旧
しないと水も出ない。ガスも都市ガスだったた
め、3月末まで使う事ができなかった。それまで
は灯油ストーブを活用した。灯油ストーブでお湯
を沸かしてカップラーメンや鍋を食べる事ができ
たし、沸かしたお湯を使って体を拭く事もできた
ので、大活躍だった。
以前読んだ阪神淡路大震災の本の中に、発災から
約1ヶ月間を指す「震災ユートピア」という言葉
が書いてあった。隣近所と声をかけ合ったり、物々
交換をしたり、そうした本来人間が持つ優しさが
クローズアップされる時期をそう呼ぶのだ、と記
されていた。電気やガスなどの社会インフラが
戻ってくると次第にそのユートピアが薄らいでい
くとあったが、読んだ当時はピンとこなかった。
東日本大震災が起き、震災ユートピアは本当にあ
るのだと感じた。非常時でなければ、「皆が持っ
ている野菜などを町内会の会長さんの家に持ち
寄って炊き出しやろう」という事はまず起こらな

撮影：2011.3.14　停電の中での夕食
皿にはラップを敷いて食事（木谷智寿さん撮影）
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る。被写体にカメラを向けて写真を撮るという事
は、当然何らかの意味がある。その写真の裏には
嬉しかったり、辛かったり、苦しかったり、とい
う撮った人の何かがあるはずだ。それらを撮った
背景を紐解けば、災害時に何が必要だったのかと
いう防災マニュアルの裏づけにもなると思ってい
る。
東日本大震災で終わりではない。非常時は全国で
起こり得る事だ。その時にどのような生活が強い
られるのかをイメージしてもらう事は、とても大
事だと思う。

震災後の生活ぶりを全国に伝える
2011年の冬、集めた画像をパネル化し、展示会
の開催をFacebookで呼びかけた。パネルは被災
の様子が分かるものと、非常時の生活の様子が分
かるものを半分ずつ用意した。北海道から沖縄ま
で全国から希望する声があり、累計110か所で展
示を行なった。パネル展示を行なった事で、全国
から多くのコメントをいただいた。一番嬉しかっ
たのは「震災時の生活ぶりがよく分かった」とい
うコメントだった。
パネル展を行なう会場で時々お話をさせていただ
く機会があり、震災の中の生活をテーマにした写
真を見てもらいながら話をした。関西で展示会を
行なった時は、震災後の美容室の写真をお見せし
た。扉に「シャンプーサービスを行ないます」と
貼紙がある。ところが、その写真を見ても、皆さ
んピンとこない顔つきで、なぜこの写真が震災の
写真なのかと聞かれた。プロパンガスではない都
市ガスの一般家庭では、1ヶ月以上ガスが復旧し
なかった。そのため、お風呂に入れない人が多
く、プロパンガスを使っている理美容室で髪を洗
うサービスが行なわれたと話し、やっと納得して

なってしまう。そして、このツイッターに掲載さ
れる画像は集めておく必要があるのではないかと
思ったのが、2011年3月22日の事だった。
3月22日の夜に仙台市内および周辺市町村で
撮った写真を撮影者名（ハンドルネームでも可）、
撮影場所、撮影日時の情報と共に私宛に送って欲
しい旨をツイッターに投稿した。その後、何名か
の方が反応してくれて、写真を送ってくれた。
2011年4月1日、震災後、初めて事務所に行った。
簡単でもよいから、まずは提供してもらった東日
本大震災の画像を掲載するウェブサイトを作ろう
と思った。最初に集まった約350枚の画像を地域
ごとに分けて、日付順に並べ整理をし、4月8日
にウェブサイトを立ち上げた。
震災の写真というと、津波被災や損壊した建物の
写真をイメージすると思うが、そうした写真は新
聞記者やテレビ局が集めている。私達が集めなけ
ればならないのは、震災の中の生活ぶりが見える
写真ではないかと思った。しかし、震災の写真を
募集してみると、提供を受けるのは被害の様子を
写した写真が多かった。そこで私自身が携帯電話
で撮った、震災の中の生活が分かる写真をウェブ
サイトに掲載した。
震災の中の生活の写真を集めた理由は、3月11
日を境に非日常の生活があった事実を残しておき
たいと思ったからだ。例えば、昭和20年の仙台
空襲に遭った焼け野原の写真を見て、戦争を体験
したおじいちゃんやおばあちゃんは、私達に戦争
の話をしてくれる。戦争を体験した世代の方々に
話を聞くと、今回の震災よりも戦後の方が大変
だったと言う。食べ物が全く無かったからだそう
だ。しかし、戦後を知らない私達は、どのような
生活をしていたのかが実感として湧いてこない。
映画やドラマのような、いかにも作られた映像だ
と現実味がなく、肌感覚として伝わってこない。
だからこそ、生活ぶりが分かる生の画像や映像が
大事だと感じた。
防災マニュアルには、3日分の食料や水を用意す
べきと書いてある。これは震災の経験から作られ
たマニュアルだ。しかし、被災していない地域の
方々には、これらが必要な理由が十分に伝わって
いるとは思えない。例えば、集めた写真の中にバ
スユニットの中に雪を入れている写真がある。こ
れは、雪を溶かして生活用水にするためだ。他に
も、ろうそくやランタンを灯して家族で夕食を
とっている写真や、食器洗いに水を使わなくても
済むように皿にラップを敷いている写真もある。
マニュアルにラップが必要と書いてあるが、何
に使うのか分からない人でも、この写真を見れば
一目瞭然だ。普段ならば年中24時間開いている
コンビニエンスストアが、震災時は段ボールなど
で目張りしていて閉店している事も写真から分か

撮影：2011.11　宮城県仙台市　藤崎での上映・展示会
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後世に残すと言うが、私は「後世の人」と「非被
災地の人」に伝える事は同義だと思っている。

震災を後世に伝えるには
伝える活動は、20世紀アーカイブ仙台のスタッ
フや同世代のみの活動であってはならない。大学
生など若い人達と共にプロジェクトを立ち上げて
行なうべきだと思っている。一緒に考えて、なぜ
やらなければならないのか、私達がなぜそう思っ
ているのかを伝えつつ、どう解釈して活動につな
げていくのか。互いに影響し合いながらプロジェ
クトを起こす事が必要だと思う。
2013年1月と4月に、大学のインターン生3人と

「もう一度見てみよう3.11ツアー」を企画し、プ
ロジェクトを立ち上げた。震災直後に撮られた写
真と現在を見比べる、定点撮影を使った被災地ツ
アーだ。学生はどのようなコースをたどり、ツアー
ゲストに何を伝えたいのか、半年間かけてツアー
企画を練った。仙台の街中から車で約20分の場
所にある若林区荒浜地区や、訪れる度に変化する
名取市閖上の日和山周辺など、仙台中心部からの
距離感を考えながら、震災後に変化したところと
ほとんど変わらないところがツアーコースに盛り
込まれた。そして、彼らは主催者としてツアーで
語るべき事を考えるために、震災の事や地域の歴
史など多くの事を学んだ。プロジェクトの立ち上
げから半年後、仙台市内の留学生や県外の学生を
対象に、全部で5回のツアーを行なった。ツアー
を組み立てた彼らが半年間、被災地や地域につい
て学んだ事は、震災に向き合った重要な時間だっ
たと思う。彼らはまた誰かに、このプロジェクト
で学んだ事を伝えるだろう。このような取り組み
を、繰り返しいろいろな人達と行なう事ができる
のならば、次世代にきちんと震災を伝えられると
思う。後世に残す手段は写真だけではない。こう
した活動で人々の思いや地域の変化を残していく

いただけた。生活ぶりを伝えて初めて分かる事も
多い。だからこそ具体例として写真をお見せし、
言葉を付け加える。自分も逆の立場だったらそう
思うのだろう。多くの人が、自分の地域ではまさ
か起こるわけがないと思っている。これは、健康
体の人が自分は病気になるとは考えないのと一緒
だ。震災後の生活の写真を見る事で、初めて“ジ
ブンゴト”にするきっかけになるのではないかと
考えている。
2013年3月、集めた画像と震災体験をまとめた
書籍「3.11キヲクのキロク～市民が撮った3.11
大震災 記憶の記録」を発刊した。マスメディア
が市民生活に入り込む事はあまりない。だから、
出版するものには悲惨な画像が多く、当然ながら
生活を写したものはほとんどない。マスメディア
と市民メディア、それぞれの役割はあるのだが、
東日本大震災の壊滅的なまちの様子の写真、泣き
崩れる家族の姿、自衛隊の救援活動、避難所での
不安な生活、最後に公園で子ども達が元気に走る
写真で希望を示す…ような、作ったストーリーに
合わせて震災写真をはめ込んでいく編集に、私は
馴染めない。
東日本大震災で起きた事実にストーリーをつける
ほど、まだ年数は経っていない。全体像を把握し
てきちんと編集する事ができるようになるのは、
おそらく10年～20年後の事だろう。事実を客観
的に見る事ができる時代が来て、初めてできるの
だと思う。将来の人々が3.11を振り返った時に
ミスリードをしないよう、注意が必要だ。脚色さ
れた震災に関する本や資料の方が見慣れている全
国の方々は、「こんなにひどかったのね」「かわい
そうだったね」と思ってくださるかもしれない。
しかし、それでは非常時の生活ぶりは伝わらない
ままだ。だから、「3.11キヲクのキロク」では編
集でほとんど手を加えず、地域毎に日付順に並べ、
生の状態のままパッケージにした。
本の後半に、写真を提供してくださった方々への
インタビュー記事を載せている。東京の方にライ
ターとして協力していただいた。震災を経験した
地元ライターに依頼しなかったのは、1つはまだ
発災から半年後で気持ち的に大変だろうと思った
事。もう1つは「震災ってこういうもの」という
体験や先入観を持っていない方が客観的な体験談
になると思ったからだ。お願いした方は毎週仙台
に足を運んでくださった。決してお涙頂戴的な内
容にするのではなく、その方のありのままの体験
談としてまとめようと話し合った。
全国の方にこの震災を自分の事のように考えて欲
しいし、次世代に伝え、未来に課題を託したいか
らこそ、写真を残さなければいけないと思ってい
る。“非”被災地の人と次世代は、「震災を体験し
ていない」という点で共通していると思う。よく

撮影：2013.9.28　宮城県仙台市
もういちど見てみよう3.11ツアー（若林区荒浜）
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事ができると思う。だからこそ、世代に関係なく
取り組む事が重要になってくる。

仙台を震災アーカイブの 
先進都市に
今後、3.11のための拠点が必要になってくると
思う。いろいろな人達が自由に集まって語れる、
資料を持ち寄れる、語る、見る、聞く、の常設の
拠点だ。震災アーカイブに関わる団体が集まる機
会はあるが、常駐スタッフがいて、震災について
話す事ができる、自由に出入り可能な市民の交流
の場が仙台にはまだない。「震災メモリアルセン
ター」のような施設はいずれできると思うが、そ
れを待たずに、小さくても皆が集まって震災を語
れる場所が必要だと思っている。
今後の一番の課題は「活動の継続」だ。そのため
には活動費用も必要になってくる。震災後、さま
ざまな補助金や助成金が出されたが、2年半以上
が経ち減少もしている。目新しい活動には活動助
成もあるだろうが、震災を語り合う事や写真を撮
り続ける事はルーティンワークの1つと見なされ
やすく、継続的に活動を続ける事が難しいのが現
状だ。数十年規模で市民と一緒に行なう震災アー
カイブという活動を、やる気だけで続けていく事
はできない。その意味では震災から3年を迎える
今が正念場なのかもしれない。
継続する事で大きな意味を持つ活動もある。集め
た写真の定点撮影を行なうために、去年も同じ場
所で写真を撮った。変化のあるところ、変化の
ないところははっきりしている。3年後、5年後、
どう変化していくのかを撮り続ける事で、将来的
に防災・減災、まちづくり、教育などの分野で研
究される素材にもなると思う。
被災3県の中で、政令指定都市は仙台市だけだ。
仙台市が東北6県の経済、そして復興の牽引役を
担うと同時に、震災復興アーカイブの先進的役割
を担うべきだと思っている。仙台は過去何度も地
震・津波被害に遭いながら、その度に立ち直って
きた。
19年前の阪神淡路大震災を例に挙げれば、非体
験者がすでに人口の4割を超えたそうだ。今取
り組まなければ、どんどん世代交代してしまう。

「防災のまち仙台」のかけ声で終わるのではなく、
100万人の体験と知恵を集め、今度こそ後世に震
災の記憶と記録を残し、アーカイブを活用した全
国一の防災都市になる事を願っている。

【定点観測】2011.3.21　海岸線から約3キロ先の仙台東部道路まで
一面漂流物（名取）（撮影／三浦隆一さん）

【定点観測】2012.4.29　一年後、塩害処理作業が進む。
まだ田植えはできない（撮影／NPO法人20世紀アーカイブ仙台）

【定点観測】2013.9.14　震災から2年目、除塩を終え青々とした田が
広がる（撮影／NPO法人20世紀アーカイブ仙台）
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3月11日　14時46分
みやぎ生協本部の理事長執務室にいた。今は建物
が新しくなったが、当時は棟が2つあった。悲鳴
と、バリバリっとした音が聞こえた。つかまって
いなければ立っていられないほどの大きな揺れ
だった。
本部には200人以上の職員がいる。3分近くの長
い揺れだった。大きな揺れが収まったらまずは職
員の安全の確保のために広場に集合した。全員が
身1つで避難したため、寒い中でコートもなく、
車の中に避難する事もできずにいた。ロッカーが
倒れ、机や椅子が飛び、天井が落ち、階段が通り
抜けできなくなるなど、一部が立ち入り禁止にな
るほどの被害だった。そこへ貴重品を探しに戻る、
あるいは自宅へ戻るなど1人ひとりが行動をとる
とリスクが高い。その間にも余震は続く。すぐに
は車の鍵、家の鍵、財布を取りに戻る事もできな
かった。　
みやぎ生協は当時48店舗あり、揺れが起きた時
は店内にお客様もたくさんいた時間帯だ。職員が
適切にお客様の誘導を行ない、来店中のお客様
に1人のけが人も出なかった。宅配では配送の車
400台が動いており、多くの職員が各地域を回っ
ていたが、配達を中断し支部に戻るか、高台に自
主的に避難していた。
夕方には災害対策本部を立ち上げた。ここには自
家発電を備えており非常用電源がある。ここで初
めて津波の映像を見た。第1波が来て、第2波、
第3波が来て、しかも押して引いての大津波の状
況だった事は、その時点では分からなかった。通
信手段が途絶えたために家族の安否を確認する事
が大変だった。連絡がとれない事がどんなに不安
かを思い知った。

まずは事業継続を
通信ができないため、2人1組の職員が各事業所
の状況、職員の安否について情報収集にあたっ
た。事業所の状況確認と共に、本部の指示を伝え

てもらった。まずは事業の継続だ。店判断で可能
な限り店頭での商品供給を続けた。店舗は停電の
ため、レジが動かせない。余震も続いている。職
員が店舗内から商品を運び出し、3月11日は発
電機や車のライトを頼りに店頭販売を実施した店
舗もあった。翌朝までに安否確認がとれたのは全
10支部、48店舗中44店舗で、うち27店舗は地
震発生当日も商品供給のために営業を続けた。
私自身は対策本部に2日間ほど詰めていた。自宅
はマンションの14階にあり、住める状態に戻す
には1週間ほどかかった。それまでは車の中や友
人宅で眠った。
みやぎ生協は県内22の自治体と災害時の応急生
活物資協定を結んでいる。3月11日のうちに、
津波で被災した亘理町からの要請でパン2,000
個、水500ml 2,000本を届けた。あまりに被害
が甚大で電話もつながらないため、当日のうちに
衛星携帯電話などで要請が入ったのは亘理町と仙
台市だけだった。翌日からは自治体の要請により、
共同購入のトラックが水やパン、カップ麺、毛布
などを各地へ届けている。行政からの依頼で店舗
集会室を避難所として開放した店舗もあった。こ
うした行政からの支援物資要請へ迅速に対応する
ため、すぐに派遣常駐体制を敷いた。宮城県の災
害対策本部で情報収集と調整を行ない、通行可能
な道路情報を提供してもらうと同時に、宮城県警
察からは災害時の支援活動に必要な緊急車両登録

取材日

忘れず、つながりをきらず、
伝え続ける事の大事さ
齋藤 昭子 みやぎ生活協同組合

みやぎ生協は協同の力で人間らしい暮らしを創造し、平和で持続可能な社会の実現を目指している。人と人とが多様に
ふれあう活動や暮らしを守る活動、子育て支援、食育活動、環境や平和を守る取り組み、ユニセフ活動、社会的弱者へ
の支援など多岐にわたる活動に他団体と連携して取り組む。大震災後は被災者・被災地支援に継続して取り組んでいる。

協同組合
仙台市 2014.01.30
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を出してもらった。また、仙台市とは応急生活物
資協定の他に女性や高齢者の避難所生活を想定し
た協定も結んでいる。赤ちゃんのおむつ、おしり
ふき、大人用おむつ、生理用品などを仙台市が購
入し、みやぎ生協がそれらを備蓄して、必要が生
じたら仙台市指定の7か所に搬送する、全国でも
あまり例のない協定だ。
近いうちに宮城県沖地震が高い確率で起こると言
われており、マグニチュード7.2、震度6の対応
マニュアルはあった。今回はそのマニュアルでは
不十分だった。通信ができず情報が把握できない、
自家発電が不十分で燃料が確保できていなかっ
た。メンバー宅の暖房用灯油を確保するために毎
日県に通った事を覚えている。
そして、今回の震災で被害を大きくしたのは津波
だった。名取市閖上地区の日和山のすぐ近くにみ
やぎ生協閖上店がある。2週間ほど過ぎてから閖
上に行ってみた。実際に現場を見て、大変な災害
であったと感じた。言葉が出なかった。暮らしが
あり、希望があり、未来があったのに、一瞬にし
て失われた。表現できる言葉を見つけられなかっ
た。あの大災害で生き残った私達は、命を大事に
していかなければいけない。
　

印象に残っている全国からの応援
仕事柄、行政とのさまざまなパートナーシップが
ある。6月末から津波被災地を中心に、12市町の
首長さんへお見舞いに伺った。各自治体には、全
国の自治体から職員が応援に来ていた。被災者は
まず自分達で何とかしようと頑張るが、どうして
も生活の再建が難しい場合は自治体へ行く。その
時に一番に訪れる１階の窓口に、「兵庫県」「佐賀
県」などの腕章をつけた、イントネーションの違
う方々がいた。被災された住民の方々にどんな支
援ができるか、相談に来た住民をどこの部署に案
内したらよいか、ボランティアが判断できる事で
はない。まさに自治体同士のネットワークでしか
できない事であったと思う。どこの自治体に行っ
ても、最初に被災者が行く、入ってすぐの１階窓
口にいたのは、全国から応援に来ていた職員で
あった事が最も印象に残っている。
これは生協間も一緒だ。お店を開くにしても、商
品が入荷して来たら陳列をしなければならない。
それも安否確認や店の復旧をしながらの作業だ。
同じ生協の職員だからこそできる支援であったと
思う。また配達では、道路が寸断され、治安も悪
く、配達員のほとんどは女性だったので、1人で
は配達や安否確認に行かせられなかった。そこで
全国の生協から応援に来てくれた職員が一緒にト
ラックに乗り、共同購入登録者のもとへ水やバナ
ナを届けるお見舞い活動をスタートした。

被災地で一番目にしたトラックは全国生協のト
ラックだ。大震災発生から1週間後には、全国か
らの支援がトラックごとやって来た。灯油、それ
からガソリンを積んだタンクローリーが来てくれ
た。全国の支援に先駆けてコープこうべの先遣隊
が宮城に入ったのは、大震災発生から2日後の3
月13日の事だ。現地で何が必要かを把握するた
めに、自分達の寝袋や食糧、燃料などを全部持っ
てやって来た。そしてその2日後には、トラック
で20名ほどの職員が応援に駆けつけてくれた。
この全国のコープグループとしての支援体制は大
きかった。これを可能にしたのは、日本生活協同
組合連合会という全国規模のコーディネート機能
があったからだ。そして、お取引先各社からの支
援も忘れられない。それは現在も続いている。

大震災からの学び
3月一杯はガソリン、軽油・灯油が不足し、市民
生活はもちろん復旧作業へも影響した。家庭内備
蓄は1週間分、多いところでは3週間分と示して
いる国家政策は多い。日本はそれを国として言っ
ていなかった。最低3日分、ひもじくてもなんと
か1週間分の備蓄は必要だ。ぜひ皆さんに、１週
間分の家庭内備蓄をお願いしたい。そしてそれを
無駄なく消化していくようにしてほしい。これは
教訓だ。野外生活を体験する事も大事かもしれな
い。ライフラインが途絶えたその中で生活した経
験は大きい。生活の知恵、生きる術は受け継がれ
ていかなければならない。
そして、より協同組合の社会的役割を再認識し
た。支え合う事、人と人とのつながりが大事だと
いう事、日常の活動がいざという時に大きな力に
なる事、これらを実感した大震災であった。大震
災時はどういう人が地域にいるかが分からない。
配達員など地域の皆さんの顔を知っている人達が
地域の隅々まで入って行けるのは、生活協同組合
ならではの事だと思う。みやぎ生協の場合は組合

撮影：2011.3.12　みやぎ生協本部　救援物資配送
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の職員をこうした思いに駆り立てた事と思う。こ
れが記録の力だ。これから、さらに大きな災害が
起きるであろうと予測されている。その時のため
に私達が東日本大震災の中で体験した事を教訓と
してお伝えしたい。そのために、みやぎ生協文化
会館Withの中に「東日本大震災学習・資料室」
を作った。忘れない事、伝える事、伝え続ける事、
つながりをきらない事、そして情報を発信し続け
る事、これらが今は一番大事な事だと思っている。
特に福島の事を伝え続けなければならない。原子
力発電所の事故で、エネルギーの問題は国民全体
のものとなった。リスクのない、安全で安心なエ
ネルギーでない限り、誰も責任を負えない。それ
を私達は教訓としなければならない。原子力発電
がなければ、本当に暮らしも経済も回せないのだ
ろうか。推進する側はバランスだと言うが、私達
は原子力発電をやめる道筋をつけなければならな
いのではないのか。それは政治の責任である一方
で、全国民が真剣に考えなければならない問題だ。
人々の心を動かすものは何だろうと考えた時、
人々の気持ちに強く印象づけるには絶えず伝え続
ける事が大事なのだと思った。

員の加入率が7割で、宮城の多くの方が組合員に
なってくださっているため、生協を通じてのつな
がりが広く、密である。これから社会は1人暮ら
し、2人暮らしの高齢者が増えていく。人口は減っ
ていくけれども世帯数は増えていく。地域コミュ
ニティを維持していくうえでも生協の役割は大き
い。
これはいつも職員に言っている事だが、支援をす
る人と支援を受ける人はいつでもその立場ではな
い。支援を受けているつもりでも、支援する人へ
の勇気を与えている。支援をする側に立った人は、
いつ受ける側に立つのか分からない。それが自然
災害だ。支援をする人達が継続的にずっと現地に
来ている事は、支援する人達にとっても、その体
験や行動が自分にとって大切なものになっている
はずだ。大震災からの復旧・復興の中で支援をす
る人も支援を受ける人も、その立場を越えて、友
人として、仲間としてお互いに思いやる。その事
が、人間として大事な事だと身を以て体験した。
みやぎ生協では県内4か所にボランティアセン
ターを設置し、3年間継続して仮設住宅でお茶会
を催している。最初は固い顔で参加していた被災
者の皆さんが、お茶会が終わる頃には良い笑顔で
帰っていく。センターで活動するスタッフはおそ
らく、支援しているという気持ちだけで活動して
いるのではないだろう。それが、今の社会ではと
ても大事な事だと思う。
宮城の場合、震災復興に10年かかる。仮設住宅
に住む最後のお1人がそこを出るまで、私達はな
んらかの支援を継続していこうと思っている。そ
してそれは地域でのつながりや地域での活動がな
い限り、長続きするものではないとも考えている。

大震災を振り返って
生協を宮城県内で広く大きく展開していてよかっ
た。生活協同組合があってよかった。生協のお店
やセンター、それらのつながりがあってよかった
と思う。災害は、予測しても防ぐ事はできない。
減災しかない。日常から備えをし、発生した時は
命を守る。そのためには1人ひとりに日頃から支
え合う、協力し合う、優しさと強さが必要だ。行
政はさらに強くなければならないと思う。　
起きてしまったからこそ、分かった事がある。あ
の日、あるパート職員は店長不在の状況の中、み
やぎ生協のスローガン「1人は万人のために、万
人は1人のために」を思い起こし、「阪神淡路大
震災の時のコープこうべの職員のように動こう」
と考えたという。私達は阪神淡路大震災で研修中
に被災した職員や復旧応援で神戸に派遣された職
員から報告を聞き、記録を読んでコープこうべの
活動を学んでいた。その時の学びの記憶が、多く

撮影：2011.3.12　宮城県仙台市
みやぎ生協南光台店　店頭販売（みやぎ生活協同組合提供）

撮影：2011.5.16　みやぎ生協石巻大橋店　ふれあいお茶会
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秋田で中間支援に取り組む経緯
秋田県横手市で生まれ育ったのだが、地元に窮屈
さを感じていたため、大学は東京都にある玉川大
学を選んだ。しかし、いざ地元を出てみると、い
かに秋田をアイデンティティーにしていたかに気
がついた。自己紹介をする時は「秋田の私」を語
るし、周りからもそう認知されていたと思う。自
分とは何だろうと考え、最終的には自分は地元に
育てられたのだと行き着いた。いずれは秋田のた
めになる仕事がしたいと思った。
一方、幼少期から抱えていた課題があり、自分と
同じような境遇の子どもを増やしたくないと思っ
ていたので、何か活動をしたかった。東京にはた
またまそうした課題を解決するために立ち上がっ
た団体があり、すぐにその団体でボランティアを
させていただいて、大学時代は子育て支援の活動
をした。世の中には行政と企業しかないと思って
いたので、NPOという働き方がある事を初めて
知った。行政ではできない、企業では利益にな
らないのでしない、隙間の事に取り組む組織が
NPOだ。将来はそうした仕事に就きたいと思っ
た。
活動していたNPOのスタッフから中間支援団体
をご紹介いただいた。東京の子ども達は光化学ス
モッグの影響で気管支炎や喘息の子が多い。そう
した子ども達を、福島県猪苗代に遠地療養させる
活動のスタッフが足りないので、手伝ってほしい
と言われた。そこで初めてNPOや行政と企業を
つなぐ活動をする中間支援団体がある事を知っ
た。その後、中間支援団体の代表が秋田県横手市
で講演をすると聞き、「地元なので一緒に行かせ
てください」とお願いをした。その訪問先がたま
たま現在勤めているNPO法人秋田県南NPOセン
ターだった。地元にもNPOや中間支援団体があ
る事を知って、とても驚いた。幸運な事にNPO
法人秋田県南NPOセンターの方から「うちで働
かないか」と声をかけていただき、大学卒業後は
地元に戻る決断をした。

3月11日　14時46分
秋田県北、中央、県南地区の中間支援組織の集ま
りのため、秋田市内の公共施設「遊学舎」にいた。
情報交換をしている時、急に揺れ始めた。電気は
すべて消えたが、施設には非常時の電源があった
ので、テレビを見る事ができた。すると、テレビ
では太平洋側の混乱した様子が報道され、「津波
が予想されるので避難してください」と呼びかけ
ている。周囲では携帯電話で連絡を取り合う人や
SNSで津波の情報を発信する人がいた。横手市
の状況がまったく分からなかったので、家に帰れ
るか心配になった。公共交通はすべて止まってい
たが、車で来ていたので横手市の自宅まで帰る事
にした。街の灯りは消え、信号は機能しておらず、
警察官が交差点で誘導を始めた。信号がないので
すべての車が恐る恐る運転している。夜遅くにセ
ンターに到着したが、すでに閉まっていたので帰
宅した。
自宅は震災直前にオール電化に建て替えたばかり
だった。停電のため暖房は使えない。とても寒かっ
たが毛布にくるまるしかなかった。翌日は「若者
会議」事業の活動発表会を控えていたので、明日
はどうしようかと考えていた。

取材日

秋田で一緒に地域を考える仲間を増やしたい
奥 ちひろ NPO法人秋田県南NPOセンター

NPO法人秋田県南NPOセンター職員。子どもの居場所作りに関心があり、玉川大学在学中の2005年からNPO活動
に参加。大学卒業後は地元に戻り、同団体にて市民活動サポートセンターの運営、若者会議の企画・運営等を担当する。
東日本大震災発生後は秋田県内のNPO、行政、企業、個人をコーディネートし、支援活動に取り組む。

NPO
横手市 2013.08.22
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数年しか経っていないが、身近な情報を得る事が
できて便利だった。おそらくコミュニティFMが
無かったら、全国や秋田県全域の情報しか得られ
なかっただろう。給水車が来る場所などローカル
情報が得られたので、停電でテレビが見られない
中、ラジオで情報収集をした。

常日頃のネットワークが重要
秋田県南地区では、企業が一番早くに動き始めた
と思う。2011年3月19日、「やらねばね！横手（地
震・災害支援の会）」が発足した。企業の方々の
既存のコミュニティがベースとなって立ち上がっ
た団体だ。車やトラック、食料などを所有してい
たところも多く、いち早く被災地の炊き出しや物
資支援に向かっていた。特に印象に残っているの
は、横手市の眼鏡店「レ・メエル秋田」が行なっ
た「メガネ支援隊」の活動だ。被災した方々が見
えづらそうにしている様子をテレビで見た同社の
社員が、着の身着のまま逃げたため眼鏡がない
のだと気づき、地震から2日後の3月13日、お
店の商品を全部持って宮城県気仙沼市へと向かっ
た。災害本部で活動許可と情報を得ると、避難所
で眼鏡を必要とする方に呼びかけ、1人ひとりに
合うものを手渡した。微調整が必要な方の眼鏡は
持ち帰り、再度訪問して届けたという。支援隊の
活動は、その後、他の被災地にも広がっている。
企業の底力を感じた。
NPOでは福祉分野で活動をしている湯沢あかね
の会がいち早く動いた。震災直後、何かできる事
はないかと何度も湯沢市役所を訪問したらしい。
最初は行政も混乱していたが、何度も通ううちに

「避難してきた方々が引きこもりがちになり、困っ
ていても声を発する事ができずにいる」と市から
相談を受けたという。そこで避難者の家を一軒一
軒訪問し、コミュニケーションを取りながら聞き
取りを行なって、顔の見える関係を築いた。県南
地区では、震災以前から支え合いの地域づくりを
目的としたNPOや行政、社会福祉協議会などに
よる福祉のネットワークを作る動きが活発で、湯
沢市でも「ゆざわフレンズネット」というネット
ワークがある。湯沢あかねの会もこのネットワー
クの構成員だ。ゆざわフレンズネットでは2011
年4月、湯沢市で「一品持ち寄り交流会」と題し
て、避難者との交流会を開催した。持ち寄り形式
にしたのは、参加する皆さんが申し訳なく感じて
しまう事を防ぐためだ。交流会では避難者同士だ
けではなく、地元の方との関わりも生まれた。被
災者同士は体験談を打ち明けられないそうだ。「お
めぇだけ大変な思いしたと思って（あなただけ大
変な思いをしているわけではないのよ）」と非難
される事もあり、心の中に閉じ込めていた方も少

地域の若者のための場「若者会議」
「若者会議」は平成21年度から取り組んでいる事
業だ。秋田県南地区（仙北、平鹿、雄勝の3地域）
で中間支援に関わって驚いた事は、活動している
方の多くが高齢者で、ボランティアや地域の事は
高齢者が余暇でやるものと認識をしている方が多
い事だった。東京では大学生も20～30代も学業
や仕事をしながら活動し、それを仕事にしている
方もいたので、ギャップを感じた。私は秋田を何
とかしたいと思って地元に帰ってきたが、同じよ
うな志のある仲間が見つからなかった。そうした
中で決まったのが「若者会議」だった。少子高齢
化が進む中で、将来を担う若者が自分の住む地域
について考え、話し合い、行動に移すプログラム
だ。高校生から30代までを対象に市町村ごとに
開催した。それまで若者が集まって地域の事を考
え行動する土壌がなく、「若者会議」が動いた事
で地域への波及効果が生まれた。地震があった翌
日は、初めて市町村を超えて若者が集まる活動発
表会を行なう予定だった。
翌日、センターに出勤したが、街のすべてがストッ
プしていたので、委託元である秋田県と協議し、
センターを閉めると決め、スタッフには自宅待機
の指示が出た。「まずは自分、身内の安全を確保
してください」という指示だった。誰も来ないだ
ろうと思いながらも、念のため若者会議の会場に

「延期」と貼紙をした。また、携帯電話が使えた
ので、メンバーにその旨をメール送信した。

コミュニティFMラジオの重要性
横手市は電気、水道、ガスはすべてストップし
た。大学時代の友人が心配して連絡をくれたが、
混乱していたためほとんど出られず、返信もでき
なかった。また、携帯電話は充電の問題があるの
で使う事に抵抗があった。インターネット回線は
つながっていたので、SNSで情報交換や安否確
認を行なった。市役所は非常用電源があり電気が
通っていたので、たくさんの方が携帯電話の充電
をしていた。電気は2～3日で復旧した。給水車
が市内を走っていたので、水はバケツなどを持っ
て汲みに行く人の姿があった。自宅には食料の備
蓄が無いので調達しようとしたが、スーパーマー
ケットやコンビニエンスストアは長蛇の列ができ
ており、商品はほとんど無くなっていた。備蓄し
ていないと大変だとその時に初めて感じた。また、
ガソリン不足が深刻だった。行きたい場所はあっ
てもガソリンスタンドが閉まっていて給油できな
いので、何かあった時のために取っておくしかな
かった。
横手市のコミュニティFMラジオは開局してまだ
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で開催された。展示は写真1枚1枚に丁寧な説明
をつけた。秋田県にいる私達が知りうる被災地の
情報はテレビなど、メディアで放送される一部分
だけだ。実際に被災地で起こっている事を記録し
た写真展には、震災が起きてから被災地に行った
方、避難者と関わりのある方なども多く訪れ、中
には泣いてしまう方もいた。写真展は東成瀬村だ
けでなく横手市など村外でも行なわれた。
東成瀬村では半田さんが中心となり、現在に至る
までさまざまな支援に取り組んでいる。きっかけ
は半田さんが代表となって取り組んでいる「低炭
素村づくり」だった。このアドバイザーが宮城県
名取市の方だ。震災発生直後、半田さんはアドバ
イザーの方の安否確認の連絡を取り、混乱の中で
もすぐに名取市へ向かった。その後も東成瀬村の
協力のもと、半田さんは何度も炊き出し支援に訪
れた。その中で地元の方とのつながりができたそ
うだ。このつながりが信頼となって、2011年4
月からは村の宿泊施設で名取市の方々の短期受け
入れを行なっている。長期的な避難はできないが、
短期であれば町を出て気分転換をしたいとの希望
を受けて実現した。東成瀬村がバスを出して皆さ
んを迎えに行き、村全体でおもてなしが行なわれ
た。炊き出しや一時受け入れを繰り返す中で、名
取市と東成瀬村の関係は発展し、名取市で復活し
た朝市を東成瀬村でも開催したり、東成瀬村の特
産物を名取市で販売する、お互いが活きる取り組
みが始まっている。

震災から見えた 
中間支援団体の役割
震災直後、市民活動サポートセンターには、行政
や民間など、いろいろなネットワークから情報が
集まってきた。また、職員1名が被災地の災害ボ
ランティアセンターや避難所を回り、現地の情報
を入手する事ができた。それらの情報をベースに、
支援したい企業や市民からの相談を承り、コー
ディネートを行なった。
しかし、被災地とのマッチングでうまくいかな
かった事例もある。横手市のある地域から、集落
として被災者の受け入れを行ないたいと申し出が
あった。地域の集会所に畳を敷き、滞在できる体
制を整えたという。この情報を現地にいる職員に
伝え、避難所などに届けてもらった。ところが、
現地では車が流され、ガソリンもない。秋田県内
でもガソリンが不足しており、迎えに行く体制が
整わなかった。同時に現地からは「今秋田に避難
してしまうと、地元（被災地）の情報が入らなく
なり、支援が受けられなくなる」と避難をためら
う声も聞こえてきた。被災された方々は、出たく
とも出られない状況があった。中には、人口減に

なくなかった。第三者に震災当時の事やその後の
事を話せる場が求められていた。この交流会は湯
沢市だけではなく、横手市や大仙市などへも広が
り、現在も継続的に開催されている。

「ゆざわフレンズネット」では、震災前から福祉
に関わる多様な機関との顔の見える関係、協働し
やすい環境が整っており、交流会の開催もスムー
ズに行なう事ができた。「やらねばね！横手（地
震・災害支援の会）」も既存のコミュニティがあっ
たからこそ即座に発足し、スピーディーな動きに
つながったのだと思う。非常時だからと急にスペ
シャルバージョンの支援ができるわけではない。
日頃の取り組みやネットワークの延長線上に、非
常時の対応があるのだと痛感した。

「県境なき市民団AKITA」
震災直後、行政と民間との間には情報や支援の
ギャップがあったように感じた。物資は足りてい
ると言う行政に対して、現場の情報収集へ向かっ
たスタッフからは物資が行き届いていない方々が
いると、全く違う情報が入ってきた。また、行政
が行なう物資の支給では、100人いる避難所に対
して物資が99人分しかない場合、それらが支給
されなかったという。柔軟で目の行き届く民間の
支援の必要性を強く感じた。被災地で築いたネッ
トワークから、2011年4月、清掃や泥出しのお
手伝いをするため岩手県大槌町の幼稚園を訪れ
た。その後、市民活動サポートセンターにも「ボ
ランティアに行きたい」と相談が多く寄せられる
ようになった。6月からは秋田県平鹿地域振興局
と協働で「県境なき市民団AKITA」を立ち上げ、
ボランティアを募り、バスを出して被災地に派遣
するプロジェクトを実施した。多くの方が被災地
のために何かをしたいと思っていたようだ。ボラ
ンティアに関する問い合わせや寄附金が爆発的に
増えた。「県境なき市民団AKITA」には約4ヶ月
間で42チーム475人が参加した。

宮城県名取市と 
秋田県東成瀬村の交流
震災直後、若者会議を通じて知り合った半田純さ
ん（株式会社栗駒食彩倶楽部代表取締役社長）と
のご縁で、宮城県名取市を訪れた。私はボランティ
ア・NPO活動情報紙「ハンサン」の編集を担当
しており、被災地で起きている事を秋田の人達に
伝えるため、現地の方からお話を伺った。
この取材をもとに2011年8月、大震災を記録し、
防災についてもう一度見つめ直す事を目的とした
写真展「支え合おう日本～3.11東日本大震災が
教えるもの～」が、名取市の協力のもと東成瀬村

3.11あの時　Stage 2013

80



秋
田
県

組みがあればよいと感じている。
被災地で発生している問題の中には、高齢化が進
む地域で起こっている問題と類似するものがある
と感じている。秋田県は高齢化率が全国1位だ。
ここで暮らすすべての人達が豊かに生きていける
ように、地域の事を考える人、考えて行動する人
を増やし、助け合えるつながりを構築していく必
要があると感じる。それは特に、これからこのま
ちで暮らす私達若手世代に求められている。若手
世代、仕事をしている現役世代がもっと地域に目
を向けるようになれば、この地域はさらに良くな
ると思う。そのために、若手世代が参画できる機
会を増やし、一緒に取り組んでいく事が今の自分
の役割であると考えている。課題は多いが、誰も
が豊かに暮らせる地域にするために、中間支援組
織の一員として励んでいきたい。

つながるため県外への避難を推奨していない行政
もあり、避難者受入の支援でうまく連携できな
かった事例もある。
もし車両を多く所有する企業をコーディネートで
きていれば、集落として受け入れたいと申し出て
くれた、被災地を想う気持ちに応える事ができた
かもしれない。せっかく地域の方々が申し出てく
れたのに、うまくマッチングする事ができなかっ
た事が悔やまれる。震災を経験して改めて実感し
たのは、つながりの力だ。普段から顔の見える関
係の団体とはスピーディーに協力し合う事ができ
たが、そうでない団体と連携する事は難しい。そ
の意味で、当法人では企業とのつながりが弱いと
改めて気づかされた。今後の課題である。
また、私個人が感じたのは、中間支援組織同士が
もっと連携できなかったかという事だ。秋田県内
にいると、被災地で何が起きているのか、情報は
なかなか手に入らない。被災地の支援センターな
どからもっと状況を伺い情報交換をしていれば、
できる支援活動も増えただろうし、取り組みの広
がりももっと大きかったのではないだろうか。こ
れは、県外の団体とのつながりに限った事ではな
い。秋田県には県北地区、県央地区、県南地区の
3か所に県が設置する市民活動サポートセンター
があるが、役割分担として中央地区のセンターが
県外とのつながりを持ち、それを3つのセンター
で情報共有してNPO支援に活かしていく体制が
あった。ところが、最近ではその中間支援組織同
士の情報共有も十分にできていなかったと感じて
いる。今後は、自分達で情報を取りに行き、県外
の団体とのつながりも作っていくべきだと感じ
た。震災後はつながり作りのために、他県で行な
われる中間支援組織の集まりに積極的に顔を出す
ようにしている。

大震災を振り返って
秋田県南地区では行政とNPOによる「避難者支
援連絡協議会」が立ち上がり、平成25年度から
新たな支援活動をスタートした。仙北地域、雄勝
地域では避難者交流会が実施されているほか、平
鹿地域では避難生活を送る子ども達の学習支援を
行なっている。避難してきた子どもの中には、地
元と秋田の学習内容の差に驚き、授業中に泣いて
しまう子どももいるという。彼らをケアするため
に、行政とNPO、学習塾が連携して無償で学習
支援を実施している。秋田県としての支援も続い
ている一方で、震災直後に比べて地元に帰る避難
者は多い。母子避難で父親が地元に残る事が多く、
財政的に二重生活が厳しくなり、帰らざるを得な
い状況もある。私達にはどうする事もできず、見
送るしかない。難しいのだろうが、支援できる仕

被災地支援ボランティア

「県境なき市民団AKITA」の取り組み

名取市と東成瀬村の交流イベント
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3月11日　14時46分
山形市の商店街でバイオディーゼル燃料を製造す
る仕事をしていた。コンビニで油を回収している
時に揺れたので、びっくりして思わず声をあげた。
経験上、地震はすぐに収まるものだと思っていた
が、揺れが長く続いたのでだんだん不安になって
いった。
職場に戻ると停電していて、立体駐車場の蛍光灯
は消え、ゲートも一切作動しなかった。困ってい
ると管理員の方が手動でゲートを開けてくれた。
同僚達と今日の勤務をどうするか話し合った結
果、停電でインターネットにつながらず仕事にな
らないため帰る事にした。この時点ではまだ地震
についての詳しい被害状況を把握しておらず、停
電が起こったくらいにしか思っていなかった。し
かし、停電は3日ほど続き、オール電化住宅の人
はトイレのふたも開かずに大変だったようだ。自
宅の水道は無事で、ガスもプロパンガスだったの
で使う事ができた。明かりはろうそくを利用し、
薪ストーブで暖を取った。
携帯電話でワンセグを見る事ができたので、その
日のうちに津波の被害が甚大だと分かっていた。
仙台市の荒浜で数百の死体があるようだという情
報を聞いた時はびっくりした。もしかして現場が
混乱していて、表現を間違っただけなのではない
だろうかと思った。少し怖いと感じたが、なるべ
く考えないようにした。停電している間は車で携
帯電話を充電しながら、ワンセグを見て情報を得
ていた。
3月12日、福島第一原子力発電所事故の事を知っ
て緊迫した空気に包まれた。もしもの事が起きた
時はどうするか、すぐに夫婦でシミュレーション
を行なった。

「毎週末山形」のネーミング
原発事故の後、福島の友人に、うちへ避難しに来
てはどうかと連絡をした。3月19日くらいから
友人達が避難するためにやって来て、一番多い時

で20人ほどが我が家に滞在していた。3月14日
から20日まで会社を休み、原発問題について調
べた。インターネット上にはたくさんの情報が溢
れ、どれが正しい情報なのかを、東京の友人と相
談しながら情報を集めていった。結果的に、即時
に壊滅的な事態にはならなかった。予断が許され
る状態ではなかったが、大爆発とはならず、風向
きも大部分が海に向かっていた。もっともっと最
悪の事態もあり得ると感じていたので、不幸中の
幸いとも感じている。やがて僕の家に避難してい
た知人達は、山形にアパートを借りる、親戚や知
人を頼って九州に避難するなど、それぞれ身の振
り方を決めた。
うちには誰もいなくなったが、福島周辺の詳しい
情報だけが残った。今後は福島の人々が山形に避
難しに来るだろうと思った。小さな子どもほど放
射能の影響が心配だ。幼い子どもを持つ親を中心
とした避難の動きがあると考え、4月にはサポー
トができるよう体制を整え始めた。「避難」は難
しい家庭でも、福島を少しでも離れたいと考える
親子が毎週末山形に来る事は難しくないだろう。
週末に山形へ遊びに来てもらうような滞在をイ
メージした。公的な無償の借り上げ住宅がない頃
だったので、農家の方に協力をお願いしてコツコ
ツとステイ先を増やし、ショートステイやホーム
ステイを斡旋する市民活動をしようと考えた。
自宅に避難してきていた福島の友人が、「職場の
放射線量が高いので仕事を辞めたい。」と電話で

取材日

福島から避難した母子に寄り添う息の長い支援を
佐藤 洋 NPO りとる福島避難者支援ネットワーク

NPOりとる福島避難者支援ネットワーク代表。福島県から山形県に避難してきた人同士が一緒に助け合いながら前
に進んでいくためのメーリングリスト「りとる福島」をベースに誕生した自主避難者による団体。山形県米沢市では、
NPO法人おいたまサロンとの協働により、福島県から避難している方々のフリースペース「ふわっと」を開設し、避
難者に寄り添った支援を続けている。

NPO
米沢市 2013.12.20　
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上司に切り出す事に苦悩していたのを思い出す。
これまでに例がなかったため、口に出す事はとて
もためらわれたようだ。上司だってそこで働き続
ける事が悩ましいかもしれない。最終的には上司
に理解されたそうだが、この現実を見ていて放射
能の話はデリケートであり、考えながら話さなけ
ればならないのだと思った。放射能は目に見えな
い。そして、怖がる事も安心する事もすべて本人
の判断にゆだねられる。だからもしかしたら、放
射能について話しづらい、避難しに来づらいと感
じている人がいるかもしれないと考えた。山形に
避難先を作るにしても、「避難」という言葉をタ
イトルにつけての周知では来づらい人もいるかも
しれない。「毎週末山形」というネーミングは、
悩んだ末に落ち着いた名前だった。

避難者のネットワークを形成
震災直後はガソリンスタンドでの給油や物資の確
保など、緊急時の生活で精一杯だった。放射能の
問題に対応するには、頭の切り替えに時間がか
かった部分もあっただろう。米沢市には5月、南
相馬市の警戒区域の人も自主避難の方も入れる唯
一の避難住宅が早くも存在していた。定員は250
名ほどで、あっという間に埋まってしまった。こ
の避難住宅に入れた避難者は、情報に鋭く、早い
段階で気づいて滑りこんだ人だ。ほとんどの人が
この情報を知らぬ間に、避難住宅は定員に達して
しまった。東北の気質であろうか、あまり故郷を
離れたくない気持ちの強い人が多い。山形は、子
どもを守りながらも何かあった時にはすぐに故郷
へ帰れる、福島からとても身近な場所である。
翌6月、山形県が福島県の全住民に対する無償借
り上げ住宅の提供を発表した。6月16日から入
居が始まると、堰を切ったように避難者がなだれ
込み、賃貸住宅などはあっという間にいっぱいに
なってしまった。溢れた人は親子で1Kの部屋を
借りるなど、大変な状況に追いやられている問題
も浮上していた。県庁所在地である山形市でも借
り上げを行なったが、5千人ほどの希望者があり、
すぐに打ち止めになってしまった。2012年2月
には、避難者数が約1万3千人になった。
震災当初の山形では、福島に関する活動をしてい
る方が少なかった。宮城に近い事もあり、大津波
の被害が連日報道されていた事から、沿岸部の瓦
礫撤去のボランティアに向かう方がほとんどだっ
た。福島に縁があり、事情を知ってしまったのだ
から、福島の事は僕がサポートしなければ、とい
う意識が自分の中にあった。毎週末山形で進めて
いたホームステイ先のリサーチは、無償借り上げ
住宅ができてからは終わりにして、最終的に山形
での保養を助ける支援内容とした。そして避難し

ている皆さんがバラバラにならないよう、避難者
のネットワークを作ろうと考えた。6月頃、出会っ
た避難者の1人からメーリングリストを作っても
らえないかと相談を受けた。そうして作ったのが

「りとる福島」というメーリングリストだ。最初
の登録人数は7人だけだったが、どんどん増えて
現在は400人ほどが登録している。登録者数を増
やす事にこだわりはなかったが、自然と口コミで
増えていった。
メーリングリストではさまざまな情報が行き交っ
ていた。思い切って避難してきたものの、本当に
これでよかったのかと悩む方が多かった。あまり
にも未知の世界である原発事故を、自分が人生で
体験するとは誰もが思っていなかった事や、自分
が今、マイノリティーになっている現実などを共
有し合っていた。直感的に危険と判断して避難し
た人もいれば、よくよく調べてから避難の判断を
した人もいる。そして誰もがこれでよかったのだ
ろうかと葛藤を抱えていた。いろいろな認識の人
がいると思う。国の制度で何とかなると思ってい
る人もいれば、そうではないと思っている人もい
て、実際のところ多くの事態に収拾がついていな
い。被災者の高速料金の無料化など、部分的な援
助はあるが、避難者が本当に求めている事はいま
だに解決されていない。避難してよかったとお墨
付きをもらう事はできず、むしろ周囲からメンタ
ル的におかしな人と誤解されてしまう可能性もあ
る。不安だけが募り、塞ぎがちになる気持ちを明
るい気持ちへと向かわせるきっかけが欲しいと考
え、みんなで寄り添い話し合う会を催したところ、
60人程が集まった。想いを共有してみると、原
発事故で急な判断を求められる中で「距離を取る」
という選択をした事は「間違いではなかった。」、「よ
くやった。」と、参加者同士が互いを励まし合い、
いつの間にか人のネットワークができていった。

おいたまサロンとの出会い
米沢市に避難した母子のために、一時託児や交流
ができる施設「ふわっと」の開設をコーディネー
トした。震災前から障がい者や高齢者を対象にし
たふれあいサロンを運営しているNPO法人おい
たまサロンが、事務所の2階を避難者向けサロン
にリフォームする事を決断してくれた。それまで、
2階は廃材が積まれた物置の状態だった。
おいたまサロンと出会うきっかけとなったのは、
避難者の除雪について相談した事だった。米沢は
雪の多い地域だが、福島の沿岸は暖かく雪があま
り降らないため除雪の経験がない。そこで除雪ボ
ランティアのプロを探していたところ、おいたま
サロンの代表を紹介された。ボランティアで独居
老人宅の除雪を組織的に取り組んでいるという。
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避難者宅の除雪の相談に乗ってくれた後、「今後
はサロンを避難者のためにもっと使おう、一緒に
支えようじゃないか」と提案してくださった。
それまでりとる福島の企画は山形市で行なってい
たが、メーリグリストは山形県全域に拡大してお
り、中でも山形市と米沢市にいる避難者の登録が
多かった。米沢市の方々の登録は多いが、なかな
か交流ができていなかったのでちょうど良い機会
だと思い、2011年の冬においたまサロンの1階
で避難者の親睦会を開催させてもらった。
その後、おいたまサロンの2階を改装して常設の
サロンを設置するために、福島県の地域づくり総
合支援事業に応募し補助対象事業として選ばれ
た。申請はおいたまサロンが行なった。りとる福
島は小さな任意団体だが、おいたまサロンが一緒
にいてくれる事で、米沢では手厚い支援体制が形
成できていると思う。最初の助成金では2階の半
分を改装して、避難者のフリースペースを確保す
る事ができた。現在はもう半分の改装も済んだと
ころで、子ども達が元気に走り回っている。サロ
ン運営は避難者のお母さん達が行なっており、通
常の運営以外で過剰な援助は受けないようにしつ
つ、当事者が話し合いながらゆっくりと活動のア
イデアを出し合っている。山形市でフリースペー
スを作る事ができなかったが、米沢市では居場所
作りに参加できた。山形市はいろいろな団体が活
動しているから、結果的に米沢市で活動してよ
かったと感じている。

現在抱えている課題
どうにもならない事だが、福島へ戻る方とまだ戻
らない方がいる。それについて、団体の中でそれ
らに特定の方向性を示すようなコメントはしな
い。どちらにも事情があるし、それぞれに葛藤が
あると思う。さまざまな考えで自分の立ち位置を
決めた彼らにどう寄り添っていくかは悩ましい課
題だ。ふわっとの利用者は増え、サロンの中での
盛り上がりは感じるけれど、日に日に世間の関心
が薄くなってきている事も感じている。フリース
ペース開設から1年が経過し、来年も継続するだ
ろうけれど、もう少し息の長い、中長期的視点で
考えた寄り添いの仕組みが必要なのだと感じてい
る。山形に住む事を決めた方も一定の割合存在す
るので、継続的な支援は必要だと感じる。一方で
我々のような小さな団体は、公的な機関の理解が
なければすぐに限界がきてしまうだろう。支援ス
タッフを派遣してもらう必要はない。今後、避難
者サロンを避難者自らが運営する事はできる。し
かし、インフラまで自分の家計から出すには無理
がある。例えば、「ふわっと」では集まった皆で
料理をして、一緒にランチを食べながら交流を深

めている。現在は県から助成金をいただき、1日
約2000円の予算で20人以上の副菜を用意する
他、愛知県日進市の団体からお米を支援していた
だき、そのお米を毎日炊いている。活動を継続し
ていくためには、その他にもインフラを維持する
ための支援が必要だ。

震災を振り返って
震災をバネにして人生を変えられる人もいる。そ
れはとてもすごい事だ。私はそこまで立派な人で
はなく、震災をバネにするような下地は、自分に
はないと思えた。ただ、震災を機に大きな決断を
した皆さんと関わる事で、自分も変わりたい、と
無意識に思ったかもしれない。震災後に原発につ
いて必死で情報を集めた自分の経験は、避難者の
方々をサポートする取り組みには、活きた。
子どものために自主避難をした皆さんは、ものす
ごい決断力と行動力のある方々だと思う。いろい
ろな思いが頭を駆け巡る中、彼らは車を走らせて
山形にやってきた。しかしながら、その決断を自
分で褒める機会を奪われたまま、時間だけが過ぎ
去っている。僕は彼らの決断は間違っていなかっ
たと思っている。起こった出来事に対する高い柔
軟性と、素早い対応力、そして何より、必要だと
思った事を実行に移す決断力を見せてくれた自主
避難者の方々は、僕にとってはヒーローであり、
尊敬すべき存在である。なるべく彼らに寄り添い
ながら、震災後の東北を一緒に生きていきたいと
思っている。

撮影：2012.9.21　おいたまサロン「ふわっと」ランチで交流会
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3月11日　14時46分
東京電力のグループ会社である尾瀬林業株式会社

（現：東京パワーテクノロジー株式会社）の代表
取締役常務として仕事の打ち合わせを終え、外で
関係者をお見送りしている時に大きな揺れが起き
た。ビルの目の前にはモノレールが通っている。
3階ほどの高さにあるモノレールの車体が、安全
のための柵を超えて転げ落ちてくるのではないか
と思うほどに大きく揺れた。街中が悲鳴の渦だっ
た。
揺れが収まってから職場のある5階に戻った。尾
瀬林業は、福島県・新潟県・群馬県の3県にまた
がる尾瀬地区の観光という利用面と環境を守る面
を両立させる仕事をしている。当時、尾瀬は山開
き前だったため登山などをしているお客様はおら
ず、安全確認の必要性はなかった。そのため、す
ぐに従業員と従業員の家族の安否確認を行なっ
た。従業員の安否確認は容易ではなかった。携帯
電話がつながらず、通信手段がなかったためだ。
南相馬に1人で住む自分の母親の事も気になっ
ていたが、電話はつながらなかった。12日の朝、
従業員の安否確認が完了した。安心し、ふと思い
立って母親に電話したところ奇跡的につながっ
た。従業員と母親の安否確認ができ、大変な中で
はあったが、よかったと安堵する思いだった。

南相馬へ物資支援
2011年6月まで東京電力の新規事業部の担当役
員をしており、原子力発電の安全性を信じていた。
だが、大震災後の水素爆発、放射性物質の飛散に
よって原子力発電所のある福島県双葉郡や南相馬
市から多くの方が避難しなくてはならなかった。
役員だったのだから、この事故には私にも責任が
ある。一方で、私自身も南相馬の出身者だ。従業
員の安否確認が終わった瞬間から東京電力の元役
員として、そして南相馬の出身者として何ができ
るかを考え始めた。
南相馬の放射線量は現在も当時も低いのだが、風

評被害が激しかった。例えば、タンクローリーは
郡山まで運転してくれるが、南相馬までは入って
くれない。大震災の被害に加えて風評被害が激し
かった事で物流は途絶えた。物資が足りない危機
的な現実が、間違いなく目の前にあった。
そうした状況を知って、多くの企業から支援物
資を頂戴し、東京から南相馬まで物資を運んだ。
初めて南相馬に入ったのは2011年3月19日だっ
た。東京から南相馬まで往復約800km。縁があっ
て借りる事ができた2tトラックで、週末を利用
して計6回に渡って支援物資を運んだ。毎週のよ
うに物資を運んでいたため、ガソリンスタンドや
コンビニエンスストア、スーパーマーケットが再
開したなど、現地の様子が把握できた。物流が回
復すれば物資支援の役割は終わる。トラックを運
転しながら、復興のための継続的な支援の仕組み
を新たに作る事が不可欠だと思うようになった。

子ども達のための体験の場作り
物資支援活動のさなか、懇意になった菓子店「栄
泉堂」の女将さんが常々「地元の子ども達のため
に何かしてほしい」と仰っていた。その言葉を聞
いてから、東京と南相馬を往復するトラックの中
で、子ども達のためになる支援の仕組み作りを考
えるようになっていた。被災した子ども達の中に
は、全国からの支援に対する感謝の気持ち、自分

取材日

自分で考え行動するための
「生きる力」を学んでほしい

半谷 栄寿 一般社団法人福島復興ソーラー・アグリ体験交流の会

元東京電力執行役員。福島県南相馬市出身。加害者と被害者の両側に立つ者として震災直後から南相馬市に支援物資を
運ぶ活動を行なっていた。その後は復興のための継続的な仕組みが必要だと考え、一般社団法人福島復興ソーラー・ア
グリ体験交流の会を設立。仕事体験を通じて「生きる力」を学ぶ施設「南相馬ソーラー・アグリパーク」を運営する。

一般社団法人
南相馬市 2013.07.25
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も人のために働きたいという気持ちが生まれてい
る。この貴重な気持ちを「自ら考えて行動する力」
に発展させる事ができれば、子ども達の人生はよ
り充実したものになるのではないかと考えた。さ
らに、原発事故によって岩手や宮城よりも福島の
復興は長期化するため、今の子ども達の中から復
興を担う人材が現れてほしいと考えた。
子ども達への成長へのプロセスには何が必要かを
考えた時、「キッザニア※1」を思い浮かべた。震
災前から、私が運営するNPOがキッザニアで林
業体験ができるパビリオンを出展している。その
際、子ども達が多くの仕事を体験する事によって
達成感や責任感を覚え、高いモチベーションを持
つ事を感じていた。継続的な支援の仕組み、菓子
店の女将さんから託された想い、そして縁のあっ
たキッザニアの事を思い浮かべ、仕事体験を通じ
て子ども達の成長を支援する仕組みが良いと考え
た。原発事故を踏まえ、誰もが賛同する自然エネ
ルギーの仕事体験ができる新しい仕組みを作る構
想が、2011年5～6月頃には固まった。そうし
た構想をキッザニアの住谷社長に相談したとこ
ろ、その場で全面的な協力を約束していただけた。

※1　子どもの職業・社会体験施設。子ども達が好きな
仕事にチャレンジできる、子どもが主役の街。楽し
みながら社会の仕組みを学ぶ事ができ、リアルな社
会体験を通して子ども達の未来を生き抜く力を育て
る事ができる。

官民一体で推進するプロジェクト
構想を現実のものにするために、まずは小さくて
も会社を立ち上げなければならなかった。そこで、
2011年9月に私が代表取締役となって、太陽光
発電所の建設・運営を行なう「福島復興ソーラー
株式会社」を設立した。南相馬市は再生可能エネ
ルギー推進ビジョンを掲げているため、自然エネ
ルギーの仕事体験ができる新しい仕組みを作る構
想に賛同し、協働で「南相馬ソーラー・アグリ
パーク推進事業」を進める事になった。用地確保
や開発許可など行政に求められる業務は、市に主
体となって進めてもらう事ができた。市と協働す
る中で地元住民の農業復興に寄せる想いが浮かび
上がってきた。その想いを反映するとともに、発
電した電気を活用する施設として、市が復興庁の
補助金でパーク内に植物工場を建設する事になっ
た。太陽光発電所の建設構想も、株式会社東芝か
らの出資と農林水産省からの補助金が決定し、現
実のものにする準備は整った。
2012年12月21日、南相馬市と共に「南相馬ソー
ラー・アグリパーク」の建設着工を発表した。津
波被災地の約2.4haを活用し、太陽光発電と植物

工場による地域再生の先駆けになるとともに、子
ども達の自然エネルギーや新しい農業についての
体験学習と全国の人々との交流を行なう復興拠点
となる事を目指しており、教育委員会や学校と連
携する、まさに官民一体となった復興事業だ。
2013年3月11日、南相馬ソーラー・アグリパー
クが完成した。どうしてもこの日に間に合わせた
かった。植物工場では地元の農業法人が野菜を栽
培し、収穫した野菜はヨークベニマルの店舗で販
売している。風評被害に負けない、安心安全な新
しいブランドを作って定着させたい。2013年5
月9日には、太陽光発電と植物工場の仕事体験を
通じて子ども達の成長を支援する「グリーンアカ
デミー」を開講した。市と協力し、教育委員会や
学校の賛同を得て、すでに32回、延べ880人以
上の生徒が体験学習に訪れた（2014年2月末現
在）。生徒や先生からは、非常に楽しくためになっ
たと好評をいただいている。
体験学習は、「福島復興ソーラー・アグリ体験交
流の会」が運営する。複数の企業・団体に支援を
求め、協働スポンサー体制を構築している。体験
装置や運営プログラムはキッザニアと協働で制作
した。

継続的な人材育成に貢献するために
今後の課題は、子ども達の成長を継続的に支援し
ていくため、この社団法人が存続できる仕組みの
構築だ。太陽光発電所は国の固定価格買取制度を
活用し、植物工場は野菜をヨークベニマルに卸す
事で、自立して継続できる仕組みになっている。
しかし、これらは別組織である。体験学習を継続
するためには、社団法人として独自に継続できる
仕組みを確立しなければならない。現在は個人、
企業、団体の寄付によって成り立っている。しか

撮影：2013.5.9
太陽光発電と植物工場の仕事体験ができる「グリーンアカデミー」
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による子ども達の成長支援だ。南相馬市、団体や
企業、パネルオーナーの個人の皆さん、パークに
花を植えてくれた地域の皆さんなどのご協力を得
ながら、スタッフと共に福島の復興を担う人材の
育成に邁進していこうと思う。原子力発電所の災
害は償いきれない責任だけれども、復興に向かっ
て少しでも前進する事によってその責任を果たし
ていきたい。

し、今後も活動を継続し続けていくためには寄付
だけに頼らず、事業活動を行なっていく必要があ
る。
絶対に大切な事は、事業内容が本来の目的である

「子ども達のためになる」ものである事だ。だか
ら、「子ども達のためになる」コンテンツや体験
プログラムを徹底的に研究し、充実させていく必
要があると考える。そして、設備やコンテンツな
どを作るハード面だけではなく、スタッフのレベ
ルアップも欠かせない。これを踏まえ、今後は太
陽光発電だけでなく、2014年2月末までに風力、
水力発電などを完成させ、自然エネルギーについ
ての仕事体験の装置やプログラムを充実させる。
また、子ども達と一緒に体験学習を行ない、「自
ら考えて行動する力」を育むためには、「自ら発
表する力」も重要だという考えに至った。それを
実現するために、2014年5月からは体験や学び
に意欲的な子ども達のために、発表する力を育む
ための週末オープンスクールを継続して開催して
いく予定だ。環境ジャーナリストの枝廣淳子さん
などの識者の方や、東北大学、いわき明星大学、
三菱商事エネルギー部門、東芝未来科学館など、
産学民と連携したパートナーシップで運営をす
る。成長した子ども達がスクールの運営役として
参画し、後輩の育成に携わる事で社会経験を積み、
復興を担い得る人材として成長する事を期待して
いる。
その上で、さまざまな方法を取り入れて、寄付以
外の受益者負担の仕組みを作っていきたい。受益
者負担があるならば、寄付は続いていくと考えて
いる。個人も企業、団体も、復興に役立っている
ところに寄付したいと考えるのだから、当事者の
私が「復興に役立っている」と言うよりも、受益
者負担の存在そのものの方が説得力がある。
目的はソーシャルだが、仕組みはビジネスでなけ
れば継続できない。長い時間のかかる復興となる
事は誰の目にも明らかだ。活動が継続できる仕組
みを作る事が、私がこれから責任を持って取り組
む事の中で一番大きな仕事だ。

原点は子ども達の成長支援
地震と津波に加えて、福島県には原子力の災害が
ある。私は2010年まで東京電力の役員の端くれ
だった。だから、原子力発電所の事故による災害
に対する責任は免れない。そうした意味で加害者
側だ。一方で生まれは南相馬で、実家もある。母
親は1人暮らしだったが南相馬で隣近所の皆さん
や親戚と元気に暮らしていた。そうした意味では
被害者側の立場にもあると言える。大震災以降、
加害者側と被害者側の狭間の中でいかに復興に取
り組んでいくのかを考え続ける原点は、体験学習

撮影：2013.6.17
太陽光パネルの方角と角度を動かして発電研究体験

撮影：2013.11.27　太陽光発電で使った植物工場の野菜で食育
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3月11日　14時46分
当時はイベント制作会社に勤務しており、イベン
トの買い出しをするためにスーパーマーケットに
いた。お昼過ぎだったため、あまりお客さんは
いなかった。近くには70歳くらいのおばあさん、
ウィンナーを焼いている店員、そして5歳くらい
の子ども2人が手をつないでいた。携帯電話の緊
急地震速報が鳴り、地震が発生する事が分かった
けれど、揺れは想像よりとても大きかった。とり
あえず子ども達を抱えて座らせた。揺れはすぐに
収まるだろうと思い、子ども達に「大丈夫だから」
と声をかけた。しかし揺れは収まらず、天井や蛍
光灯、棚にある商品が落ちてきた。ここで死ぬか
もしれないと思った。一緒にいる子ども達の事も
不安に思った。
入口から最も遠い場所にいたため、避難もできず
に取り残されていたようだ。お店の男性店員が駆
けつけてくれて、外への避難を促されたけれど、
子ども達は怖くて立ち上がる事ができなかった。
男性店員が1人、私が1人、それぞれ子どもを抱
えて従業員用のバックヤードへ行くと、裏口が地
震の影響で開かなくなっていた。女性店員が蹴
破って入って来てくれたので、無事に外に出る事
ができた。
外は真っ暗で、吹雪いていた。このまま日本が沈
んでしまうのではないかと思う程の恐怖を覚え
た。駐車場まで行くと、買い物客やパート職員が
たくさんいた。地震の揺れが少し収まると皆帰っ
ていった。私はイベントの買い出しの途中だった
事を思い出し、店内に商品を取りに行こうとした
が、入れてはもらえなかった。仕方がないのでそ
のまま会社に戻ろうとしたが、近くに住む祖母が
心配になり駆けつけた。家に着くと祖母は外に出
ていて無事だった。家も被害はほとんどなかった
が、落ち着くまでしばらく祖母のそばにいた。そ
の後、親戚が祖母の家に来たので祖母の事は任せ
る事にした。今度は自宅が心配になり一旦帰る事
にした。自宅は揺れの大きかった郡山市大槻町に
ある。建物自体は無事だったが家の中が悲惨な

状態になっていた。ピアノは約1m、食器棚も約
50cm移動していた。食器棚は中の物はすべて床
に飛び出していた。本だけが置いてある部屋では
アルミ製の本棚が曲がり、本の雪崩が起きていた。
この部屋の様子を見た時は、思わずすぐに扉を閉
めた。当時、母と2人暮らしをしていたが、母は
出張中だった。この状況を1人でなんとかしなけ
ればならないと思うと不安になった。
とりあえず会社に戻った。会社はコピー機が壁に
突き刺さり、スチール棚が倒れてガラスが割れ、
ファイルとガラスで散らかっていた。次の日はイ
ベントの開催日で、イベント開催の有無を確認し
たかったが、クライアントと電話がつながらない。
社長と話し合った結果、イベントを開催するにし
てもアルバイトスタッフの人員の確保ができない
ため開催を断る事に決めた。スタッフ全員の安否
確認をしつつ、次の日は休みだと連絡を入れ、そ
の日は帰る事になった。
自宅は停電していて自分1人しかいない。祖母の
事も心配だったので、祖母の家で一晩過ごした。
祖母の家は電気もガスも水道も被害がなく、野菜
を作っていて、お米も味噌も蓄えがあったので食
料にも困らなかった。しかし、隣の地区は私の自
宅も含めて停電していたので、住民はコミュニ
ティセンターに避難していた。

取材日

福島の「今」を発信して、「自分の暮らし」について
考えられる社会を作りたい
日塔 マキ 女子の暮らしの研究所（株式会社 GIRLSLIFELABO）

福島県郡山市出身。東日本大震災後、放射能の影響を危惧し自主的に県外に避難した。避難中、福島で起きている事が
きちんと伝わっていないと感じ、福島の声を発信するため「女子の暮らしの研究所」を設立。ラジオ放送やイベントカフェ
の開催、会津木綿を使用したピアスの販売など「福島の今」を伝える活動をしている。

企業
郡山市 2013.08.01
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後に再び支店長からお電話をいただいた。私が「イ
ベントも中止している、放射能も怖いし、どうし
たらよいのか分からない」と話すと、「浜松なら
今のところ安全だし、水も出るし電気もある。1ヶ
月くらい出向してこないか」と誘ってくださっ
た。それでもう一度福島を出る事を決め、4月中
旬から6月中旬まで浜松でその会社のお手伝いを
した。
外から見た福島は異常な状態だった。私が放射能
を怖いと思っている事は、普通の事だ。だけれど
も、福島県内では「怖い」と言う事さえもはばか
られる。「怖いと言う人は逃げればいい、放射能
があっても頑張ると言う人だけ残ればいい」とい
う風潮があった。しかし、怖い事には変わりない。
放射能から子どもを守れ、妊婦を守れという声は
たくさん上がっていた。行政や民間も含めて多く
のサポートがあったが、そこに支援が集中する事
に違和感を覚えた。私には子どもはいないが、こ
れから子どもを産みたいと思っている。これから
子どもを産む世代の女性達は守られなくてもよい
のだろうか。友人と話をしてみると同じ事を感じ
ていたけれど、私達は仕事をしているため、今の
生活を投げ出して避難する事はとても難しい。当
時は国が安全だと言っていた事もあり、そもそも
放射能や原発の話に触れる事がなんとなくタブー
になってしまっていた。
2011年12月に東京の制作会社に転職した。福島
の復興を支援する案件がたくさんあった。仕事を
するうちに、本当に必要なところに手が届いてい
ない気がした。例えば、被災地の子どもに対する
支援が必要なのに、なぜか東京で笑顔を届けるプ
ロジェクト企画がある。今起きている事や福島に
ある複雑な思いが伝わっていないと感じた。同時
に、すっかり東日本大震災を忘れたように営まれ
ている東京の生活に対して怒りを感じていた。彼
らの生活を支えるために福島の原子力発電所があ
り、今大変な事になっているはずなのに、なぜこ
んなに人ごとなのだろうと思うと、とても悲し
かった。結局その会社を2ヶ月で退職し、きちん
と福島の声を発信していく事業に取り組もうと決
めた。

女子の暮らしの研究所設立
2012年12月、原子力発電所の事故を受け、1人
ひとりが「自分の暮らし」について考え、行動で
きる社会を作るため「女子の暮らしの研究所」を
設立した。株式会社にしたのはこの会社だけで運
営できるようにしたかったからだ。さらに決定権
が自分にあるため、やろうと思ったらすぐにでき
る。個人事業主でもよかったが、契約する際に法
人格が必要なので株式会社にした。

福島第一原子力発電所3号機爆発
2013年3月14日、福島第一原子力発電所3号機
で水素爆発が起きた。彼から連絡があり爆発を
知った。彼が祖母の家まで迎えに来てくれ、自主
避難するかどうか相談した。祖母や叔母、皆で一
緒に避難したかったが、福島に残ると断られた。
出張の帰りに被災し、姉のいる神奈川に避難して
いた母は、祖母や家、会社の事を心配して福島に
帰りたがっていた。夜に避難区域が発表されるた
め、それを聞いてから母を連れて福島に戻るか避
難するかを考える事にした。14日の夜、彼の車
に乗って南へ向かった。夜のラジオで直ちに健康
に被害はないとの発表を聞き、とりあえず母を迎
えに行く事にした。その頃、神奈川から埼玉まで
の電車が数本だけ運行していた。運良く母もその
電車に乗る事ができ、15日の朝に埼玉で母と合
流し福島へ向かった。原子力発電所爆発の情報は
とても早く広まったようで、車で移動している最
中、4号線沿いには「福島ナンバーお断り」のお
店を見かけた。ガソリンの入手が難しく、コンビ
ニエンスストアも食料がほとんど無かった。福島
に戻ったのは15日の夜の事だ。
帰ってきてから放射線量の発表を見るようになっ
た。みるみる放射線量が高くなっていき、危機感
を覚えた。会社の片づけをしなければならないが、
外に出たくない。マスクをして、ベンチコートの
ような上着を着て会社に通った。人が通れるくら
い会社を片づけた頃、予定されているすべてのイ
ベントを中止し、3月末まで自宅待機が決まった。
当時、ラジオの情報番組のパーソナリティーもし
ていた。木曜日の担当で、次は3月17日に放送
しなければならない。ラジオでは緊急放送を流し
ていて、24時間体制だった。せめて自分の担当
の時間だけは放送しなければならないと思った。
しかし、1度県外へ逃げているため負い目も感じ
ていた。放送1時間前にスタジオに入ると、ラジ
オ局のスタッフに「今まで何していたの」と聞か
れた。震災後から24時間体制で放送している人
達を前にして申し訳なく思い、すぐに謝った。そ
して、自分の時間だけ放送をして帰った。そのラ
ジオ局ではお子さんのいるパーソナリティーが多
く、避難していて局に来られない方が多いと聞い
た。残って放送をしてくれた皆に感謝している。

福島の今を聞いて欲しい
以前より、全国規模で事業を展開している会社に
転職しないかと誘われていた。震災前の3月頭に
浜松の支店長にお声がけいただき、1ヶ月や2ヶ
月でもいいから手伝いに来ないかと誘われてい
た。3月は忙しいからとお断りしていたが、震災
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撮影：2013.3.10　ふくいろピアス出展販売

も、今福島で暮らす女の子が何を考えているのか
を聞いて欲しいし、知って欲しい。そこで、福島
の話をするきっかけにするために、物に想いを乗
せて発信する事を考えた。可愛いものを身につけ
ていれば「それ可愛いね」「これ福島のなんだよ」
と会話が生まれる。私がいない場所でも、そんな
風に福島の話が始まって欲しい。
時々でいいから福島の事を思い出して欲しい。そ
して、今もなお災害や放射能の被害が続いている
事を気にかけてくれればと思う。ふくいろピアス
はこれまでに約2000個を販売した（2013年8月
1日現在）。買ってくださった方は、福島の事を
応援したい、原子力発電に対してきちんと考えて
いきたいと思っている方が多い。福島の事を話し
出すきっかけになってよいとも言われた。県内に
は会津木綿以外にも素晴らしいものがたくさんあ
るので、福島の自慢できる資源や素材を見つめ直
して、自分達のアイデンティティとして確立しつ
つ、福島の事を伝えるきっかけづくりをしていき
たい。

※1サイマルラジオ…コミュニティ放送局が自ら作成
した番組を放送と同時にストリーミング配信するこ
ラジオ。

※2クラウドファンディング…インターネットを通じ
てアイデアに共感した不特定多数の人々から資金を
収集する手法。

発信の難しさ
「女の子も不安なんです」と声を出し始めた時、「将
来、障がいのある子を産んでしまうかもしれない
と思うと不安なんです」と言っていた。それは今、
障がいを持ちながら生きている人達に対してとて
も失礼な事だ。しかし、当時はその一言で彼らを
傷つけている事を想像できていなかった。自分の

設立当時から行なっている事業で「女子の暮らし
の研究所 LABOLABO ラジオ」というラジオ番
組がある。以前、私が郡山のコミュニティラジオ
で放送していた枠をいただいて、継続して行なっ
ている。若い女の子達が、放射能や原発を含む社
会問題や政治など、多くの若者が無関心になって
いる事をテーマに放送している。「どうしたら皆
で考えていく社会が作れるか」を大きなテーマと
して、いろいろな人が考え始めるきっかけになる
ような番組にしたいと思っている。若い女の子達
が選挙などについて話しているので、リスナーか
らは面白いと好評だ。コミュニティ放送ではある
ものの、サイマルラジオ※1やUSTREAMでも同
時配信をしており、全国でも聞けるようになって
いる。そのおかげもあり、各地から応援メッセー
ジをいただいている。
他にはイベントカフェを開催した。放射能だけで
なく添加物や農薬も気をつけていきたいものだと
伝えるために、それらを排除した安心安全な食べ
物を提供するカフェを企画した。開催時期が2月
だったため、知人が児童労働とフェアトレードを
テーマに作った「バレンタイン一揆」という映画
の上映会とセットにした。世界の児童労働につい
て考え、今の福島の子ども達の置かれている状況
を考え、自分のこれからを考えるイベントだ。児
童労働やフェアトレードは自分にとって遠い世界
の事だと考えている参加者が多かった。何気なく
買ってしまっているチョコレートは、地球の裏側
で子ども達が泣きながら採ったカカオかもしれな
い。今福島で、母子で自主避難しているためお父
さんに会えないと泣いている子ども達がいる一方
で、地球の裏側では売られてしまって、一生親に
会えず、こき使われて、教育の場も与えられず自
分で選択して生きていく事ができない子ども達が
いる。「はじめてそんな事を知りました」と泣い
てしまう女の子もいたが、このイベントを開催し
てとても良かったと感じている。今まで考えてこ
なかった問題に思いを馳せる事によって、自分の
これからの生活を考えるきっかけにしてもらいた
い。買い物は一番の意思表示だと思う。少し高く
ても、本来の値段をきちんと知っている若者が増
えて欲しい。こうしたイベントカフェは2ヶ月に
1度、福島県内の各地で開催している。
他にも「Fukushima Piece プロジェクト」を立
ち上げ、福島の伝統工芸品である会津木綿を使
用したピアス「ふくいろピアス」を2013年3月
8日より販売している。これは株式会社電通の

「GAL LABO」とヤフー株式会社の「復興デパー
トメント」との共同プロジェクトだ。制作費はク
ラウドファンディング※2を使って集めた。福島
で暮らしている女の子の思いを聞いてくださいと
言っても、唐突過ぎて聞いてもらえない。けれど
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ストレスがかかったが、問題が顕になる事で考え
始める事ができた。その点ではとても良い事だと
思う。例えば、原発がこのまま何十年も事故がな
いまま稼働して、私が50歳や60歳になってから
爆発したら。もしかしたら、その時は80歳かも
しれない。身体的にも精神的にも動けなくて「さ
あどうしよう」とたじろぐしかない。しかし、今
なら動ける。何とか自分の世代から歯止めをかけ
ていく動きができる。今この年齢だからこそ動き
出せている事は、ある意味で幸せだと感じる。だ
からこそ、できる限りの事を精一杯やっていきた
い。

事しか考えていなかった。それを猛烈に反省して
いる。「障がいのある子を生んでしまうのが不安」
と言っているのだから、障がいがあっても暮らし
やすい社会を作っていけばよいのだ。その事に気
づいたのは、ある会議の分科会で話した時だ。私
は「福島の女の子は障がいのある子を産んでしま
うのではないかと不安なのです」と発言した。そ
の私の目の前に、障がいを持っている方がいた。
その時、私は今までなんて事をしてきたのだろう
と気づいた。でも、その方はうんうんと頷いて私
の話を聞いてくれた。
この事はとても反省しているが、「原因が放射性
物質によるものならば別の問題だから、不安な気
持ちを言ってもいいのではないか」と言ってくれ
る方もいる。どんな言葉で伝えるのか、本当に発
信の仕方は難しい。

大震災を振り返って
あれだけの大きな震災が起きて、原子力発電所の
事故が起きて、その被害を受けてしまった事はあ
る意味で不幸だ。原発事故や津波、地震の被害に
よって福島はコミュニティを分断されたなど、い
ろいろ言われている。しかし、原発やコミュニ
ティ、高齢過疎化など多くの課題は、近い将来直
面しなければならない問題だった。大震災によっ
てそれが一気に起こってしまっただけだ。大きな

撮影：2013.4.20　ふくいろピアス出展販売

撮影：2014.2.19　福島県双葉郡富岡町　富岡駅
（EPOスタッフ撮影）

撮影：2014.2.19　福島県双葉郡富岡町　線路
（EPOスタッフ撮影）
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3月11日　14時46分
地震が起きた時は京都の自宅にいた。大きさは震
度3～4くらいだったが、揺れが長く、異変と感
じたので、このあと大きな揺れが来るのではない
かと警戒をしていた。テレビを見ていたらニュー
スが流れ、大変な事が起きていると知った。その
あとはテレビにかじりつくようにニュースを見て
いた。
実家は神奈川にあり、横浜でも地震による被害が
出ていると聞いたので、両親が心配になって実家
に電話をかけたがつながらなかった。実家は神奈
川県平塚市で沿岸部に近い。被害があったのでは
ないかと心配していた。この時点では正直、東北
の事より実家に連絡できない事の方が不安だっ
た。

震災から1年後、東北へ
実は、震災後の1年間は東北へ行く機会は1度も
なかった。もちろんニュースでは被災地の現状を
聞いていたが、京都からは遠く、東北に行く事は
なかった。東北に行ってみたいとは思っていたの
で、2012年5月に「Youth for 3.11」が行なっ
ていた学生ボランティア派遣に参加して初めて東
北を訪れた。それが浦戸諸島の寒風沢島で、田植
えをするボランティアだった。
東北の事を何も知らなかった。本塩釜駅周辺は、
例えば気仙沼のように、すべてが更地になってい
たわけではなかったため、想定していた被災地の
イメージとの間にギャップを感じた。多少の崩れ
や建物の上の方に津波の跡はあったが、想像して
いたほどではなかった。

2年目以降の復興の形
このボランティアプログラムは僕が参加する半年
以上前から何度も行なわれていた。津波で流され
田んぼに乗りあげていた車の引き上げ作業や、手
作業で1つひとつ細かな瓦礫を取り除く作業を学

生達が行なっていた。田植えのボランティアは、
自分達が大いに楽しんだボランティアプログラム
だったのだが、その背景には、他の人が苦労して
築いてきたプロセスがあった。田植えができる田
んぼの状態にするまでに、肉体的に辛い作業を行
なっていた事はあとで知った。
この背景を知った事は、2年目以降の復興の違い
を意識した機会でもあった。初めてのボランティ
アを終えた後、自分なりに復興の現状について調
べてみると、震災後は瓦礫やインフラの復興など
最低限の生活は確保されて、1年程で復旧段階は
ある程度は終わった。2年目以降になると、住民
が自主的に立ち上がり、10年以上続くまちづく
りを意識しなければならない、とても大事な復興
の局面である事を知った。
そして同じ事が、浦戸諸島・寒風沢島でも起きて
いるとを実感した。なによりも、復興の経過がと
ても見えにくいと思った。問題が目で見えていた

「瓦礫の有る無し」とは違い、そこに住んでいる
人達のこれからの生活を不安に思う心境、住民の
人間関係など、ただ島に行っただけでは見えにく
い問題が現場にはあるのだと痛感した。
そうすると、ボランティアの支援内容も現場の状
況に合わせて変えていかなければならない。その
変化のタイミングの1つが、自分がプログラムに
参加した時期だったのだと思う。ボランティアプ
ログラムを実施しているYouth for 3.11の学生

取材日

第三者目線に立つという事
米村 真悟 個人

同志社大学大学院総合政策科学研究科所属。2012年の春、震災ボランティアプログラムの参加をきっかけに、宮城県
浦戸諸島寒風沢島に深く関わるようになる。何度も足を運び、現地の団体と共に農地復興、島の復興にボランティアと
して携わる。地元・京都でも寒風沢に関する情報発信のために、寒風沢のお米を活用したイベント開催などを企画した。

個人
京都市 2013.05.17
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も思う。
一口に「復興」と言っても、現地では復興の意味
合いが幅広くなり、課題が複雑化している。その
分、京都のように東北から離れた場所では、こと
さら復興という言葉が風化してきている一面もあ
る。そんな中、復興に関心を持つ人を増やそうと、
2013年5月12日に「食」をテーマとしたイベン
トを京都で開催した。タイトルは「コメニケーショ
ンイベント　寒風沢島の贈り物」だ。2012年に
寒風沢島で収穫したお米で参加者におにぎりを
握ってもらい、少しでも寒風沢島を体感してもら
おうと考えた。イベントゲストには食育の啓発を
行なう京都の老舗料亭職人と、有機農業の促進を
通じて持続型の社会を築こうとする社会企業家を
招いた。前者にはおいしいおにぎりの作り方や食
文化、食育の話をしてもらい、後者には有機農業
まつわる自社の取り組みについて話をしてもらっ
た。ニュースなどで伝えられる情報とは違う角度
から復興を見つめるきっかけを作りたかった。イ
ベント参加者から関心が高まったと感想を聞けた
事も、とても良い経験だった。
当然ながら、真に自分が被災者と同じ当事者意識
を持つ事はできない。被災者でもなければ身内に
被害が出たわけでもない。無理に被災者と同じ当
事者意識を持たなければならないと自分にハード
ルを上げるよりは、ある程度の他人目線を持った
方が、長く続く復興には重要かもしれないとも
思っている。現地の復興関係者の中には、地域の
生活再建に急ぐあまり、1人ひとりの住民への細
やかな目配りが難しい時もある。そんな時こそ、
第三者目線の外部の人間の指摘や、補完も大事で
はないか。その点では、京都にいる僕のようによ
そものの方が関わりやすい。復興は日本の地域社
会全般の問題でもあり、農業や環境などさまざま
な問題とつながっている。そこに自分なりの関わ
り方を見出し、当事者意識を持ちながら、自分の

達や関係団体の方といろいろな話をして、これか
らのボランティアの在り方について深く考えた。
復興関係者の中には、ボランティアへ行く学生数
の減少に悩んでいる方も多かった。参加する学生
達がもっと被災地の現状を見つめる機会を作らな
ければならない。根本的な課題解決につながる活
動をしなければならないと感じていて、より現状
を知るためにもう一度島に行く事にした。

他人目線で大震災を見る
初めて浦戸を訪れたあとに、松島で島の住民が意
見交換をする場があると聞き、一個人として参加
した。話が聞きたかったのは寒風沢島の住民だっ
たが、その場に寒風沢島の住民は出席していな
かった。こうした場に寒風沢島の住民が参加して
いない事も、寒風沢島の復興の難しさかもしれな
いと思った。被災地でまず必要なのは、他の被災
地の現状を聞き、被災地の方々が集まってこれか
らの復興、まちづくりを考えるために、コミュニ
ケーションを取り合う事だと思う。そして住民達
がコミュニケーションを取る機会を持てるように
何かアクションを起こした方が良いのではないだ
ろうかと考えていた。
島の稲刈りが終わった後、ある団体から、来年度
グリーンツーリズムを一緒にやらないかとお誘い
を受けた。復興支援というくくりではなく、あく
まで島に来て楽しむことを目的に、島へ多くの方
が来てくれるプログラムを作ろうと話し合った。
しかし、ただ実施するのではなく、島の復興に合
わせてグリーンツーリズムを行なう必要があると
思ったため、まずは島の皆さんの考えをもっと聞
きたいと思った。島には、僕のような島外の方と
の接触が多く、コミュニケーションに慣れている
方もいれば、島外の方との接し方がわからない方
も多かった。皆さんから話を聞くうちに、自分が
耳にしている意見は、自分とたまたまコミュニ
ケーションを取る機会が多かった方の意見に偏っ
たものである事を痛感した。結局ツーリズムは、
島外の方を受け入れる準備を整える事ができず、
実施には至らなかった。

よそものが寒風沢島にできる事
特定の被災地の復興に取り組むためには、現地に
住む事が理想的だと思う。いろいろな支援の形が
あるが、復興としてやりがいを感じる一番の機会
だ。しかし、学生の立場である今、それは難しい。
だから、現地で島の皆さんと一番近い距離で話を
している関係者や団体と上手に情報を共有しなが
ら、よそ者なりに島の発信をしていきたい。島の
外にいるからこそ、少し広い目線でできる事だと

撮影：2013.5.12　京都府京都市
「コミュニケーションイベント　寒風沢島の贈り物」会場
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島の皆さんにアンケートを取る機会があったのだ
が、誤解を恐れず言えば、他人頼りになっている
傾向があると思った。もちろん仕方がない面もあ
る。一方で、中期的に自立していく必要もある。
自分自身でできる事と、他人に任せた方が良い事
かは、第三者目線に立てる者の方が目が利く。冷
静にさまざまな意見を聞いて、物事の本質を見極
める事が重要である事を、復興の現場が教えてく
れた。

役割を考える事が大事だと思う。

自分がやりたいからやる
東北の復興に携わるまで、ボランティアはした事
がなかった。当初ボランティアは、瓦礫の片づけ
のような肉体労働がメインであるイメージを持っ
ていた。被災から2年が経ち、ボランティアの内
容も瓦礫撤去から、人と関わる地域のソフトな活
動に多様化していった。そうした変化の中で、一
緒に活動していた学生の中には「ボランティアは
必要なのか、なぜボランティアをやっているのだ
ろう」と悩む人もいた。寒風沢島に関わる中で、「ボ
ランティア」は、他人のための活動でありながら
も、自分がやりたいと思った動機、「自分のため」
である想いを大切にしなければと思うようになっ
た。誰かに誘われて参加するのではなく、自ら自
発的に、困っている方に対して自分なりの役割を
見つける事が、ボランタリー精神の在り方ではな
いだろうか。その気持ちは東北の被災地での活動
に限らず、日々の日常の中でもごく普通に見られ
るものだと思う。稲刈りや田植えを通じて、被災
地のためだけではなく、自分自身が楽しんでいる
から参加しているのだと思うようになった。逆に、
そうでなければ活動を続ける事はできないだろう
と感じた。
稲刈り時に集まった学生や社会人を再び集めて、
浦戸諸島開発総合センターの体育館で手巻き寿
司大会を企画した。用意してくれたお米を炊い
て、学生達で酢飯にし、浦戸の海苔と、現地の方
が調達してくれた海産物で手巻き寿司を作った。
誰かに言わたのではなく、あくまで自分が手巻き
寿司を食べたいだけだった。半分はこうしたワイ
ワイ楽しい事をやりたくて、もう半分は、寒風沢
島に集まった皆さんがつながるきっかけにしたい
と思って企画した。そういう自分自身の動機を大
事にする事が、ボランタリー精神を持ったボラン
ティア活動の前提になると思っている。

活動を振り返って
ツーリズム企画の経験から、一部の関係者による
内々の進め方ではなく、いかに多くの人の意見を
聞きながら調整し、合意を得ていく事が重要であ
るかを学んだ。地域全体の復興を考えた時、1人
の意見のみを聞き過ぎる事は良くない。なんとか
してあげたい気持ちを持ちつつ、そこをぐっと堪
えて、多くの人の意見を聞きながら、復興課題の
本質を捉え、なるべく被災地の皆さん全員の総意
を構築していかなければならないのだと気づい
た。地域のコミュニケーションを調整する事は難
しく、だからこそ重要だ。

撮影：2012秋　宮城県塩竈市寒風沢
稲刈りに集まったボランティアの皆さん

撮影：2013.6.29　宮城県塩竈市寒風沢（EPOスタッフ撮影）
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パタゴニアとの出会い
前職は建設コンサルタントだが、自分にしかでき
ない事をしたいと思い、パタゴニアに転職した。
大学生の頃、サーフィンの雑誌でパタゴニアの意
見広告を発見してから面白い会社だと感じてい
た。
出身地である静岡県久能海岸の砂浜で、小学校の
頃に遊んだ記憶がある。少し大きくなってから自
転車で行ったら、砂浜が無くなっていた。「えー！
そういうことがあるんだ！」と非常に驚いた。そ
の後、海岸に擬岩ブロックを置く事で砂浜を戻す
プロジェクトに取り組んだ先生がいて、砂浜に積
んである擬岩ブロックに興味が湧いた。大学では
これについて勉強した。
そうした中、サーフィンの雑誌のパタゴニアの意
見広告を見て、擬岩ブロックを置くとサーフィン
ができなくなってしまうと分かった。「そんな事
にも気づかなかったのか！」と衝撃を受けた。ア
ウトドアが好きだし、サーフィンをやりたかった
し、面白い会社なので、良い意味で会社を利用し
たいと思っている。

3月11日　14時46分
仙台のパタゴニアの店舗1階にいる時に地震が起
きた。最初は「揺れたな」と思う程度だったが、
揺れはとても長くだんだんと大きくなる。1階に
お客様はおらず、もう1人のスタッフと一緒に商
品の転倒を心配していた。すると4階の休憩室で
昼食中のスタッフが走って降りてきた。彼女は取
り乱して外に飛び出そうとするので、「何か落ち
てきたら危ないから！」と必死に彼女を落ち着か
せようとした。揺れが収まり、3階にいたお客様
がスタッフと1階まで降りてきた。全員の無事が
確認できたので会社に連絡をしようとしたら、電
話がつながらない。電気はバチンッと音を立てて
停電した。1階は被害がなかったが、3階は商品
が落ちてひどい状態だった。お店の隣の公園にた
くさん人が集まっていたので、ただ事ではないと

感じた。
その日は明るいうちに帰ろうと判断し、電気が
通った時のために火元を確認してから家路につい
た。45号線を歩いて帰る途中、宮城テレビ放送
のビルの電気と信号機がついていたので、自宅は
停電していないかもしれないと期待した。家が近
所のスタッフと「帰ったら電気つくといいね」と
話しながら歩いた。テレビ局の方も情報が無いよ
うで、歩いていたら「どのような状況ですか」と
聞かれたのだが、僕達も何も知らないので「歩い
て帰るしかなかったので、歩いてきました」と答
えるだけだった。

リーダーの重要性を実感
家が福田町にあり、警察や消防が「海岸の方に行
かないでください」とアナウンスをしていた。家
を見に行ったが、すでに辺りは真っ暗でよく見え
ない。家がある事を確認して、近くの小学校に避
難した。どうしたら良いか分からなかったし、ま
た津波が来る可能性があるので、避難するよう呼
びかけられていたからだ。梅田川で真っ黒な水が
上下するのが見えた。大学では奥尻の地震につい
て水槽を使って青苗の実験をしていたし、以前は
海岸公安の仕事をしていたので、津波に関する知
識があった。川底まで見えたかと思ったら、急に
堤防ぎりぎりまで水が上がってきたのを見た時、

取材日

裸足で歩けるきれいな砂浜を残したい
鈴木 將之 パタゴニア

現パタゴニア札幌北店店長。パタゴニアは「最高の製品を作り、環境に与える不必要な悪影響を最小限に抑える。そして、
ビジネスを手段として環境機器に警鐘を鳴らし、解決に向けて実行する」をミッション・ステートメントに掲げている。
東日本大震災では石巻市での支援活動を積極的に展開し、その活動は現在も続いている。

企業
札幌市 2013.07.19
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「これはすごい津波が来たんだ！」と思った。そ
の夜、避難所で携帯電話のワンセグを見ている人
達がいて、津波被害を知った。想像以上だった。
しかし、僕は意外と冷静に津波の映像を見ていた。
小さな携帯電話の画面でしか見ていないので、津
波の映像はまったく現実味が無かった。
小学校で2日間を過ごした。人がたくさん押し寄
せ、体育館に入りきらなくなり、住む地区ごとに
教室へ移動の指示が出されたので、途中から教室
へ移った。避難所は食べ物も水もあまりなく、2
人でおむすび1個と500mlのペットボトル1本が
配られただけだった。それが1日分だ。全然足り
なくて、お腹が空いた。そして、避難所はあまり
良い雰囲気ではなかった。1日目は犬に、2日目
の夜は子どもが泣く事に対して「出てけ！寝られ
ない！」と怒鳴る人もいた。さらに、家が壊れて
しまった人と家に戻れる人の間に差が出てきてし
まった。食べ物が少ないので家に戻る人には食料
を分配しないと誰かが言い出し、「お前らは帰る
ところがあるじゃないか！」と喧嘩になった。そ
れを見て、僕はとてもいたたまれなくなった。そ
のあと、別の小学校に行くと、神戸の震災を経験
した方がたまたまいたらしく、その方が上手に
リーダーシップをとっていた。部屋のドアには避
難者の名前を書き、役割分担をして皆が協力する
体制が築かれ、避難所の雰囲気はまったく違った。
そうした様子を見て、リーダーは重要なのだと心
底実感した。

みんなで協力し合った1週間
3日目に他の地区で水が出るらしいと噂を聞い
て、自転車で探しに行った。避難所は飲み水も足
りない状態で、限界だった。僕はお店の確認も兼
ねて仙台駅の方に向かった。すると、街に近づく
につれて、道端で自動販売機のコードを抜いて、
携帯電話を充電している人を見かけた。「電気使
えますか？」と聞くと「ここは使えるよ」と返っ
てきて、電気が復旧した事が分かった。お店へ行
くと、電気と水が使えた。それから約1週間は他
のスタッフとお店で合宿生活をした。とにかく食
料がないので、「○○で○○時に売るらしい」と
いう情報を頼りに皆で買い出しに行った。家族が
いるスタッフのために、買った物をいったん集め
てから分配した。そうした中で、電気と水が使え
た事は本当に恵まれていたと感じる。
街は異様な雰囲気だった。セキュリティが鳴りっ
ぱなしで、セキュリティ会社に問い合わせても「手
が回らない」と言われた。そんな状況でもお店の
商品を勝手に持っていく人がいないのはすごいと
思う。被災地の支援に持って行ったのと、物流が
止まり新しい商品が入荷しないために商品棚はス

カスカだった。それでも営業したい気持ちが強く、
4月頃からは必要とするお客様が訪れたらオープ
ンした。ドアに「電話をくれればお店を開けます」
とメッセージと電話番号を書いて対応した。物資
が回り始めたのは4月中旬に入ってからだ。
僕は札幌から仙台に単身赴任していた。会社の上
司に、子どもの小学校の卒業式があると伝えたら、

「絶対に行くべきだ」とチケットを取ってくれ、
皆がガソリンをかき集めて福島空港に送ってくれ
た。だから3月20日頃から約1週間は札幌に戻っ
ていた。北海道は揺れ自体あまり大きくなかった
ようで、普通の様子だった。その後、仙台に戻っ
たが、仙台の自宅には3月11日からほとんど帰っ
ていなかった。僕しか住んでいなかったし、一度
土足で入ってしまっていた上にひどい散乱状態
だったので、また4月に大きな地震があった時ま
でそのままだった。

石巻での支援活動
避難所でお年寄りがとても寒そうにしていたの
で、お店の物資を提供した。支社長に報告すると、
支社長も「何か支援をしたい」と現地に来た。そ
の時の被災地の案内役の息子さんが石巻専修大学
でボランティアをしていて、人が足りないと聞い
た。それで、石巻に行きたい社員に行ってもらう
案が出た。会社として社員を派遣するには社員の
安全を確保しなければならない。専修大学の場所
ならば、もしもまた津波が来ても、そこまでは来
ないだろうと判断された。僕は社員がボランティ
アに来る前に現場の様子を把握するため、3月末
から5月いっぱい石巻に通った。主に住宅の泥出
しを行なった。また、5月は自宅近所の岡田小学
校の近くにあるボランティアセンターにも行っ
た。
2011年4月、計約50名の社員が「ボランティア
インターンシップ・プログラム」を利用して「石
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きれいな砂浜を残したい
2011年11月には、七ヶ浜町でビーチ開放の式典
が開かれ、サーフィンができるようになった。七ヶ
浜は車で砂浜近くまで行けたため、早い時期から
サーファーがゴミ拾いを始めた。そうしているう
ちに、地元の皆さんから「浜の瓦礫がなくなって
やる気が出た」と言ってもらえたらしい。その取
り組みを見て、七ヶ浜町長は「震災で急にサーフィ
ンができなくなり、現在もやってはいけない状況
なのは不自然ではないか」とビーチ開放に理解を
示してくれたそうだ。
震災後は時代が変わると思った。あれから2年以
上が経過し、あまりにも普通に戻りすぎている気
がする。僕は海からアプローチして何かしたいと
思う。今回の津波で仙台新港の砂浜の幅もずいぶ
ん狭くなってしまった。全体が1mほど沈下した
けれど、波の力で砂が戻っているところもある。
砂は水質の浄化にも役立っていて、自然環境の中
で循環している。見た目は変わらなくても、昨日
までとは違う砂なのだ。僕は裸足で歩けるきれい
な砂浜を孫の代まで残したいと思っている。

巻市災害ボランティアセンター （石巻市社会福祉
協議会）」 をベースに活動した。社員は3グルー
プに分かれ、主に家屋の泥出しや清掃活動の支援
を行なった。また2011年6月と9月に「ボラン
ティアサポート・プログラム」を利用して、「津
波復興支援センター（旧仙台市社会福祉協議会　
岡田・蒲生地区サテライト）」、「四万十塾：高知
リスポンス協会」の2団体から希望の団体を選び、
計25名の社員がそれぞれ支援活動を行なった。
2012年4月以降はグループで短期滞在する方式
ではなく、1名がある程度長い期間キーパーソン
となって「OPEN JAPAN オープンジャパン」の
事務局を支えるボランティアに参加している。
人数は多くはないが、会社として有給休暇でボラ
ンティアに行けるプログラムを作っていて、現在
も支援活動は続いている。

自然の力を 
100%抑えることは不可能
海の近くに見上げるような防潮堤を作ったら、海
が見えなくなってしまう。津波に力で対抗するの
はもう無理だと分かったはずだ。防潮堤はもっと
地元の住民と行政が話し合って、結論を出してか
ら作るべきだ。作る事ありきで進んでいるように
感じる。もっと安い方法でできるはずだし、人が
住まないようにするか、逃げるルートを作る方が
よいと思う。それに震災後は防災ではなく減災
と言われたが、最近はあまり聞かない。津波を
100%抑える事はもう無理だと思う。

大震災を振り返って
大震災を経験して、日本人である事がすごくよく
分かった。話さないけれど、分かり合うようなと
ころだ。外国だったらおそらくないだろう。自分
から言わなければ相手には通じない。日本人とし
てお互いの気持ちを察しながら過ごした。一方で、
そうした日本人としての絆や人とのつながりを試
されたようにも感じる。
また、店舗の責任者として自分が試されたように
も感じている。ほとんどのスタッフが東北出身者
で、それぞれに異なるいろいろな不安を抱えてい
たと思う。両親と何日も連絡がとれず、テレビで
は実家の近所が津波で流された映像が映り、果た
して無事なのか気が気ではない日々を過ごしたス
タッフもいる。そうした状況下で、ストアの責任
者として彼らに対して何をしなければいけないの
かを考えて行動する事は、先々が分からない中で
答えを出し続ける事であり、自分が試されている
と感じた。

撮影：2011.6.19　宮城県名取市　閖上海岸（EPO東北スタッフ撮影）
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1995年1月17日　5時46分 
（阪神・淡路大震災）

大学を卒業するまで大阪で過ごしたが、仕事の関
係から横浜市で生活していた。たまたま朝早く目
覚め、ニュースを見ると「淡路島を震源地とする
マグニチュード7.2の大地震が発生した」と速報
が入った。家族や友人の安否が心配になり、すぐ
に家族や知人に電話をかけると、電話はつながり、
無事を確認する事ができた。無事が分かった事で
安堵し、その時点では事態の深刻さを意識してい
なかったと思う。
さらに今思えば、当時は設計事務所に在籍し、建
物の耐震性能などの情報に触れる機会が多かった
ものの、地震の怖さを一面的、それも頭で理解し
ていただけで、地震による被害の深刻さや生活へ
の影響についてまったく想像力が及んでいなかっ
たと思う。しかし、次第に阪神高速がばったりと
倒れている様子など地震の被害状況が分かるにつ
れて、「大変な事が起きたのだ」と認識した。
発災後、当時、専修大学商学部助教授だった地域
産業論・中小企業論の専門家の関満博先生（現在
は明星大学経済学部教授・一橋大学名誉教授／フ
ルセット型産業構造を越えて（中公新書）など著
作多数）と地域の産業支援に関わっていた事から、

「ボランティアで復興支援をしよう」と声をかけ
てくださった。神戸市の長田地区を中心に本格的
に復興支援へ携わる事になった。
長田地区は靴の生産が盛んな地域である。当時、
長田で生産されていた靴は、人工皮革や樹脂を用
いた量販店に並ぶような安価な靴である。零細な
家内工業を中心にした複数の中小企業の分業によ
る生産構造で、個々の企業が有機的に結びつき、
町全体が工場のようになっていた。阪神・淡路大
震災で壊滅的な被害からどう復興するかを考えた
時、新しい靴のブランド化・靴の町としての再生
を目指す事をビジョンとした。関先生が気心の知
れた仲間を集め、神戸市や企業も巻き込みながら
チームを作り、復興のビジョンや計画に対してさ
まざまな提案を行なった。地域の産業振興、起業

取材日

ネットワークから生まれた復興支援
前田 圭一郎 有限会社 GMP 創房

技術士。東日本大震災後、「持続可能で安心安全な社会をめざす新エネルギー活用推進協議会（JASFA）」で東松島市
の復興支援活動に取り組む。阪神・淡路大震災では神戸市の長田地区の産業復興支援にも関わった。

企業
横浜市 2013.11.08

の促進、地域コミュニティ活動の拠点となる事を
目的に、靴を中心にした産業支援機関である「く
つのまちながた／シューズプラザ」を立案した。
展示スペース、ショップ、オフィスなどから構成
される施設である。
神戸市の担当の方と調整しながら、地域の中小企
業の方に集まってもらい、意見交換会を開いて、

「今後、我々はどんなまちを目指すか」を議論した。
当時の想いからは変わっている事もあるが、この
施設は現在も稼働中である。
阪神・淡路大震災で復興支援に携わり、地域産業
と地域コミュニティがどれだけ結びついているか
を思い知らされた。震災を機に区画整理が行なわ
れた事で、震災以前まで住んでいた方々が住めな
くなってしまった地区もある。産業を担ってい
た「人」がいなくなると、産業は衰退し、地域が
まさしく壊れてしまう。そうした問題が現実に起
こった。地域の経済は地域のコミュニティで成り
立っている。地域コミュニティを残して活性化さ
せる事への想いが強くなった。地域のコミュニ
ティの重要性はよく指摘されるが、阪神・淡路大
震災の経験によって、自分の考えの浅薄さや思慮
の足りなさを感じた。生業とはいろいろな要素と
複雑に絡み合っているのだと改めて思う。
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3月11日　14時46分
川崎市の仕事先で打ち合わせをしている最中に地
震が来た。相当揺れたため「大きい」と感じたが、
揺れ方から震源地は離れた場所だと思った。棚か
ら物が落ちる事もなく、たいして慌てなかった。
その時は震源地も分からず、「震源地の近くでは
被害が大きいかもしれない」と想像したが、深刻
には考えていなかった。
すぐにテレビをつけると、「東日本で大地震が発
生した」と速報が出ていた。津波の映像を目の当
たりにした時は、言葉が無かった。もちろん知識
として頭では分かっていたが、「こんな事が起こ
るのか！」と我が目を疑った。
東日本大震災の事態を知って、すぐに神戸の事を
思い出した。何かきっかけがあり、もし自分がお
手伝いできる事があれば、ぜひ役に立ちたいと
思った。神戸における活動では、知恵が足りなかっ
たと感じていて、神戸でできなかった事や神戸で
得た教訓を活かせるのではないかと考えた。

中小企業の新たな協議会
地震後、仙台に本社を構える株式会社馬渕工業所
の小野代表取締役に、安否確認のメールを送っ
た。おそらくしばらくはメールも通じないだろう
と思ったのだが、「今度上京する」と返信が来た。
馬渕工業所は建築やライフラインなどの設備工事
を行なう会社だ。復旧支援に追われるかもしれな
い厳しい状況の中で、わざわざ東京に来るとは、
小野さんには何か考えがあるのだろうと思った。
まだ新幹線が復旧していない頃、小野さんは高速
バスに乗って東京にやって来た。「東京で久しぶ
りに風呂に入ったよ」と笑った。本当に東京へ来
た小野さんを見て、「向こうはまだ大変だろうに、
こんな事をする人なのか！なんて人だ！」と驚い
た。その後、小野さんから「東北の研究者や中小
企業などを中心とした『持続可能で安心安全な社
会をめざす新エネルギー活用推進協議会（JASFA）
※』を立ち上げる」と聞いた。話を聞いて、はじ
めは、一緒に取り組むつもりはなかった。NPO
や協議会など、非営利の組織に良い印象を持って
いなかった。なぜなら多くは責任の所在が曖昧
で、うまくいっていない例が多いと感じていたか
らだ。

※持続可能で安心安全な社会をめざす新エネルギー活
用推進協議会（JASFA）…「持続可能」で「安心安
全な社会」形成を目指す。「新エネルギー」を個々の
暮らしや事業体の改善、地域づくり・まちづくりに導
入するため積極的に産学官の研究知財を応用し、地域
社会に普及促進が図れる技術の発掘と活用推進を目
的として、宮城県東松島市を中心に活動している。

想いの結びつき
東日本大震災が発生してから半年後、小野さんと
一緒に宮城県の東松島市野蒜地域を訪れた。発災
してすぐの頃より瓦礫はある程度片づいているの
だろう。道路も普通に走る事ができた。しかし、
多くの建物が破壊された状態で残り、まだまだ片
づいていない状況だった。街がバッサリと平面的
になり、広範囲で被害を受けている。野蒜地域を
訪れた時の衝撃は大きかった。現地を見る事は重
要だと思う。
被災した直後の緊急支援については、僕は力にな
れない。しかし、神戸の産業復興支援の経験があ
る僕は、復旧の後の復興にどう関わる事ができる
だろうか。小野さんと一緒に野蒜地域に入ってブ
レーンストーミングする中で、JASFAについて
も「この人は本気なのだな」と感じ始めた。また、
実際に被災地を見た事で、自分の中でだんだん
JASFAの取り組みと「何かできる事があるなら、

撮影：2012.6.5　東松島市旧浜市小学校
NPO法人児童養護施設支援の会とともに整備

宮城県東松島市　浜市小学校体育館（被災後）
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とにかくやってみようかな」という想いが結びつ
いてきた。

再生のプロセス
JASFAは被災地域で求職中の方々を対象に、就
労支援講座を開催してきた。2012年7月、東松
島市の被災した浜市小学校で、太陽光発電システ
ム施工の基本技術を学ぶ市民講座が開講した。太
陽光発電は今後、需要の高まりが期待されており、
講座開設を通じて環境先進地作りに弾みをつける
と共に、新たな雇用の確保も目指している。
太陽光発電工事専門の学校を作ると計画した時、
東松島市の協力で浜市小学校の体育館と教室を施
行実習の会場とする事となった。最初に小野さん
と見に行った浜市小学校の衝撃的な光景は忘れら
れない。体育館の床は泥だらけで波打ったように
歪み、14時46分で止まったままの時計が残され
ていた。NPO法人児童養護施設支援の会の高橋
事務局長をはじめとするたくさんのボランティア
が協力し、床板の撤去や床を支える基礎の撤去、
ヘドロの除去を行なった。その後、床をコンクリー
トにして模擬の屋根を設置し、東北地方の屋根材
に合わせた太陽光発電システム施工技術が学べる
実習会場を作った。その再生のプロセスは非常に
心に残っている。具体的な形となって学校として
動き出した事は、大変嬉しい事だ。これまでの就
労支援事業には多くの企業が講師として参加し、
受講生の就職に結びついている。

互いの資源を組み合わせ 
より良いビジネスを
僕が最初にJASFAへ抱いた印象は間違っていた。
JASFAの活動は良い方向へ向かい、成果が出始
めている。小野さんのキャラクターによるところ
は相当大きいが、良い仲間が集まり、シナジー効
果が生まれている。
一方で、まだまだ仲間が足りないと感じている。
気持ちを一緒にして取り組める仲間がもっとたく
さん欲しい。被災地と全国から想いのあるたくさ
んの方に集まって欲しい。そして、ビジネスを生
み出し、食べていく事ができる場を作りたい。関
西、九州、東北など全国各地の企業が集い、それ
ぞれ足りないものがあるならば、互いの資源を組
み合わせ、より良いビジネスを生み出していきた
い。それが、JASFAや僕の会社の目指している
ところだ。そのためにネットワークをもっと大き
く広げていきたい。

宮城県東松島市　浜市小学校（学校開校準備）

撮影：2013.12.16　東松島市旧浜市小学校
就労支援講座のための模擬屋根視察

撮影：2013.3.11　HOPE連絡会
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「3.11あの時」の誕生

井　上　EPO 東北は環境分野を専門とする中間支援組織
だ。環境活動に携わる方々に当時の様子と、震災
を受けて感じている事、今後の活動についてヒア
リングを行なう事に決めた。最初に、震災以前に
よく連絡を取り合っていた名取ハマボウフウの会
の大橋信彦さんが頭に浮かんだ。壊滅的な被害を
受けた名取市閖上に住んでいたので、安否も分か
らなかった。おそるおそる電話をすると、ご本人
が電話をとってくださった。すぐに会いに行く事
になった。

三　浦　井上さんと2人でヒアリングに向かう道中、何を聞
いたらよいだろうか、心配りを十分にしようと話し
合った。名取市役所で大橋さんにお会いすると、僕
が想像していたよりも元気である様子が伺われた。

井　上　意外と大橋さんが平然とした様子だったので、ヒア
リングをしても大丈夫そうだと思わせてくれた。
しかし、中には取材中に落涙する方もいた。口に
は出さなかったが、おそらくたくさん辛い現場を
見たのだと思う。何を聞いたら良いのか、いけな
いのかをすごく考えた。その中でも、涙を浮かべ
ながら「環境教育の意味を考え直さなければいけ
ない」と仰った言葉が今も心に残っている。

三　浦　あの取材は僕にとっても衝撃だった。

井　上　この２件のヒアリングによって、「3.11あの時」の
両極を見た気がした。それからはヒアリングを受
けてくださる方によって聞く内容を考えようと
思った。事前に活動内容を調べ、質問事項を考え
てからヒアリングにのぞんだ。ヒアリングを始め
た当初は大震災の経験を後世に残そうなどという
大それた考えはなく、EPO東北として何をすべき
か分からない混乱の中で、藁にもすがりたい気持
ちだった。EPO東北は環境省の公的な機関であり、
民間団体が協働で運営しているためNPOのネット
ワークも持っている。この立場であるからこそ

「3.11あの時」ヒアリングはできたのだと思う。

鈴　木　はじめからWeb-siteにヒアリングの簡単な報告を

東日本大震災の混乱の中で

井　上　2011年3月11日、東日本大震災が起こった。混
乱の中で、EPO東北は国の中間支援組織として一
体何をすべきなのか。正直、分からなかった。スタッ
フ間で話し合い、EPO東北が情報を提供するプラッ
トフォームの役割を担う事を目指してはどうかと
検討した。

鈴　木　地震から１週間は事務所を閉館した。開館後すぐに
Web-siteでの情報発信を始め、EPO東北とつなが
りのある皆さんの支援活動状況を発信した。次に、
必要とされる支援物資やボランティア募集情報を
EPO東北のWeb-siteに集約できないかと考えた。
現実には午前中に集めたニーズが午後には変わっ
てしまうほど事態は刻々と変わり、さらに被災範
囲が広すぎて、すぐに情報受発信のプラットフォー
ムは難しいと判断した。

井　上　被災現場に行かなければ必要な情報は手に入らない
と思った。最初に被災現場へ行ったのは地震から3
週間後だ。これまで連携した事がある知り合いを
訪ねて、気仙沼と石巻へ向かった。被災した現場
を見て回り、話を聞いた。「歯ブラシが足りない」
と声を上げれば、全国から次々に歯ブラシが届き、
必要以上の支援物資が溢れている。目まぐるしく
変わる被災地の現状にショックを受け、現地を見
てもEPO東北として何をすべきなのか分からない
ままだった。非常時にEPOが担う役割の指針はな
い。地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）か
ら「この非常時の中でのEPO東北の動きは、全国
各地のEPOの非常時対応の指針になるだろう」と
言われ、プレッシャーを感じた。当時EPO東北の
担当職員であった東北地方環境事務所の白迫正志
さんを交えて事務局内で何度も話し合った。白迫
さんから「被災された方々は自分の体験を話した
いのではないだろうか」と提案があった。大変な
体験をした人々が「話す」事で、感情や思考を整
理できるのではないかと考えたそうだ。白迫さん
の考えを聞いて、その通りではないかと感じた。

スタッフ対談
おわりにかえて
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き、起稿のために録音データでもう一度お話を聞
く。書いたレポートを再度チェックしてから、ス
タッフ同士でさらに確認し合う。最終的にご本人
の確認を取り、レポートをWeb-siteに掲載するま
でに少なくとも5回は話を聞いて、読む事になる。
他にはない特殊な震災経験だ。

井　上　お話を聞いた後に現地に連れて行ってもらう事も
あった。同じ体験はしていないけれども、実際に
現地を見る事で、ある意味その体験に近づく事が
できる。荒涼とした情景に立ってはじめて、震災
が現実なのだと思い知らされる。震災直後から被
災地を訪れてお話を聞くようになり、EPO東北の
仕事は現地に入る事だと思うようになった。この
ヒアリングがなければ、東日本大震災や東北につ
いて自分の言葉で語れるようにはならなかっただ
ろう。この活動を通して、自信を持つ事ができた。

鈴　木　全国のEPOのスタッフがEPO東北を気遣ってくれ
ていた。EPOネットワークのメーリングリストに

「3.11あの時」の情報を流すと、必ず四国EPOか
ら応援のメッセージが来て、とても嬉しかった。
震災後、連絡が取れず津波の犠牲になってしまっ
たと思われていた方の安否確認ができたなど、思
わぬところでも役立つ事ができたらしい。このレ
ポートがきっかけでメディアや学生が取材に来た
などの事後談は、多くの方に読まれていて、さら
に大事な情報源になった証でもある。EPO東北は
現地の情報を伝えるスピーカーの役割を担う事が
できたのだと感じた。

井　上　僕はEPO九州から「震災を受けて東北はどうする
のだろうと見ていたが、「3.11あの時」はまさに緊
急時にEPOがどのような役割を担うべきかの指針
を示してくれた」と言われた事が、とても嬉しく
て印象に残っている。

鈴　木　多くの方からの冊子化すべきだとの後押しもあり、
2011年度末に冊子化が決定した。冊子化は本当に
大変だった。レポートを読み返すと誤字や脱字、
読みづらい箇所がたくさんあった。校正のために
何度レポートを読んだのだろう。完成後は、ヒア
リングを受けてくださった方々に冊子を届けに行

掲載しようと考えていた。実際に話を聞くと、しっ
かりレポートにまとめて発信する方がよいと思っ
た。2011年5月から掲載を始め、多くの方が読め
るよう全国の各EPOのWeb-siteにリンクを貼っ
てもらい、メールマガジンでも発信をお願いした。
最初のレポートは三浦さんが書いてくれたのだが、
すごい勢いでかつ高いクオリティで書いてくだ
さった。

三　浦　初めてのヒアリングだった事、震災が起こって1ヶ
月しかたっていなかった事が手伝って力が入った。
語り手の皆さんが訴えた事を読み手の皆さんに伝
えるためにはどうしたらよいのかを必死に考えた。

鈴　木　レポートは、現地に入るボランティアにとって事前
情報として非常に参考になるので続けてほしいと、
全国から好評だった。現地の状況と、話してくだ
さる皆さんの抱えている想いが、全国の多くの方
に伝わってほしいと思いを込めてレポートを書い
ている。

井　上　面と向かって話をする事で、語り手の皆さんの感情
を感じ取る事ができる。考え方は十人十色だ。そ
れぞれの感じた事や考えた事が大事であり、「想い」
や「気持ち」の部分をきちんと伝えていかなけれ
ばならないと思っている。ヒアリングを続ける中
でEPO東北の「伝える」使命に気づき、後世の人
に残したいという想いが生まれた。後世の人々が

「3.11あの時」を読んだ時に、何かを感じてほしい
と思う。

「3.11あの時」が果たした役割
井　上　EPO東北のネットワークは「3.11あの時」ヒアリ

ングを通して一気に広がった。震災の共通体験を
共有する事で、気心が知れる。このヒアリングは
つながりを作り、ネットワークを広げる重要な手
立てになると感じた。

鈴　木　基本的にスタッフ2人1組でヒアリングを行なっ
た。1人が聞き役、もう1人は写真撮影と記録役に
分担した。EPO東北のスタッフは特異な形で震災
を経験していると思う。ご本人からお話を直接聞
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べての方に圧倒され、衝撃を受けたからだ。しっ
かりと震災に向き合っていて尊敬する反面、大変
な経験をなさっていて悲しいような複雑な気分に
なる時もあった。2011年度当時のスタッフの大変
さが伺える。

三　浦　辛く重い題材の取り組みだったけれど使命感が上
回った。ヒアリングの待ち合わせ場所に近づくと
気が引き締まる。

荻　野　私は震災当時、秋田から新潟へ車で移動中だった。
コンビニエンスストアへ行っても停電でレジが使
えないため販売を中止していて、ご飯を食べる事
ができなかった。けれども新潟では次の日には普
段と何も変わらない生活を送る事ができた。私に
とって東日本大震災はここで終わっていた。2013
年6月、EPO東北のスタッフになって「3.11あの
時」を読んでも実感が持てなかった。現地を訪れ
更地になってしまった場所を見ても、以前の風景
が分からないので、前からこの状態だったのでは
ないかと思ってしまう。そんな中、「3.11あの時 
stage2013」のヒアリングを通して、皆さんが本
当に土地を愛していて、その土地をよくしたいと
心から思う気持ちを感じた。それからは「3.11あ
の時」を友人・知人に紹介している。私のように
震災で大きな被害を受けていない方に、土地を愛
して頑張っている方がいる事を知ってほしいと
思ったからだ。3冊目には私がヒアリングしたレ
ポートが掲載されるので、これからはヒアリング
を受けてくださった方々の気持ちとあわせて、震

き、各地方EPOを通して全国に配布した。

井　上　「3.11あの時」があったからこそ、持続可能な社会
に対する EPO 東北の考え方が共有されたと言え
る。全国各地から2012年度もレポートを続けてほ
しいとの声が届いた。1年目のヒアリングでいろい
ろな団体が被災地へ来ている事が分かったので、2
年目は被災3県だけではなく、支援拠点となった
山形や秋田など隣県での動きをヒアリングしてい
こうと方針を立てた。落ち着いてきた事で、誰に
ヒアリングを行なうべきかが見えてきた。また、2
年目のレポートは非常に濃い内容になっていると
思う。1年目は全てが混乱していた様子が伺えるレ
ポートになったが、2年目は震災を受けての考察や
人生観が伝わってくる。

鈴　木　1年目はまだ心の整理もついていない状態でヒアリ
ングに応じていただいた。震災から1年がたち、心
が整理され、話したい事がたくさん出てきたのだ
と思う。

小山田　私は「3.11あの時 stage2012」から関わっている。
初ヒアリングで訪れた石巻で初めて被災した現場
を見た時はかなり衝撃的だった。ヒアリング先で

「（被災地を）見るべきだと思う」と言われ、実際
に現場を見て感じる事があると実感した。中でも
印象的だったのは、津波を経験した方が「この地
域から新たなライフスタイルや価値観の提案をし
ていきたい」と仰っていた事だ。津波を経験した
方だからこそ言える言葉なのだろうと思った。

井　上　大変な経験をして、その上で仰る言葉には大きなイ
ンパクトがある。「自然の許容する範囲でしか人間
の暮らしはないのだ」という言葉は、環境の根源
を示していると思った。

ヒアリングを振り返って
井　上　特に印象に残っているヒアリングはあるか。

岡　崎　「3.11あの時 stage2013」から関わり、1年間ヒ
アリングをしてきて特別に印象に残っている方は
いない。それはヒアリングを受けてくださったす
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三　浦　1年目の最初のヒアリングは今でも記憶に残ってい
る。自分では力作だと思うレポートができても他
のスタッフに直されてへこむ事もあったが、井上
さんに「三浦さんの記事は想いが込められている」
と励ましていただいて、次も頑張ろうと自分を奮
い立たせた。ヒアリングを重ねる中で、相手に心
配りをして話を聞かなければならないと気づいた。
人によって状況も語り方も違う。また、人間は辛
く苦しい時にかっこいい事は言わず、むしろ本音
が出るのだと学んだ。ヒアリングを受けてくださっ
た方々とのつながりは僕の財産だ。すごく良い仕
事をした。

井　上　僕はこの3年間のヒアリングを通して、スタッフの
力がとても大きかったと感じている。仲間がいた
から「3.11あの時」は3年間続ける事ができた。
1番混乱していた時期に被災地へ向かった三浦さ
ん、素晴らしい文章力や構成力のある鈴木さん、
――誰か1人が欠けても成立しなかった。仕事は1
人で抱えると辛いし大変だと思う。EPO東北がチー
ム体制で運営しているのは、スタッフを大事にし
ていきたいからだ。僕も皆に助けられ、支えられ
ている。スタッフそれぞれの感性を大事にしてい
かなければならないと感じた。3年間を振り返って
出てくるのは、感謝の気持ちだ。これからもスタッ
フを大事にしたい。「3.11あの時」で直接現地に
伺ってお話を伺う事は大事だと学んだので、ヒア
リングはEPO東北のスタイルとして継続したいと
考えている。今後ともよろしくお願いします。

全　員　よろしくお願いします。おつかれさまでした。

	 井　上　郡　康
	 三　浦　　　純
	 鈴　木　美紀子
	 小山田　陽　奈
	 岡　崎　　　優
	 荻　野　由　佳

災が完結してしまっている方に被災地の現状を伝
えたい。

三　浦　土地を愛している。それは皆さん共通していると僕
もヒアリングを通して感じた。

小山田　私も2012年度から関わるようになり、最初は荻野
さんのように現実味がなかった。EPO東北に配属
された時、井上さんに「持続可能な社会とは何で
すか」と質問した事がある。最後に井上さんは「持
続可能な社会は人によって表し方が違うと思う」と
教えてくれた。自分自身の言葉を見つけていく必
要があると思った。ヒアリングを通して、震災に
ついて考え、多くの気づきを得て、それが少しず
つ見えてきたと感じる。人は自然がないと生きら
れない。これまでと同じ社会でよいのかと皆が考
え直し始めていて、地域には将来を担う若者が必
要とされている。2年間のヒアリングを通して、世
代を超える縦のパートナーシップが持続可能な社
会につながるのではないかと学んだ。震災をきっ
かけに東北から新しい価値観やまちづくりのモデ
ルを発信していこうと頑張る方々のお手伝いをす
る事がEPOの取り組むべき事ではないかと感じて
いる。

鈴　木　私は3年間のヒアリングで、言葉の重みを感じた。
レポートを読む方に、話してくださった皆さんの
言葉をきちんと伝えたいと思った。EPO東北が「伝
える」役割を担う事の大切さを感じながら取り組
んでいたので、ラジオパーソナリティーなど情報
を伝える事を生業にしている方のお話は多くの部
分で共感した。ある方が「当時の出来事と向き合
えるようになるまでに1年かかった」と仰ってい
た。私も1年間がむしゃらに取り組んできたので、
かえって「あの時」に正面から向き合えない面が
あった。多くの現場を見聞きして、「3.11」を意識
し続けたからこそ、「あの時」を振り返る事はでき
なかった。

井　上　「3.11あの時」はがむしゃらに取り組んだが、結果
的には非常に良かった。本来は目的を決めてから
走り出すものだが、走りながら取り組んで結果が
ついてくる事もあると分かった。
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2011年3月11日（金）。

あれから3年。

東北の人々が見てきたもの。

多くの喪失の中で学んだもの。

大震災からの28の教訓をお届けします。

東北地方太平洋沖地震により被災されました多くの皆様に、心からお見舞いを申し上げます。
また、この大震災により犠牲になられました皆様の、ご冥福を心よりお祈り申し上げます。
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